
 

 

２．各教科・科目等の内容の見直し 

（１）国語 

①現行学習指導要領の成果と課題を踏まえた国語科の目標の在り方 

ⅰ）現行学習指導要領の成果と課題 

○ 平成２４年（２０１２年）に実施されたＯＥＣＤ生徒の学習到達度調査（ＰＩＳＡ調

査）においては、「読解力」の平均得点が比較可能な調査回以降、最も高くなっている

などの成果が見られる。また、全国学力・学習状況調査においては、各教科等の指導の

ねらいを明確にした上で言語活動を適切に位置付けた学校の割合は、小学校、中学校と

もに９０％程度となっており、言語活動の充実を踏まえた授業改善が図られている。し

かし、依然として教材への依存度が高いとの指摘もあり、更なる授業改善が求められる。 

○ 全国学力・学習状況調査等の結果によると、小学校では、文における主語を捉えるこ

とや文の構成を理解したり表現の工夫を捉えたりすること、目的に応じて文章を要約し

たり複数の情報を関連付けて理解を深めたりすることなどに課題があることが明らか

になっている。中学校では、伝えたい内容や自分の考えについて根拠を明確にして書い

たり話したりすることや、複数の資料から適切な情報を得てそれらを比較したり関連付

けたりすること、文章を読んで根拠の明確さや論理の展開、表現の仕方等について評価

することなどに課題があることが明らかになっている。 

○ 高等学校では、教材への依存度が高く、主体的な言語活動が軽視され、依然として講

義調の伝達型授業に偏っている傾向があり、授業改善に取り組む必要がある。また、文

章の内容や表現の仕方を評価し目的に応じて適切に活用すること、多様なメディアから

読み取ったことを踏まえて自分の考えを根拠に基づいて的確に表現すること、国語の語

彙の構造や特徴を理解すること、古典に対する学習意欲が低いことなどが課題となって

いる。 

○ 今回の学習指導要領の改訂においては、これまでの成果を踏まえるとともに、これら

の課題に適切に対応できるよう改善を図ることが求められる。その際、思考力・判断力・

表現力等の育成を効果的に図るため、引き続き、記録、要約、説明、論述、討論等の言

語活動の充実を図ることが必要である。 

ⅱ）課題を踏まえた国語科の目標の在り方 

○ 国語科において育成を目指す資質・能力については、前述の３．（４）①に示す言語

能力を構成する資質・能力の整理を踏まえ、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現

力等」、「学びに向かう力・人間性等」の三つの柱に沿った整理を行い、別添２‐１の

とおり取りまとめた。 

 ・「知識・技能」の「言葉の働きや役割に関する理解」は、自分が用いる言葉に対する

メタ認知に関わることであり、言語能力を向上させる上で重要な要素である。このこ

110



 

 

とは、これまでの学習指導要領においても扱われてきたが、実際の指導の場面におい

て十分なされてこなかったことが指摘されている。 

・これからの子供たちには、創造的・論理的思考を高めるために、「思考力・判断力・

表現力等」の「情報を多面的・多角的に精査し構造化する力」がこれまで以上に必要

とされるとともに、自分の感情をコントロールすることにつながる「感情や想像を言

葉にする力」や、他者との協働につながる「言葉を通じて伝え合う力」など、三つの

側面の力がバランスよく育成されることが必要である。 

また、より深く、理解したり表現したりするためには、「情報を編集・操作する力」、

「新しい情報を、既に持っている知識や経験、感情に統合し構造化する力」、「新し

い問いや仮説を立てるなど、既に持っている考えの構造を転換する力」などの「考え

を形成し深める力」を育成することが重要である。 

○ これを踏まえ、学校段階ごとに育成を目指す資質・能力について別添２‐２のとおり

整理した。学校段階ごとの国語科の教科目標についても、このような資質・能力の整理

に基づき示すこととする。 

○ なお、小・中学校においては、文字の由来や文字文化に対する理解を深めることにつ

いて、高等学校においては、実社会・実生活に生かすことや多様な文字文化に対する理

解を深めることについて、高等学校芸術科（書道）との円滑な接続を図る必要がある。 

ⅲ）国語科における「見方・考え方」 

○ 国語科は、様々な事物、経験、思い、考え等をどのように言葉で理解し、どのように

言葉で表現するか、という言葉を通じた理解や表現及びそこで用いられる言葉そのもの

を学習対象とするという特質を有している。それは、様々な事象の内容を自然科学や社

会科学等の視点から理解することを直接の学習目的とするものではないことを意味して

いる。 

○ 事物、経験、思い、考え等を言葉で理解したり表現したりする際には、対象と言葉、

言葉と言葉の関係を、創造的・論理的思考、感性・情緒、他者とのコミュニケーション

の側面34から、言葉の意味、働き、使い方等に着目して捉え、その関係性を問い直して

意味付けるといったことが行われており、そのことを通して、自分の思いや考えを形成

し深めることが、国語科における重要な学びであると考えられる。 

                                            
34 中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会言語能力の向上に関する特別チームにおいて、これまで
の各種会議等（文化審議会答申「これからの時代に求められる国語力について」（平成１６年２月３日）
等）の議論の成果を踏まえ、言語能力を構成する資質・能力について、①創造的・論理的思考の側面、②
感性・情緒の側面、③他者とのコミュニケーションの側面の三つの側面から整理されたことを受け、本ワ
ーキングループにおいても、同様の整理をしている。 

111



 

 

○ このため、自分の思いや考えを深めるため、対象と言葉、言葉と言葉の関係を、言葉

の意味、働き、使い方等に着目して捉え、その関係性を問い直して意味付けることを、

「言葉による見方・考え方」とする。 

②具体的な改善事項 

ⅰ）教育課程の示し方の改善 

ア 資質・能力を育成する学びの過程についての考え方 

○ 国語科においては、ただ活動するだけの学習にならないよう、活動を通じてどのよう

な資質・能力を育成するのかを示すため、別添２‐３のとおり、現行の学習指導要領に

示されている学習過程を改めて整理し、「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読

むこと」の３領域における学習活動の中で、三つの柱で整理した資質・能力がどのよう

に働いているかを含めて図示した。 

  その際、言語能力の働く過程35の整理を踏まえ、「認識から思考へ」という過程の中

で働く理解するための力や、「思考から表現へ」という過程の中で働く表現するための

力が、各領域の中で、主にどこで重点的に働いているのかを踏まえて示している。 

○ 「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」のいずれの学習過程において

も、「情報を編集・操作する力」、「新しい情報を、既に持っている知識や経験、感情

に統合し構造化する力」、「新しい問いや仮説を立てるなど、既に持っている考えの構

造を転換する力」を働かせ、考えを形成し深めることが特に重要である。 

○ これらの一連の学習過程を実施する上では、別添２‐１に整理された資質・能力の三

つの柱のうち「学びに向かう力・人間性等」が大きな原動力となる。「学びに向かう力・

人間性等」で挙げられている態度等が基盤となって、自ら次の学習活動に向かおうとす

る意識が生まれ、「知識・技能」や「思考力・判断力・表現力等」の育成が図られる。

また、これらの過程を意識的に行うことを通じて、より一層「学びに向かう力・人間性

等」が育まれ、更に次の学習活動に向かう意欲が高まるなどの正の循環が見込まれる。 

○ 国語科においては、こうした学習活動は言葉による記録、要約、説明、論述、討論等

の言語活動を通じて行われる必要がある。したがって、国語科で育成を目指す資質・能

力の向上を図るためには、資質・能力が働く一連の学習過程をスパイラルに繰り返すと

ともに、一つ一つの学習活動において資質・能力の育成に応じた言語活動を充実するこ

とが重要である。 

イ 指導内容の示し方の改善 

○ 学校段階ごとに育成を目指す「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学

びに向かう力・人間性等」（別添２‐２）に基づき教科の「目標」を示すとともに、子

                                            
35 第１部５．（４）（言語能力の育成）参照 
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供たちを社会に送り出すまでに国語科においてどのような力を身に付けることを目指

すのかを明確にした上で、小・中・高等学校の教科内容を系統的に示す。 

○ 学習指導要領の「内容」に関しては、別添２－２に示す育成を目指す資質・能力と、

別添２－３に示す国語科の学習過程を踏まえ、「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、

「読むこと」の３領域により明確に示す。 

ⅱ）教育内容の改善・充実 

ア 科目構成の見直し 

○ 高等学校の国語教育においては、教材の読み取りが指導の中心になることが多く、国

語による主体的な表現等が重視された授業が十分行われていないこと、話合いや論述な

どの「話すこと・聞くこと」、「書くこと」の領域の学習が十分に行われていないこと、

古典の学習について、日本人として大切にしてきた言語文化を積極的に享受して社会や

自分との関わりの中でそれらを生かしていくという観点が弱く、学習意欲が高まらない

ことなどが課題として指摘されているところである。 

こうした長年にわたり指摘されている課題の解決を図るため、科目構成の見直しを含

めた検討が求められており、別添２‐１に示した資質・能力の整理を踏まえ、以下のよ

うな科目構成とする。（別添２‐４を参照） 

  なお、以下の科目構成の説明において、「学びに向かう力・人間性等」については特

に言及していないが、全ての科目において育成されるものである。 

○ 国語は、我が国の歴史の中で創造され、上代から近現代まで継承されてきたものであ

り、そして現代において実社会・実生活の中で使われているものである。このことを踏

まえ、後者と関わりの深い実社会・実生活における言語による諸活動に必要な能力を育

成する科目「現代の国語（仮称）」と、前者と関わりの深い我が国の伝統や文化が育ん

できた言語文化を理解し、これを継承していく一員として、自身の言語による諸活動に

生かす能力を育成する科目「言語文化（仮称）」の二つの科目を、全ての高校生が履修

する必履修科目として設定する。 

○ 必履修科目「現代の国語（仮称）」は、実社会・実生活に生きて働く国語の能力を育

成する科目として、「知識・技能」では「伝統的な言語文化に関する理解」以外の各事

項を、「思考力・判断力・表現力等」では全ての力を総合的に育成する。 

○ 必履修科目「言語文化（仮称）」は、上代（万葉集の歌が詠まれた時代）から近現代

につながる我が国の言語文化への理解を深める科目として、「知識・技能」では「伝統

的な言語文化に関する理解」を中心としながら、それ以外の各事項も含み、「思考力・

判断力・表現力等」では全ての力を総合的に育成する。 

○ 選択科目においては、必履修科目「現代の国語（仮称）」及び「言語文化（仮称）」

において育成された能力を基盤として、「思考力・判断力・表現力等」の言葉の働きを
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捉える三つの側面のそれぞれを主として育成する科目として、「論理国語（仮称）」、

「文学国語（仮称）」、「国語表現（仮称）」を設定する。 

  また、「言語文化（仮称）」で育成された資質・能力のうち「伝統的な言語文化に関

する理解」をより深めるため、ジャンルとしての古典を学習対象とする「古典探究（仮

称）」を設定する。 

○ なお、必履修科目である「現代の国語（仮称）」及び「言語文化（仮称）」において

育成された能力は、特定の選択科目ではなく全ての選択科目につながる能力として育成

されることに留意する必要がある。 

○ 選択科目「論理国語（仮称）」は、多様な文章等を多面的・多角的に理解し、創造的

に思考して自分の考えを形成し、論理的に表現する能力を育成する科目として、主とし

て「思考力・判断力・表現力等」の創造的・論理的思考の側面の力を育成する。 

○ 選択科目「文学国語（仮称）」は、小説、随筆、詩歌、脚本等に描かれた人物の心情

や情景、表現の仕方等を読み味わい評価するとともに、それらの創作に関わる能力を育

成する科目として、主として「思考力・判断力・表現力等」の感性・情緒の側面の力を

育成する。 

○ 選択科目「国語表現（仮称）」は、表現の特徴や効果を理解した上で、自分の思いや

考えをまとめ、適切かつ効果的に表現して他者と伝え合う能力を育成する科目として、

主として「思考力・判断力・表現力等」の他者とのコミュニケーションの側面の力を育

成する。 

○ 選択科目「古典探究（仮称）」は、古典を主体的に読み深めることを通して、自分と

自分を取り巻く社会にとっての古典の意義や価値について探究する科目として、主に古

文・漢文を教材に、「伝統的な言語文化に関する理解」を深めることを重視するととも

に、「思考力・判断力・表現力等」を育成する。 

○ また、「古典探究（仮称）」以外の選択科目においても、高等学校で学ぶ国語の科目

として、探究的な学びの要素を含むものとする。 

○ なお、高校生の読書活動が低調であることなどから、各科目において、高校生がそれ

ぞれの読書の意義や価値について実感を持って認識することにつながるような指導の

充実、読書活動の展開が必要である。 

イ 教育内容の見直し 

○ 読書は、多くの語彙や多様な表現を通して様々な世界に触れ、これを擬似的に体験し

たり未知の知識を獲得したりして、新たな見方や考えに出会うことを可能にする。この

ため、読書は、国語科で育成を目指す資質・能力をより高める重要な活動の一つである。

自ら進んで読書をし、読書を通して人生を豊かにしようとする態度を養うために、国語

科の学習が読書活動に結び付くよう小・中・高等学校を通じて読書指導を改善・充実す

114



 

 

るとともに、教育課程外の時間においても、全校一斉の読書活動など子供たちに読書を

する習慣が身に付くような取組を推進する必要がある。 

○ 漢字指導の改善・充実の観点から、児童の学習負担を考慮しつつ、常用漢字表の改定

（平成２２年）、児童の日常生活及び将来の社会生活、国語科以外の各教科等の学習に

おける必要性を踏まえ、都道府県名に用いる漢字を「学年別漢字配当表」に加えること

が適当である。なお、追加する字種の学年配当に当たっては、当該学年における児童の

学習負担に配慮することが必要である。 

○ 現行の学習指導要領では、国語科においても我が国や郷土が育んできた伝統文化に関

する教育を充実したところであるが、引き続き、我が国の言語文化に親しみ、愛情を持

って享受し、その担い手として言語文化を継承・発展させる態度を小・中・高等学校を

通じて育成するため、伝統文化に関する学習を重視することが必要である。 

伝統文化に関する学習については、小・中・高等学校を通じて、古典に親しんだり、

楽しんだり、古典の表現を味わったりする観点、古典についての理解を深める観点、古

典を自分の生活や生き方に生かす観点、文字文化（書写を含む）についての理解を深め

る観点から整理を行い、改善を図ることが求められる。 

○ 現行の学習指導要領においては、全ての教科等において言語活動を重視し充実を図っ

てきたところであるが、今後、アクティブ・ラーニングの視点から授業改善に取り組ん

でいくためには、より一層、言語活動の充実を図り、全ての学習の基盤である言語能力

を向上させることが必要不可欠である。 

このため、国語科が、中心的役割を担いながら他教科等と連携して言語能力の向上を

図るとともに、国語科が育成する資質・能力が各教科等において育成する資質・能力の

育成にも資することがカリキュラム・マネジメントの観点からも重要である。 

○ このほか、地域の言語文化に関する学習の充実、情報の取扱いなどを含む言葉を取り

巻く環境の変化を踏まえた学習の充実等が求められる。 

ⅲ）学習・指導の改善充実や教育環境の充実等 

ア 「主体的・対話的で深い学び」の実現 

○ 国語教育の改善・充実を図るためには、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け

て、後述するアクティブ・ラーニングの三つの視点に立った授業改善に取り組んでいく

ことが重要である。言語能力を育成する国語科においては、言語活動を通して資質・能

力を育成する。このため、国語科におけるアクティブ・ラーニングの視点からの授業改

善とは、アクティブ・ラーニングの視点から言語活動を充実させ、子供たちの学びの過

程の更なる質の向上を図ることであると言える。 

① 「深い学び」の実現に向けて、「言葉による見方・考え方」を働かせ、言葉で理解

したり表現したりしながら自分の思いや考えを広げ深める学習活動を設けることなど
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が考えられる。その際、子供自身が自分の思考の過程をたどり、自分が話したり聞い

たり書いたり読んだりした言葉を、創造的・論理的思考の側面、感性・情緒の側面、

他者とのコミュニケーションの側面からどのように捉えたのか問い直して、理解し直

したり表現し直したりしながら思いや考えを深めることが重要であり、特に、思考を

深めたり活性化させたりしていくための語彙を豊かにすることなどが重要である。 

② 「対話的な学び」の実現に向けて、例えば子供同士の対話に加え、子供と教員、子

供と地域の人、本を通して本の作者などとの対話を図ることで、互いの知見を伝え合

ってそれぞれが持つ知見を広げたり、議論しながら互いに考えを深めたり、集団とし

ての考えを高めたりする言語活動を行う学習場面を計画的に設けることなどが考えら

れる。 

③ 「主体的な学び」の実現に向けて、子供自身が目的や必要性を意識して取り組める

学習となるよう、学習の見通しを立てたり振り返ったりする学習場面を計画的に設け

ること、子供たちの学ぶ意欲が高まるよう、実社会や実生活との関わりを重視した学

習課題として、子供たちに身近な話題や現代の社会問題を取り上げたり自己の在り方

生き方に関わる話題を設定したりすることなどが考えられる。特に、学習を振り返る

際、子供自身が自分の学びや変容を見取り自分の学びを自覚することができ、説明し

たり評価したりすることができるようになることが重要である。 

イ 教材や教育環境の充実 

○ 資質・能力の育成に向けた教育内容の改善・充実のためには、教材の在り方を見直す

ことが必要である。 

学習指導要領には、「読むこと」以外にも「話すこと・聞くこと」、「書くこと」の

領域があるにもかかわらず、依然として授業が「読むこと」の指導に偏っている傾向が

ある。国語科の授業が言語活動を通じて資質・能力を育成する授業となるよう、教材の

改善・充実を図ることが求められる。 

次期学習指導要領の趣旨を実現するため、主たる教材である教科書において、授業の

中で言語活動が一層充実するような教材提示の在り方や、同じ題材においても、育成を

目指す資質・能力や様々な言語活動を、教員が指導に応じて選べるような教材の在り様

などが求められる。 

高等学校の科目構成の見直しに応じて、それぞれの科目の趣旨が実現されるよう、教

材の在り方を検討することが求められる。 

○ 資質・能力の育成を図るためには、教員養成や教員研修による教員の資質・能力の向

上、学校図書館やＩＣＴ環境の整備・充実などの条件整備が求められる。 
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知
識
・技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
・人
間
性
等

○
言
葉
の
働
き
や
役
割
に
関
す
る
理
解

○
言
葉
の
特
徴
や
き
ま
り
に
関
す
る
理
解
と
使
い

分
け

・
書
き
言
葉
（
文
字
）
、
話
し
言
葉
、
言
葉
の
位
相

（
方
言
、
敬
語
等
）

・
語
、
語
句
、
語
彙

・
文
の
成
分
、
文
の
構
成

・
文
章
の
構
造
（
文
と
文
の
関
係
、
段
落
、
段
落

と
文
章
の
関
係
）

な
ど

○
言
葉
の
使
い
方
に
関
す
る
理
解
と
使
い
分
け

・
話
し
方
、
書
き
方
、
表
現
の
工
夫

・
聞
き
方
、
読
み
方
、
音
読
・
朗
読
の
仕
方

・
話
合
い
の
仕
方

○
書
写
に
関
す
る
知
識
・
技
能

○
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
理
解

○
文
章
の
種
類
に
関
す
る
理
解

○
情
報
活
用
に
関
す
る
知
識
・
技
能

国
語
で
理
解
し
た
り
表
現
し
た
り
す
る
た
め
の
力

【
創
造
的
・
論
理
的
思
考
の
側
面
】

➢
情
報
を
多
角
的
・
多
面
的
に
精
査
し
構
造
化
す
る
力

・
推
論
及
び
既
有
知
識
・
経
験
に
よ
る
内
容
の
補
足
、
精
緻
化

・
論
理
（
情
報
と
情
報
の
関
係
性
：
共
通
－
相
違
、
原
因
－
結
果
、

具
体
－
抽
象
等
）
の
吟
味
・
構
築

・
妥
当
性
、
信
頼
性
等
の
吟
味

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
感
性
・
情
緒
の
側
面
】

➢
言
葉
に
よ
っ
て
感
じ
た
り
想
像
し
た
り
す
る
力
、
感
情
や
想
像
を

言
葉
に
す
る
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
側
面
】

➢
言
葉
を
通
じ
て
伝
え
合
う
力

・
相
手
と
の
関
係
や
目
的
、
場
面
、
文
脈
、
状
況
等
の
理
解

・
自
分
の
意
思
や
主
張
の
伝
達

・
相
手
の
心
の
想
像
、
意
図
や
感
情
の
読
み
取
り

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

≪
考
え
の
形
成
・
深
化
≫

➢
考
え
を
形
成
し
深
め
る
力
（
個
人
ま
た
は
集
団
と
し
て
）

・
情
報
を
編
集
・
操
作
す
る
力

・
新
し
い
情
報
を
、
既
に
持
っ
て
い
る
知
識
や
経
験
、
感
情
に

統
合
し
構
造
化
す
る
力

・
新
し
い
問
い
や
仮
説
を
立
て
る
な
ど
、
既
に
持
っ
て
い
る
考
え

の
構
造
を
転
換
す
る
力

・
言
葉
が
持
つ
曖
昧
性
や
、
表
現
に
よ
る
受
け
取
り

方
の
違
い
を
認
識
し
た
上
で
、
言
葉
が
持
つ
力
を

信
頼
し
、
言
葉
に
よ
っ
て
困
難
を
克
服
し
、
言
葉
を

通
し
て
社
会
や
文
化
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
言
葉
を
通
じ
て
、
自
分
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方

を
広
げ
深
め
よ
う
と
す
る
と
と
も
に
、
考
え
を
伝
え

合
う
こ
と
で
、
集
団
と
し
て
の
考
え
を
発
展
・
深
化

さ
せ
よ
う
と
す
る
態
度

・
様
々
な
事
象
に
触
れ
た
り
体
験
し
た
り
し
て
感
じ
た

こ
と
を
言
葉
に
す
る
こ
と
で
自
覚
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ら
の
言
葉
を
互
い
に
交
流
さ
せ
る
こ
と
を
通

し
て
、
心
を
豊
か
に
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
言
葉
を
通
じ
て
積
極
的
に
人
や
社
会
と
関
わ
り
、

自
己
を
表
現
し
、
他
者
の
心
と
共
感
す
る
な
ど
互

い
の
存
在
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
尊
重
し
よ

う
と
す
る
態
度

・
我
が
国
の
言
語
文
化
を
享
受
し
、
生
活
や
社
会
の

中
で
活
用
し
、
継
承
・
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
態
度

・
自
ら
進
ん
で
読
書
を
し
、
本
の
世
界
を
想
像
し
た

り
味
わ
っ
た
り
す
る
と
と
も
に
、
読
書
を
通
し
て
、

未
知
の
こ
と
を
知
っ
た
り
、
疑
似
体
験
し
た
り
、

新
し
い
考
え
に
出
会
っ
た
り
す
る
な
ど
し
て
人
生

を
豊
か
に
し
よ
う
と
す
る
態
度

国
語
科
に
お
い
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
整
理
（
案
）

別
添
２
－
１
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【小
学
校
】

【幼
児
教
育
】

（
※
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
う
ち
、
特
に
関
係
の
あ
る
も
の
記
述
）

【中
学
校
】

【高
等
学
校
】

◎
言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
、
国
語
で
的
確
に
理
解
し
効
果
的
に
表
現
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
国
語
に
関
す
る
資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

①
生
涯
に
わ
た
る
社
会
生
活
や
専
門
的
な
学
習
に
必
要
な
国
語
の
特
質
に
つ
い
て
理
解
し
適
切
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
創
造
的
・
論
理
的
思
考
や
感
性
・
情
緒
を
働
か
せ
て
思
考
力
や
想
像
力
を
豊
か
に
し
、
多
様
な
他
者
や
社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
言
葉
で
自
分
の
思
い
や
考
え
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
言
葉
を
通
じ
て
伝
え
合
う
意
義
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
言
語
文
化
の
担
い
手
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
言
語
感
覚
を
磨
き
、
生
涯
に
わ
た
り
国
語
を
尊
重
し
て
そ
の
能
力
の

向
上
を
図
る
態
度
を
養
う
。

◎
言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
、
国
語
で
正
確
に
理
解
し
適
切
に
表
現
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
国
語
に
関
す
る
資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

①
社
会
生
活
に
必
要
な
国
語
の
特
質
に
つ
い
て
理
解
し
適
切
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
創
造
的
・
論
理
的
思
考
や
感
性
・
情
緒
を
働
か
せ
て
思
考
力
や
想
像
力
を
豊
か
に
し
、
社
会
生
活
に
お
け
る
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
言
葉
で
自
分
の
思
い
や
考
え
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
言
葉
を
通
じ
て
伝
え
合
う
価
値
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
言
語
文
化
に
関
わ
り
、
言
語
感
覚
を
豊
か
に
し
、
国
語
を
尊
重
し
て
そ
の
能
力
の
向
上
を
図
る
態
度
を
養
う
。

◎
言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
、
国
語
で
正
確
に
理
解
し
適
切
に
表
現
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
国
語
に
関
す
る
資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

①
日
常
生
活
に
必
要
な
国
語
の
特
質
に
つ
い
て
理
解
し
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
創
造
的
・
論
理
的
思
考
や
感
性
・
情
緒
を
働
か
せ
て
思
考
力
や
想
像
力
を
養
い
、
日
常
生
活
に
お
け
る
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
言
葉
で
自
分
の
思
い
や
考
え
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
言
葉
を
通
じ
て
伝
え
合
う
よ
さ
を
味
わ
う
と
と
も
に
、
言
葉
の
大
切
さ
を
自
覚
し
、
言
語
感
覚
を
養
い
、
国
語
を
尊
重
し
て
そ
の
能
力
の
向
上
を
図
る
態
度
を
養
う
。

・
身
近
な
事
象
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
物
の
性
質
や
仕
組
み
等
を
感
じ
取
っ
た
り
気
付
い
た
り
す
る
中
で
、
思
い
巡
ら
し
予
想
し
た
り
、
工
夫
し
た
り
な
ど
多
様
な
関
わ
り
を
楽
し
む
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
友
達
な
ど
の
様
々
な
考
え
に
触
れ

る
中
で
、
自
ら
判
断
し
よ
う
と
し
た
り
考
え
直
し
た
り
な
ど
し
て
、
新
し
い
考
え
を
生
み
出
す
喜
び
を
味
わ
い
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
よ
う
に
な
る
。
（
思
考
力
の
芽
生
え
）

・
遊
び
や
生
活
の
中
で
、
数
量
な
ど
に
親
し
む
体
験
を
重
ね
た
り
、
標
識
や
文
字
の
役
割
に
気
付
い
た
り
し
、
必
要
感
か
ら
こ
れ
ら
を
活
用
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
数
量
・
図
形
、
文
字
等
へ
の
関
心
・
感
覚
が
一
層
高
ま
る
よ
う
に
な
る
。

（
数
量
・
図
形
、
文
字
等
へ
の
関
心
・
感
覚
）

・
言
葉
を
通
し
て
先
生
や
友
達
と
心
を
通
わ
せ
、
絵
本
や
物
語
な
ど
に
親
し
み
な
が
ら
、
豊
か
な
言
葉
や
表
現
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
思
い
巡
ら
し
た
り
し
た
こ
と
な
ど
を
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
言
葉
に
よ
る
表
現
を
楽
し
む

よ
う
に
な
る
。
（
言
葉
に
よ
る
伝
え
合
い
）

別
添
２
－
２

国
語
科
に
お
け
る
教
育
の
イ
メ
ー
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）
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学 習 目 的 の 理 解 （ 見 通 し ）

自 分 の 学 習 に 対 す る 考 察 （ 振 り 返 り ）

次 の 学 習 活 動 （ 話 す こ と ・ 聞 く こ と 、 書 く こ と 、 読 む こ と ） へ の 活 用

話 す こ と ・ 聞 く こ と

話
題

選
択

精
査
・
解
釈

話 す こ と 聞 く こ と 話 し 合 う こ と

集
団
と
し
て
の

考
え
の
形
成

内
容
の
検
討

構
成
・
表
現
形
式
の
検
討

テ
ー
マ

の
設
定

国
語
科
に
お
け
る
学
習
過
程
の
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

他
者
の
聞

く
こ
と
へ

の
評
価
、

他
者
か
ら

の
評
価

進
行
の
計
画

情
報
収
集

＊
読
む
こ
と
、
聞
く
こ
と
で
育
成
し
た
力
を
活
用

内
容
の
整
理

（
必
要
に
応
じ
た
質
問
）

構
造
と
内
容
の
把
握

記
録
、
記
録
の
整
理

話
題

選
択

関
連
す
る
情
報
の
収
集

＊
読
む
こ
と
、
聞
く
こ
と
で

育
成
し
た
力
を
活
用

※
必
ず
し
も
一
方
向
、
順
序
性
の
あ
る
流
れ
で
は
な
い
。

○
言
葉
の
働
き
や
役
割
に
関
す
る
理
解

○
言
葉
の
特
徴
や
き
ま
り
に
関
す
る

理
解
と
使
い
分
け

○
言
葉
の
使
い
方
に
関
す
る
理
解
と

使
い
分
け

○
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
理
解

○
情
報
活
用
に
関
す
る
知
識
・
技
能

話
す
こ
と
、
聞
く
こ
と
の
往
還

表
現

（
発
話
の
調
整
）

他
者
の
話
す
こ
と

へ
の
評
価
、

他
者
か
ら
の
評
価

【
創
造
的
・
論
理
的
思
考
の
側
面
】

➢
情
報
を
多
角
的
・
多
面
的
に
精
査
し
構
造
化
す
る
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
感
性
・
情
緒
の
側
面
】

➢
言
葉
に
よ
っ
て
感
じ
た
り
想
像
し
た
り
す
る
力
、

感
情
や
想
像
を
言
葉
に
す
る
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
側
面
】

➢
言
葉
を
通
じ
て
伝
え
合
う
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

考
え
の
形
成

考
え
の
形
成
・
深
化

➢
考
え
を
形
成
し
深
め
る
力

・
情
報
を
編
集
・
操
作
す
る
力

・
新
し
い
情
報
を
、
既
に
持
っ
て

い
る
知
識
や
経
験
、
感
情
に

統
合
し
構
造
化
す
る
力

・
新
し
い
問
い
や
仮
説
を
立
て
る

な
ど
、
既
に
持
っ
て
い
る
考
え

の
構
造
を
転
換
す
る
力

別
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記
述

書 く こ と
推
敲

学 習 目 的 の 理 解 （ 見 通 し ）

読 む こ と

テ
ー
マ

の
設
定

考
え
の
形
成

自 分 の 学 習 に 対 す る 考 察 （ 振 り 返 り ）

次 の 学 習 活 動 （ 話 す こ と ・ 聞 く こ と 、 書 く こ と 、 読 む こ と ） へ の 活 用

※
必
ず
し
も
一
方
向
、
順
序
性
の
あ
る
流
れ
で
は
な
い
。

選
書

（
本
以
外
も
含
む
）

精
査
・
解
釈

構
造
と
内
容
の
把
握

情
報
収
集

＊
読
む
こ
と
、
聞
く
こ
と
で
育
成
し
た
力
を
活
用

他
者
の
読

む
こ
と
へ

の
評
価
、

他
者
か
ら

の
評
価

他
者
の
書
く
こ
と

へ
の
評
価
、

他
者
か
ら
の
評
価

内
容
の
検
討

構
成
・
表
現
形
式
の
検
討

考
え
の
形
成
・
深
化

○
言
葉
の
働
き
や
役
割
に
関
す
る
理
解

○
言
葉
の
特
徴
や
き
ま
り
に
関
す
る

理
解
と
使
い
分
け

○
言
葉
の
使
い
方
に
関
す
る
理
解
と

使
い
分
け

○
書
写
に
関
す
る
知
識
・
技
能

○
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
理
解

○
文
章
の
種
類
に
関
す
る
理
解

○
情
報
活
用
に
関
す
る
知
識
・
技
能

【
創
造
的
・
論
理
的
思
考
の
側
面
】

➢
情
報
を
多
角
的
・
多
面
的
に
精
査
し
構
造
化
す
る
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
感
性
・
情
緒
の
側
面
】

➢
言
葉
に
よ
っ
て
感
じ
た
り
想
像
し
た
り
す
る
力
、

感
情
や
想
像
を
言
葉
に
す
る
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

【
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
側
面
】

➢
言
葉
を
通
じ
て
伝
え
合
う
力

➢
構
成
・
表
現
形
式
を
評
価
す
る
力

➢
考
え
を
形
成
し
深
め
る
力

・
情
報
を
編
集
・
操
作
す
る
力

・
新
し
い
情
報
を
、
既
に
持
っ
て

い
る
知
識
や
経
験
、
感
情
に

統
合
し
構
造
化
す
る
力

・
新
し
い
問
い
や
仮
説
を
立
て
る

な
ど
、
既
に
持
っ
て
い
る
考
え

の
構
造
を
転
換
す
る
力
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高
等
学
校
国
語
科
の
改
訂
の
方
向
性
（
案
）

国
語
総
合

【
共
通
必
履
修
科
目
】

国
語
表
現

現
代
文
Ａ

現
代
文
Ｂ

古
典
Ａ

古
典
Ｂ

≪
現
行
科
目
≫

≪
改
訂
の
方
向
性
（
案
）
≫

【
言
語
文
化
（
仮
称
）
】

上
代
（
万
葉
集
の
歌
が
詠
ま
れ
た
時
代
）
か
ら
近
現
代
に
つ
な
が
る

我
が
国
の
言
語
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
科
目

○
我
が
国
の
伝
統
や
文
化
が
育
ん
で
き
た
言
語
文
化
を
理
解
し
、
こ
れ
を
継
承

し
て
い
く
一
員
と
し
て
、
自
身
の
言
語
に
よ
る
諸
活
動
に
生
か
す
能
力
の
育
成

○
古
典
（
古
文
・
漢
文
）
だ
け
で
な
く
、
古
典
に
関
わ
る
近
現
代
の
文
章
を
通
じ
て
、

言
語
文
化
を
、
言
葉
の
働
き
や
役
割
に
着
目
し
な
が
ら
社
会
や
自
分
と
の
関

わ
り
の
中
で
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
能
力
の
育
成

【
現
代
の
国
語
（
仮
称
）
】

実
社
会
・
実
生
活
に
生
き
て
働
く
国
語
の
能
力
を
育
成
す
る
科
目

○
実
社
会
・実
生
活
に
お
け
る
言
語
に
よ
る
諸
活
動
に
必
要
な
国
語
の
能
力
の
育
成

○
例
え
ば
、

・
目
的
に
応
じ
て
多
様
な
資
料
を
収
集
・解
釈
し
、
根
拠
に
基
づ
い
て
論
述
す
る
活
動

・
文
学
作
品
等
を
読
ん
で
、
構
成
や
展
開
、
優
れ
た
表
現
な
ど
の
効
果
に
つ
い
て

言
葉
の
意
味
や
働
き
に
着
目
し
て
批
評
す
る
活
動

・
根
拠
を
持
っ
て
議
論
し
互
い
の
立
場
や
意
見
を
認
め
な
が
ら
集
団
と
し
て
の
結
論
を

ま
と
め
る
活
動

等
の
重
視

【
文
学
国
語
（
仮
称
）
】

小
説
、
随
筆
、
詩
歌
、
脚
本
等
に
描
か

れ
た
人
物
の
心
情
や
情
景
、
表
現
の

仕
方
等
を
読
み
味
わ
い
評
価
す
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ら
の
創
作
に
関
わ
る
能
力

を
育
成
す
る
科
目

（
主
と
し
て
、
感
性
・
情
緒
の
側
面
か
ら

「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」
を

育
成
）

【
古
典
探
究
（
仮
称
）
】

古
典
を
主
体
的
に
読
み
深
め
る
こ
と
を

通
し
て
、
自
分
と
自
分
を
取
り
巻
く
社

会
に
と
っ
て
の
古
典
の
意
義
や
価
値

に
つ
い
て
探
究
す
る
科
目

（
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
古
典
を
学
習
対
象

と
し
て
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

等
」
を
総
合
的
に
育
成
）

【
論
理
国
語
（
仮
称
）
】

多
様
な
文
章
等
を
多
角
的
・
多
面
的
に

理
解
し
、
創
造
的
に
思
考
し
て
自
分
の

考
え
を
形
成
し
、
論
理
的
に
表
現
す
る

能
力
を
育
成
す
る
科
目

（
主
と
し
て
、
創
造
的
・
論
理
的
思
考
の

側
面
か
ら
「
思
考
力
・判
断
力
・表
現
力

等
」を
育
成
）

【
国
語
表
現
（
仮
称
）
】

表
現
の
特
徴
や
効
果
を
理
解
し
た
上

で
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
ま
と
め
、

適
切
か
つ
効
果
的
に
表
現
し
て
他
者
と
伝

え
合
う
能
力
を
育
成
す
る
科
目

（
主
と
し
て
、
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
側
面
か
ら
「
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
等
」
を
育
成
）

選 択 科 目 （ 案 ）必 履 修 科 目 （ 案 ）

別
添
２
－
４
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（２）社会、地理歴史、公民 

①現行学習指導要領の成果と課題を踏まえた社会科、地理歴史科、公民科の目標の在

り方 

ⅰ）現行学習指導要領の成果と課題 

○ 社会科、地理歴史科、公民科においては、社会的事象に関心を持って多面的・多角的

に考察し、公正に判断する能力と態度を養い、社会的な見方や考え方を成長させること

等に重点を置いて、改善が目指されてきた。一方で、主体的に社会の形成に参画しよう

とする態度や、資料から読み取った情報を基にして社会的事象の特色や意味などについ

て比較したり関連付けたり多面的・多角的に考察したりして表現する力の育成が不十分

であることが指摘されている。また、社会的な見方や考え方については、その全体像が

不明確であり、それを養うための具体策が定着するには至っていないことや、近現代に

関する学習の定着状況が低い傾向にあること、課題を追究したり解決したりする活動を

取り入れた授業が十分に行われていないこと等も指摘されている。 

○ これらの課題を踏まえるとともに、これからの時代に求められる資質・能力を視野に

入れれば、社会科、地理歴史科、公民科では、社会との関わりを意識して課題を追究し

たり解決したりする活動を充実し、知識や思考力等を基盤として社会の在り方や人間と

しての生き方について選択・判断する力、自国の動向とグローバルな動向を横断的・相

互的に捉えて現代的な諸課題を歴史的に考察する力、持続可能な社会づくりの観点から

地球規模の諸課題や地域課題を解決しようとする態度など、国家及び社会の形成者とし

て必要な資質・能力を育んでいくことが求められる。 

ⅱ）課題を踏まえた社会科、地理歴史科、公民科の目標の在り方 

○ これを踏まえ、社会科、地理歴史科、公民科における教育目標は、従前の目標の趣旨

を勘案して「公民としての資質・能力」を育むことを目指し、その資質・能力の具体を

「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学びに向かう力・人間性等」の三

つの柱で示す。（別添３‐１を参照） 

その際、高等学校地理歴史科、公民科では、広い視野に立ち、グローバル化する国際

社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民とし

ての資質・能力を育成することとし、小・中学校社会科ではその基礎を育む趣旨を示す。 

○ 資質・能力の具体としては、「知識・技能」については、社会的事象等に関する理解

などを図るための知識と社会的事象等について調べまとめる技能として、「思考力、判

断力、表現力等」については、社会的事象等の意味や意義、特色や相互の関連を考察す

る力、社会に見られる課題を把握して、その解決に向けて構想する力や、考察したこと

や構想したことを説明する力、それらを基に議論する力として、また、「学びに向かう

力・人間性等」については、主体的に学習に取り組む態度と、多面的・多角的な考察や
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深い理解を通して涵養される自覚や愛情などとして、それぞれ校種の段階や分野・科目

ごとの内容に応じて整理した。（別添３‐２、別添３‐３を参照） 

ⅲ）社会科、地理歴史科、公民科における「見方・考え方」 

○ 「社会的な見方・考え方」は、課題を追究したり解決したりする活動において、社会

的事象等の意味や意義、特色や相互の関連を考察したり、社会に見られる課題を把握し

て、その解決に向けて構想したりする際の「視点や方法」であると考えられる。そこで、

小学校社会科においては、位置や空間的な広がり、時期や時間の経過、事象や人々の相

互関係などに着目して社会的事象を見出し、比較・分類、総合したり、地域の人々や国

民の生活と関連付けたりして考えることを「社会的事象の見方・考え方」として整理し、

中学校社会科、高等学校地理歴史科、公民科においても、校種の段階や分野・科目の特

質を踏まえた「見方・考え方」をそれぞれ整理した。その上で、「社会的な見方・考え

方」をそれらの総称とした。（別添３‐４、別添３‐５を参照） 

○ こうした「社会的な見方・考え方」は、社会科、地理歴史科、公民科としての本質的

な学びを促し、深い学びを実現するための思考力、判断力の育成はもとより、生きて働

く知識の習得に不可欠であること、主体的に学習に取り組む態度や学習を通して涵養さ

れる自覚や愛情等にも作用することなどを踏まえると、資質・能力全体に関わるもので

あると考えられる。 

②具体的な改善事項 

ⅰ）教育課程の示し方の改善 

ア 資質・能力を育成する学びの過程についての考え方 

○ 三つの柱に沿った資質・能力を育成するためには、課題を追究したり解決したりする

活動の充実が求められる。社会科においては従前から、小学校で問題解決的な学習の充

実、中学校で適切な課題を設けて行う学習の充実が求められており、それらの趣旨を踏

襲する。 

○  そうした学習活動を充実させるための学習過程の例としては、大きくは課題把握、課

題追究、課題解決の三つが考えられる。また、それらを構成する活動の例としては、動

機付けや方向付け、情報収集や考察・構想、まとめや振り返りなどの活動が考えられる。

（別添３‐６を参照） 

イ 指導内容の示し方の改善 

○  社会科、地理歴史科、公民科の内容については、三つの柱に沿った資質・能力や学習

過程の在り方を踏まえて、それらの趣旨を実現すべく、次の二点から教育内容を整理し

て示すことが求められる。 
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○ 視点の第一は、社会科における内容の枠組みや対象に関わる整理である。小学校社会

科では、中学校社会科の分野別の構成とは異なり、社会的事象を総合的に捉える内容と

して構成されている。そのため教員は、指導している内容が社会科全体においてどのよ

うな位置付けにあるか、中学校社会科とどのようにつながるかといったことを意識しづ

らいという点が課題として指摘されている。そのことを踏まえ、小中学校社会科の内容

を、①地理的環境と人々の生活、②歴史と人々の生活、③現代社会の仕組みや働きと人々

の生活という三つの枠組みに位置付ける。また、①、②は空間的な広がりを念頭に地域、

日本、世界と、③は社会的事象について経済・産業、政治及び国際関係と、対象を区分

する。 

○ 視点の第二は、「社会的な見方・考え方」に基づいた示し方の改善である。「社会的

な見方・考え方」は社会的事象等を見たり考えたりする際の視点や方法であり、時間、

空間、相互関係などの視点に着目して事実等に関する知識を習得し、それらを比較、関

連付けなどして考察・構想し、特色や意味、理論などの概念等に関する知識を身に付け

るために必要となるものである。これらのことを踏まえて、学習指導要領の内容につい

て、例えば「社会的な見方・考え方」と概念等に関する知識との関係などを示していく

ことが重要である。 

ⅱ）教育内容の改善・充実 

ア 科目構成の見直し 

（地理歴史科の科目構成） 

○ 地理歴史科の科目構成を見直し、共通必履修科目としての「歴史総合（仮称）」と「地

理総合（仮称）」を設置し、選択履修科目として「日本史探究（仮称）」、「世界史探

究（仮称）」及び「地理探究（仮称）」を設置することが適当である。（別添３-７を

参照） 

○ 共通必履修科目である「歴史総合（仮称）」については、前述の①ⅱ）で示した資質・

能力を踏まえつつ、 

① 世界とその中における日本を広く相互的な視野から捉えて、近現代の歴史を理解す

る科目 

② 歴史の推移や変化を踏まえ、課題の解決を視野に入れて、現代的な諸課題の形成に

関わる近現代の歴史を考察する科目 

③ 歴史の大きな転換に着目し、単元の基軸となる問いを設け、資料を活用しながら、

歴史の学び方（「類似・差異」「因果関係」に着目する等）を習得する科目 

とすることが適当である。（別添３-８、別添３-９を参照） 
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  そのため、以下のような四つの大項目で構成する。具体的には、科目の導入として、

中学校社会科の学習を振り返りながら、例えば、現代的な諸課題の形成に関わる近現代

の歴史を題材に、歴史を学ぶ意義や歴史の学び方を考察させ、これに続く三つの大項目

は、近現代の歴史の大きな転換（「近代化」、「大衆化」、「グローバル化」）に着目

させるという構成が適当である。 

その際、「近代化」では、近代化の前の各地域の状況（例えば、アジアを舞台とする

日本と世界の商業や交易など）について触れ導入とし、産業社会と国民国家の形成を背

景として人々の生活や社会の在り方が変化したことを扱い、「大衆化」では、大衆の社

会参加の拡大を背景として人々の生活や社会、国際関係の在り方が変化したことを扱い、

「グローバル化」では、グローバル化する国際社会を背景として人々の生活や社会、国

際関係の在り方が変化したことを扱い、世界とその中における日本を広く相互的な視野

から捉えて、現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を考察させるという構成が適

当である。 

また、「自由と制限」、「富裕と貧困」、「対立と協調」、「統合と分化」、「開発

と保全」などの現代的な諸課題につながる歴史的な状況を取り上げ、近現代の歴史の学

習内容の焦点化を図る。 

  なお、「近代化」、「大衆化」、「グローバル化」といった近現代の歴史の大きな転

換に着目する際には、欧米等特定の地域の動きやそれらの動きが歴史に与える影響のみ

に着目することがないよう留意する必要がある。 

また、これを発展的に学習する選択履修科目として「日本史探究（仮称）」、「世界

史探究（仮称）」を位置付ける。（別添３-１０、別添３-１１を参照） 

○ 同じく、共通必履修科目である「地理総合（仮称）」についても、前述の①ⅱ）で示

した資質・能力を踏まえつつ、 

① 持続可能な社会づくりを目指し、環境条件と人間の営みとの関わりに着目して現代

の地理的な諸課題を考察する科目 

② グローバルな視座から国際理解や国際協力の在り方を、地域的な視座から防災など

の諸課題への対応を考察する科目 

③ 地図や地理情報システム（ＧＩＳ）などを用いることで、汎用的で実践的な地理的

技能を習得する科目 

とすることが適当である。（別添３-１２を参照） 

そのため、科目を三つの大項目で構成する。具体的には、第一には、地理を学ぶ意義

を確認するとともに、現代世界の地理的認識を深め、地図やＧＩＳなどに関わる汎用的

な地理的技能を身に付けることを目指すこと、第二には、自然と社会・経済システムの

調和を図った、世界の多様性のある生活・文化について理解させるとともに、地球規模
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の諸課題とその解決に向けた国際協力の在り方について考察させること、第三には、日

本国内や地域の自然環境と自然災害との関わりや、そこでの防災対策について考察させ

るとともに、生活圏の課題を、観察や調査・見学等を取り入れた授業を通じて捉え、持

続可能な社会づくりのための改善、解決策を探究させるという構成とすることが適当で

ある。 

  また、これを発展的に学習する選択履修科目として「地理探究（仮称）」を位置付け

る。（別添３-１３を参照） 

（公民科の科目構成） 

○ 公民科の科目構成を見直し、家庭科、情報科や総合的な探究の時間（仮称）等と連携

して、現代社会の諸課題を捉え考察し、選択・判断するための手掛かりとなる概念や理

論を、古今東西の知的蓄積を踏まえて習得するとともに、それらを活用して自立した主

体として、他者と協働しつつ国家・社会の形成に参画し、持続可能な社会づくりに向け

て必要な力を育む共通必履修科目としての「公共（仮称）」を設置し、選択履修科目と

して「倫理（仮称）」及び「政治・経済（仮称）」を設置することが適当である。その

際、現行の選択必履修科目「現代社会」については、科目を設置しないことが適当であ

る。 

○ 共通必履修科目である「公共（仮称）」については、前述の①ⅱ）で示した資質・能

力を踏まえつつ、次の三つの大項目で構成する。（別添３-１４を参照） 

① 第一には、自立した主体とは、孤立して生きるのではなく、他者との協働により国

家や社会など公共的な空間を作る主体であるということを学ぶとともに、古今東西の

先人の取組、知恵などを踏まえ、社会に参画する際の選択・判断するための手掛かり

となる概念や理論を、また、公共的な空間における基本的原理（民主主義、法の支配

等）を理解し、以下の大項目の学習につなげることが適当である。 

② 第二には、小・中学校社会科で習得した知識等を基盤に、第一で身に付けた資質・

能力を活用して現実社会の諸課題を、政治的主体、経済的主体、法的主体、様々な情

報の発信・受信主体として自ら見出すとともに、話合いなども行い考察、構想する学

習を行うことが適当である。 

その際、例えば、政治参加、職業選択、裁判制度と司法参加、情報モラルといった各

主体ならではの題材を取り上げるとともに、指導のねらいを明確にした上で、各主体の

相互の有機的な関連が求められる、例えば、財政と税、消費者の権利や責任、多様な契

約などの題材を取り扱うことが適当である。 

また、これらの主体となる個人を支える家族・家庭や地域等にあるコミュニティを基

盤に、自立した主体として社会に参画し、他者と協働することの意義について考えさせ

ることが求められる。 
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③ 第三には、前二つの学習を踏まえて、持続可能な地域、国家・社会、国際社会づく

りに向けて、諸課題の解決に向けて構想する力、合意形成や社会参画を視野に入れな

がら、構想したことの妥当性や効果、実現可能性などを指標にして議論する力などを

育むことをねらいとして、現実社会の諸課題、例えば、公共的な場づくりや安全を目

指した地域の活性化、受益と負担の均衡や世代間の調和がとれた社会保障、文化と宗

教の多様性、国際平和、国際経済格差の是正と国際協力などを探究する学習を行う構

成とすることが適当である。 

また、これを発展的に学習する選択履修科目として「倫理（仮称）」、「政治・経済

（仮称）」を位置付ける。（別添３-１５、別添３-１６を参照） 

○ なお、これらの地理歴史科や公民科の各科目においては、特定の事柄を強調しすぎた

り、一面的な見解を十分な配慮なく取り上げたりするなど、偏った取扱いにより、生徒

が多面的・多角的に考察し、事実を客観的に捉え、公正に判断することを妨げることの

ないよう留意するとともに、客観的かつ公正な資料に基づいて指導するよう留意するこ

とが必要である。 

イ 教育内容の見直し 

○ 社会に見られる課題を把握して、その解決に向けて構想する力を養うためには、現行

学習指導要領において充実された伝統・文化等に関する様々な理解を引き続き深めつつ、

将来につながる現代的な諸課題を踏まえた教育内容の見直しを図ることが必要である。

具体的には、日本と世界の生活・文化の多様性の理解や、地球規模の諸課題や地域的な

諸課題の解決について、例えば、我が国の固有の領土について地理的な側面や国際的な

関係に着目して考えるなど、時間的・空間的など多様な視点から考察する力を身に付け

るなどのグローバル化への対応、持続可能な社会の構築、情報化等による産業構造の変

化やその中での起業、防災・安全や国土、選挙権年齢の１８歳への引き下げに伴い財政

や税、社会保障、雇用、労働や金融といった課題への対応にも留意した政治参加、少子

高齢化等による地域社会の変化などを踏まえた教育内容の見直しを図ることが必要で

ある。（別添３-１８を参照） 

○ 小学校社会科においては、世界の国々との関わりや政治の働きへの関心を高めるよう

教育内容を見直すとともに、自然災害時における地方公共団体の働きや地域の人々の工

夫・努力等に関する指導の充実、少子高齢化等による地域社会の変化や情報化に伴う生

活や産業の変化に関する教育内容を見直すなどの改善を行う。 

○ 中学校社会地理的分野においては、「世界の諸地域の学習」において地球規模の課題

等を主題として取り上げた学習を充実させるとともに、防災・安全教育に関して空間情

報に基づく危険の予測に関する指導を充実させるなどの改善を行う。 
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同じく歴史的分野においては、我が国の歴史的事象に間接的な影響を与えた世界の歴

史の学習についても充実させるとともに、民主政治の来歴や人権思想の広がりなどの動

きを取り上げるなどの改善を行う。 

  さらに公民的分野においては、防災情報の発信・活用に関する指導、情報化など知識

基盤社会化による産業や社会の構造的な変化やその中での起業に関する扱い、選挙権年

齢引き下げに伴う政治参加の扱いを充実させるなどの改善を行う。 

ⅲ）学習・指導の改善充実や教育環境の充実等 

ア 「主体的・対話的で深い学び」の実現 

○ 主体的な学びについては、児童生徒が学習課題を把握しその解決への見通しを持つこ

とが必要である。そのためには、単元等を通した学習過程の中で動機付けや方向付けを

重視するとともに、学習内容・活動に応じた振り返りの場面を設定し、児童生徒の表現

を促すようにすることなどが重要である。 

○ 対話的な学びについては、例えば、実社会で働く人々が連携・協働して社会に見られ

る課題を解決している姿を調べたり、実社会の人々の話を聞いたりする活動の一層の充

実が期待される。しかしながら、話合いの指導が十分に行われずグループによる活動が

優先し内容が深まらないといった課題が指摘されるところであり、深い学びとの関わり

に留意し、その改善を図ることが求められる。 

○ また、主体的・対話的な学びの過程で、ＩＣＴを活用することも効果的である。 

○  これらのことを踏まえるとともに、「主体的・対話的で深い学び」の実現のためには、

更に「社会的な見方・考え方」を用いた考察、構想や、説明、議論等の学習活動が組み

込まれた、課題を追究したり解決したりする活動が不可欠である。具体的には、教科・

科目及び分野の特質に根ざした追究の視点と、それを生かした課題（問い）の設定、諸

資料等を基にした多面的・多角的な考察、社会に見られる課題の解決に向けた広い視野

からの構想（選択・判断）、論理的な説明、合意形成や社会参画を視野に入れながらの

議論などを通し、主として用語・語句などを含めた個別の事実等に関する知識のみなら

ず、主として社会的事象等の特色や意味、理論などを含めた社会の中で汎用的に使うこ

とのできる概念等に関わる知識を獲得するように学習を設計することが求められる。 

イ 教材や教育環境の充実 

○ 教育の改善・充実のためには、教材の在り方を次のように見直すことが求められる。 

・小学校社会科においては、これまで第４学年から配布されていた「教科用図書 地図」

を第３学年から配布するようにし、グローバル化などへの対応を図っていくこと 

・高等学校地理歴史科の歴史系科目では、教材で扱われる用語が膨大になっていること

が指摘されていることから、歴史用語について、研究者と教員との対話を通じ、「社
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会的事象の歴史的な見方・考え方」を踏まえて、概念等に関する知識を明確化するな

どして構造化すること 

・地理系科目においては、地理情報システムの指導に関わり、教育現場におけるＧＩＳ

活用を普及するための環境整備や広報等とともに、活用可能なデータ情報の一元的整

理・活用が求められること 

○ 教育環境の充実のために次のような条件整備が求められる。 

・教科の内容に関係する専門家や関係諸機関等と円滑な連携・協働を図り、社会との関

わりを意識した課題を追究したり解決したりする活動を充実させること 

・博物館や資料館、図書館などの公共施設についても引き続き積極的に活用すること 

・教員を対象にした研修の充実を進めること 

・地理歴史科及び公民科科目と大学入学者選抜との関係について、高大接続システム改

革会議の最終報告の趣旨を踏まえた出題の検討が望まれること 
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（
※
現
行
の
学
習
指
導
要
領
を
基
に
作
成
）

○
自
分
と
身
近
な
人
々
及
び
地
域
の
様
々
な
場
所
，
公
共
物
な
ど
と
の
関
わ
り
に
関
心
を
持
ち
，
地
域
の
よ
さ
に
気
付
き
，
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
，
集
団
や
社
会
の
一
員
と
し
て
自
分
の
役
割
や
行
動
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
，
安
全

で
適
切
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
身
近
な
人
々
，
社
会
及
び
自
然
と
の
関
わ
り
を
深
め
る
こ
と
を
通
し
て
，
自
分
の
よ
さ
や
可
能
性
に
気
付
き
，
意
欲
と
自
信
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
身
近
な
人
々
，
社
会
及
び
自
然
に
関
す
る
活
動
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
と
と
も
に
，
そ
れ
ら
を
通
し
て
気
付
い
た
こ
と
や
楽
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
，
言
葉
，
絵
，
動
作
，
劇
化
な
ど
の
方
法
に
よ
り
表
現
し
，
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

◎
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
，
課
題
を
追
究
し
た
り
解
決
し
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
，
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
社
会
に
主
体
的
に
生
き
る
平
和
で
民
主
的
な
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
に
必
要
な
公
民
と
し
て
の
資
質
・
能
力
の
基
礎
を
次
の
と
お
り
養

う
こ
と
を
目
指
す
。

①
地
域
や
我
が
国
の
国
土
の
地
理
的
環
境
，
現
代
社
会
の
仕
組
み
や
働
き
，
地
域
や
我
が
国
の
歴
史
や
伝
統
と
文
化
を
通
し
て
，
社
会
生
活
に
つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も
に
，
調
査
や
諸
資
料
か
ら
情
報
を
適
切
に
調
べ
ま
と
め
る
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

②
社
会
的
事
象
の
特
色
や
相
互
の
関
連
，
意
味
に
つ
い
て
多
角
的
に
考
え
る
力
，
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
て
，
そ
の
解
決
に
向
け
て
社
会
へ
の
関
わ
り
方
を
選
択
・
判
断
す
る
力
，
思
考
・
判
断
し
た
こ
と
を
適
切
に
表
現
す
る
力
を
養
う
よ
う
に
す
る
。

③
社
会
的
事
象
に
つ
い
て
，
よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
課
題
を
主
体
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
と
と
も
に
，
多
角
的
な
考
察
や
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
地
域
社
会
に
対
す
る
誇
り
と
愛
情
，
我
が
国
の
国
土
や
歴
史
に
対
す
る
愛
情
，
地
域
社
会
の
一
員

と
し
て
の
自
覚
，
世
界
の
国
々
の
人
々
と
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
の
自
覚
等
を
養
う
よ
う
に
す
る
。

●
社
会
的
事
象
か
ら
学
習
問
題
を
見
出
し
，
問
題
解
決
の
見
通
し
を
持
っ
て
他
者
と
協
働
的
に
追
究
し
，
追
究
結
果
を
振
り
返
る
な
ど
，
問
題
解
決
的
な
学
習
の
充
実
を
図
る
。

◇
世
界
の
国
々
と
の
関
わ
り
や
我
が
国
の
政
治
の
働
き
へ
の
関
心
を
高
め
る
学
習
，
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
て
，
社
会
の
発
展
を
考
え
る
学
習
の
充
実
を
図
る
。
災
害
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
の
働
き
，
地
域
の
人
々
の
工
夫
や
努
力
，
地
理
的
・
歴

史
的
観
点
を
踏
ま
え
た
災
害
に
関
す
る
理
解
，
防
災
情
報
に
基
づ
く
適
切
な
行
動
の
在
り
方
等
に
関
す
る
指
導
の
充
実
を
図
る
。

社
会
科
，
地
理
歴
史
科
，
公
民
科
に
お
け
る
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

【小
学
校
】生
活
科
（第
１
，
２
学
年
）

（
※
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
う
ち
，
特
に
関
係
の
あ
る
も
の
を
記
述
）

○
し
て
よ
い
こ
と
や
悪
い
こ
と
が
分
か
り
，
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
行
動
す
る
よ
う
に
な
り
，
自
分
の
気
持
ち
を
調
整
し
，
友
達
と
折
り
合
い
を
付
け
な
が
ら
，
決
ま
り
を
守
る
必
要
性
が
分
か
り
，
決
ま
り
を
作
っ
た
り
守
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
。

○
遊
び
や
生
活
に
必
要
な
情
報
を
取
り
入
れ
，
情
報
を
伝
え
合
っ
た
り
，
活
用
し
た
り
，
情
報
に
基
づ
き
判
断
し
よ
う
と
し
た
り
し
て
，
情
報
を
取
捨
選
択
な
ど
し
て
役
立
て
な
が
ら
活
動
す
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
，
公
共
の
施
設
を
大
切
に
利
用
し
た
り
な
ど
し
て
，

社
会
と
の
つ
な
が
り
の
意
識
等
が
芽
生
え
る
よ
う
に
な
る
。

○
身
近
な
事
象
に
積
極
的
に
関
わ
り
，
物
の
性
質
や
仕
組
み
等
を
感
じ
取
っ
た
り
気
付
い
た
り
す
る
中
で
，
思
い
巡
ら
し
予
想
し
た
り
，
工
夫
し
た
り
な
ど
多
様
な
関
わ
り
を
楽
し
む
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
，
友
達
な
ど
の
様
々
な
考
え
に
触
れ
る
中
で
，
自
ら
判
断

し
よ
う
と
し
た
り
考
え
直
し
た
り
な
ど
し
て
，
新
し
い
考
え
を
生
み
出
す
喜
び
を
味
わ
い
な
が
ら
，
自
分
の
考
え
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
よ
う
に
な
る
。

幼
児
教
育

◎
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
，
課
題
を
追
究
し
た
り
解
決
し
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
，
広
い
視
野
に
立
ち
，
グ
ロ
ー

バ
ル
化
す
る
国
際
社
会
に
主
体
的
に
生
き
る
平
和
で
民
主
的
な
国
家
及
び
社
会
の
有
為
な
形
成
者
に
必
要
な
公
民
と
し
て
の

資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
養
う
こ
と
を
目
指
す
。

①
日
本
及
び
世
界
の
歴
史
の
展
開
と
生
活
・
文
化
の
地
域
的
特
色
に
関
し
て
理
解
す
る
と
と
も
に
，
調
査
や
諸
資
料
か
ら
様
々

な
情
報
を
効
果
的
に
調
べ
ま
と
め
る
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

②
地
理
や
歴
史
に
関
わ
る
諸
事
象
に
つ
い
て
，
概
念
等
を
活
用
し
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
た
り
，
課
題
の
解
決
に
向
け

て
構
想
し
た
り
す
る
力
，
考
察
・
構
想
し
た
こ
と
を
効
果
的
に
説
明
し
た
り
，
そ
れ
ら
を
基
に
議
論
し
た
り
す
る
力
を
養
う
よ
う
に

す
る
。

③
地
理
や
歴
史
に
関
わ
る
事
象
に
つ
い
て
，
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
を
視
野
に
課
題
を
主
体
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度
を

養
う
と
と
も
に
，
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
日
本
国
民
と
し
て
の
自
覚
，
我
が
国
の
国
土

や
歴
史
に
対
す
る
愛
情
，
他
国
や
他
国
の
文
化
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
自
覚
等
を
深
め
る
よ
う
に
す
る
。

◎
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
，
課
題
を
追
究
し
た
り
解
決
し
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
，
広
い
視
野
に
立
ち
，
グ
ロ
ー

バ
ル
化
す
る
国
際
社
会
に
主
体
的
に
生
き
る
平
和
で
民
主
的
な
国
家
及
び
社
会
の
有
為
な
形
成
者
に
必
要
な
公
民
と
し
て

の
資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
養
う
こ
と
を
目
指
す
。

①
選
択
・
判
断
の
手
掛
か
り
と
な
る
概
念
や
理
論
，
及
び
倫
理
，
政
治
，
経
済
等
に
関
わ
る
諸
課
題
に
関
し
て
理
解
す
る
と
と

も
に
，
調
査
や
諸
資
料
か
ら
様
々
な
情
報
を
効
果
的
に
調
べ
ま
と
め
る
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

②
現
代
の
諸
課
題
に
つ
い
て
，
事
実
を
基
に
概
念
等
を
活
用
し
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
た
り
，
解
決
に
向
け
て
構
想
し

た
り
す
る
力
，
合
意
形
成
や
社
会
参
画
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
構
想
し
た
こ
と
を
議
論
す
る
力
を
養
う
よ
う
に
す
る
。

③
人
間
と
社
会
の
在
り
方
に
関
わ
る
課
題
に
つ
い
て
，
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
の
た
め
に
主
体
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度

を
養
う
と
と
も
に
，
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
つ
い
て

の
自
覚
，
自
国
を
愛
し
そ
の
平
和
と
繁
栄
を
図
る
こ
と
や
，
各
国
が
相
互
に
主
権
を
尊
重
し
各
国
民
が
協
力
し
合
う
こ
と
の

大
切
さ
に
つ
い
て
の
自
覚
等
を
深
め
る
よ
う
に
す
る
。

地
理
歴
史
科

公
民
科

【
高
等
学
校
】

◎
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
，
課
題
を
追
究
し
た
り
解
決
し
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
，
広
い
視
野
に
立
ち
，
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
社
会
に
主
体
的
に
生
き
る
平
和
で
民
主
的
な
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
に
必
要
な
公
民
と
し
て
の
資
質
・
能
力
の
基

礎
を
次
の
と
お
り
養
う
こ
と
を
目
指
す
。

①
我
が
国
の
国
土
と
歴
史
，
現
代
の
政
治
，
経
済
，
国
際
関
係
等
に
関
し
て
理
解
す
る
と
と
も
に
，
調
査
や
諸
資
料
か
ら
様
々
な
情
報
を
効
果
的
に
調
べ
ま
と
め
る
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

②
社
会
的
事
象
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
た
り
，
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
選
択
・
判
断
し
た
り
す
る
力
，
思
考
・
判
断
し
た
こ
と
を
説
明
し
た
り
，
そ
れ
ら
を
基
に
議
論
し
た
り
す
る
力
を
養
う
よ
う
に
す
る
。

③
社
会
的
事
象
に
つ
い
て
，
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
を
視
野
に
課
題
を
主
体
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
と
と
も
に
，
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
我
が
国
の
国
土
や
歴
史
に
対
す
る
愛
情
，
他
国
や
他
国
の
文
化
を
尊
重

す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
自
覚
等
を
深
め
る
よ
う
に
す
る
。

●
主
体
的
に
社
会
の
形
成
に
参
画
し
よ
う
と
し
た
り
，
資
料
か
ら
読
み
取
っ
た
情
報
を
基
に
し
て
社
会
的
事
象
に
つ
い
て
考
察
し
表
現
し
た
り
す
る
な
ど
の
課
題
解
決
的
な
学
習
の
充
実
を
図
る
。

◇
地
理
的
分
野
で
は
，
地
理
的
技
能
の
育
成
を
一
層
重
視
す
る
と
と
も
に
，
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
観
点
か
ら
様
々
な
課
題
を
考
察
さ
せ
，
歴
史
的
分
野
で
は
，
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
観
点
か
ら
世
界
の
歴
史
の
扱
い
を
充
実
さ
せ
，
公
民
的
分
野
に

つ
い
て
は
，
社
会
参
画
へ
の
手
掛
か
り
を
得
さ
せ
る
た
め
に
身
に
付
け
た
概
念
を
現
実
の
社
会
的
事
象
と
関
連
付
け
て
理
解
さ
せ
る
指
導
の
充
実
を
図
る
。

【
中
学
校
】
社
会
科

【
小
学
校
】
社
会
科
（第
３
～
６
学
年
）

別
添
３
－
１

130



社
会
科
，
地
理
歴
史
科
，
公
民
科
に
お
い
て
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
整
理
（
案
）

知
識
・
技
能

思
考
力
・
判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等

小 学 校 社 会

・
社
会
生
活
に
関
す
る
理
解

（
地
域
や
我
が
国
の
国
土
の
地
理
的
環
境
，
現
代
社
会
の
仕

組
み
や
働
き
，
地
域
や
我
が
国
の
歴
史
，
そ
れ
ら
と
人
々
の
生

活
と
の
関
連
）

・
社
会
的
事
象
に
つ
い
て
調
べ
ま
と
め
る
技
能

（
社
会
的
事
象
に
関
す
る
情
報
を
適
切
に
集
め
る
・
読
み
取
る
・

ま
と
め
る
技
能
）

・
社
会
的
事
象
の
特
色
や
相
互
の
関
連
，
意
味
を
多
角
的
に
考
え

る
力
，
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
，
社
会
へ
の
関
わ
り

方
を
選
択
・
判
断
す
る
力

・
思
考
・
判
断
し
た
こ
と
を
適
切
に
表
現
す
る
力

・
社
会
的
事
象
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
分
か
ろ
う
と
し
て
課
題
を
意
欲
的
に
追
究
す
る

態
度

（
環
境
保
全
，
自
然
災
害
防
止
，
産
業
の
発
展
，
情
報
化
の
進
展
，
先
人
の
業
績
や
文

化
遺
産
，
我
が
国
の
政
治
の
働
き
，
世
界
の
国
々
と
の
関
わ
り
）

・
よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
学
ん
だ
こ
と
を
社
会
生
活
に
生
か
そ
う
と
す
る
態
度

・
多
角
的
な
考
察
や
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
自
覚
や
愛
情
等

（
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
，
地
域
社
会
に
対
す
る
誇
り
と
愛
情
，
我
が
国
の
国

土
に
対
す
る
愛
情
，
我
が
国
の
歴
史
や
伝
統
を
大
切
に
し
，
国
を
愛
す
る
心
情
，
世
界

の
国
々
の
人
々
と
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
自
覚
）

中 学 校 社 会

・
我
が
国
の
国
土
と
歴
史
や
現
代
社
会
の
政
治
，
経
済
，
国
際

関
係
に
関
す
る
理
解

・
社
会
的
事
象
に
つ
い
て
調
べ
ま
と
め
る
技
能

（
調
査
や
諸
資
料
か
ら
，
社
会
的
事
象
に
関
す
る
様
々
な
情
報

を
効
果
的
に
収
集
す
る
・
読
み
取
る
・
ま
と
め
る
技
能
）

・
社
会
的
事
象
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連
を
多
面

的
・
多
角
的
に
考
察
し
た
り
，
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
，

解
決
に
向
け
て
複
数
の
立
場
や
意
見
を
踏
ま
え
て
選
択
・
判

断
し
た
り
す
る
力

・
思
考
・
判
断
し
た
こ
と
を
説
明
し
た
り
，
そ
れ
ら
を
基
に
議
論
し
た

り
す
る
力

・
社
会
的
事
象
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
分
か
ろ
う
と
し
て
課
題
を
意
欲
的
に
追
究
す
る

態
度

・
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
を
視
野
に
社
会
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
態
度

・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
自
覚
や
愛
情
等

（
我
が
国
の
国
土
や
歴
史
に
対
す
る
愛
情
，
他
国
や
他
国
の
文
化
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大

切
さ
に
つ
い
て
の
自
覚
）

地 理 的 分 野

・
我
が
国
の
国
土
と
と
も
に
世
界
の
諸
地
域
に
お
け
る
地
理
に

関
す
る
理
解

（
日
本
や
世
界
の
地
域
構
成
，
日
本
を
含
む
世
界
の
環
境
と
生

活
の
多
様
性
，
州
単
位
の
世
界
地
誌
，
地
方
単
位
の
日
本
地

誌
，
身
近
な
地
域
の
調
査
）

・
地
図
や
景
観
写
真
な
ど
の
諸
資
料
か
ら
，
地
理
に
関
す
る
情

報
を
効
果
的
に
収
集
す
る
・
読
み
取
る
・
ま
と
め
る
技
能

・
地
理
に
関
わ
る
事
象
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連
を

多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
た
り
，
地
域
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把

握
し
，
複
数
の
立
場
や
意
見
を
踏
ま
え
て
選
択
・
判
断
し
た
り
す

る
力

・
趣
旨
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
内
容
構
成
を
考
え
，
自
分
の
考
え
を

論
理
的
に
説
明
し
た
り
，
そ
れ
ら
を
基
に
議
論
し
た
り
す
る
力

・
日
本
や
世
界
の
諸
地
域
，
自
分
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
身
近
な
地
域
に
関
す
る
社
会
的

事
象
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
分
か
ろ
う
と
し
て
課
題
を
意
欲
的
に
追
究
す
る
態
度

・
地
域
の
地
理
的
な
諸
課
題
の
解
決
を
視
野
に
社
会
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
態
度

・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
自
覚
や
愛
情
等

（
身
近
な
地
域
や
我
が
国
の
国
土
に
対
す
る
愛
情
，
世
界
各
地
の
異
な
る
多
様
な
生
活

文
化
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
自
覚
）

歴 史 的 分 野

・
各
時
代
の
特
色
を
踏
ま
え
た
我
が
国
の
歴
史
（
直
接
的
な
関

わ
り
や
間
接
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
世
界
の
歴
史
を
含
む
）
に
関

す
る
理
解

（
歴
史
上
の
人
物
と
の
文
化
遺
産
，
伝
統
と
文
化
の
特
色
，
歴
史

に
見
ら
れ
る
国
際
関
係
や
文
化
交
流
の
あ
ら
ま
し
）

・
年
表
な
ど
の
諸
資
料
か
ら
，
歴
史
に
関
す
る
情
報
を
効
果
的
に

収
集
す
る
・
読
み
取
る
・
ま
と
め
る
技
能

・
歴
史
に
関
わ
る
事
象
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連
を

多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
た
り
，
歴
史
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把

握
し
，
複
数
の
立
場
や
意
見
を
踏
ま
え
て
選
択
・
判
断
し
た
り
す

る
力

・
趣
旨
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
内
容
構
成
を
考
え
，
自
分
の
考
え
を

論
理
的
に
説
明
し
た
り
，
そ
れ
ら
を
基
に
議
論
し
た
り
す
る
力

・
歴
史
上
の
諸
事
象
や
身
近
な
地
域
の
歴
史
，
他
民
族
の
文
化
や
生
活
に
関
す
る
社
会

的
事
象
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
分
か
ろ
う
と
し
て
課
題
を
意
欲
的
に
追
究
す
る
態
度

・
歴
史
上
の
諸
事
象
か
ら
見
出
し
た
課
題
の
解
決
を
視
野
に
社
会
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
態

度 ・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
自
覚
や
愛
情
等

（
歴
史
上
の
人
物
と
文
化
遺
産
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
自
覚
，
我
が
国

の
歴
史
に
対
す
る
愛
情
や
国
民
と
し
て
の
自
覚
，
国
際
協
調
の
精
神
）

公 民 的 分 野

・
現
代
社
会
を
捉
え
る
概
念
的
枠
組
み
の
理
解

・
現
代
社
会
の
政
治
，
経
済
，
国
際
関
係
に
関
す
る
理
解

（
現
代
社
会
と
文
化
，
現
代
社
会
の
見
方
・
考
え
方
，
市
場
の
働

き
と
経
済
，
国
民
の
生
活
と
政
府
の
役
割
，
人
間
の
尊
重
と
日

本
国
憲
法
の
基
本
的
原
則
，
世
界
平
和
と
人
類
の
福
祉
の
増

大
）

・
統
計
や
新
聞
な
ど
の
諸
資
料
か
ら
，
現
代
の
社
会
的
事
象
に

関
す
る
情
報
を
効
果
的
に
収
集
す
る
・
読
み
取
る
・
ま
と
め
る

技
能

・
社
会
的
事
象
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連
を
現
代

の
社
会
生
活
と
関
連
付
け
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
た
り
，

現
代
の
諸
課
題
に
つ
い
て
公
正
に
判
断
し
た
り
す
る
力

・
他
者
の
主
張
を
踏
ま
え
た
り
取
り
入
れ
た
り
し
て
思
考
・
判
断
し

た
こ
と
を
説
明
し
た
り
，
そ
れ
ら
を
基
に
議
論
し
た
り
す
る
力

・
現
代
の
社
会
的
事
象
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
分
か
ろ
う
と
し
て
課
題
を
意
欲
的
に
追

究
す
る
態
度

（
社
会
生
活
に
お
け
る
物
事
の
決
定
の
仕
方
，
現
実
の
政
治
，
個
人
，
企
業
及
び
国
や

地
方
公
共
団
体
の
経
済
活
動
，
現
実
の
国
際
関
係
）

・
現
代
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
の
解
決
を
視
野
に
社
会
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
態
度

（
他
者
と
協
働
し
て
考
え
，
社
会
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
）

・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
自
覚
や
愛
情
等

（
自
国
を
愛
し
そ
の
平
和
と
繁
栄
を
図
る
こ
と
や
，
各
国
が
相
互
に
主
権
を
尊
重
し
各
国

民
が
協
力
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
自
覚
）

別
添
３
－
２
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知
識
・
技
能

思
考
力
・
判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等

高 等 学 校

地 理 歴 史 科

・
日
本
及
び
世
界
の
歴
史
の
展
開
と
生
活
・
文
化
の
地
域
的
特
色
に

関
す
る
理
解

・
社
会
的
事
象
に
つ
い
て
調
べ
ま
と
め
る
技
能

・
地
理
や
歴
史
に
関
わ
る
諸
事
象
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互

の
関
連
に
つ
い
て
，
概
念
等
を
活
用
し
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考

察
し
た
り
，
課
題
を
把
握
し
，
そ
の
解
決
に
向
け
て
構
想
し
た
り
す

る
力

・
考
察
・
構
想
し
た
こ
と
を
適
切
な
資
料
・
内
容
や
表
現
方
法
を
選
び

効
果
的
に
説
明
し
た
り
，
そ
れ
ら
を
基
に
議
論
し
た
り
す
る
力

・
地
理
や
歴
史
に
関
わ
る
諸
事
象
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
分
か
ろ
う
と
し
て
課
題
を

意
欲
的
に
追
究
す
る
態
度

・
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
を
視
野
に
社
会
に
見
ら
れ
る
諸
課
題
の
解
決
に
関
わ
ろ
う
と
す

る
態
度

・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
日
本
国
民
と
し
て
の
自

覚
，
我
が
国
の
国
土
や
歴
史
に
対
す
る
愛
情
，
他
国
や
他
国
の
文
化
を
尊
重
す
る
こ
と

の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
自
覚
な
ど

科 目 名 は 全 て 仮 称

地 理 総 合

・
地
球
規
模
の
自
然
シ
ス
テ
ム
や
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

理
解

・
調
査
や
地
図
や
統
計
な
ど
の
諸
資
料
か
ら
，
地
理
に
関
す
る
情
報

を
，
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
用
い
て
効
果
的
に
収
集
す
る
・
読

み
取
る
・
ま
と
め
る
技
能

・
地
理
に
関
わ
る
諸
事
象
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連

に
つ
い
て
，
地
域
等
の
枠
組
み
の
中
で
概
念
等
を
活
用
し
て
多
面

的
・
多
角
的
に
考
察
し
た
り
，
地
域
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
，

そ
の
解
決
に
向
け
て
構
想
し
た
り
す
る
力

・
考
察
・
構
想
し
た
こ
と
を
適
切
な
資
料
・
内
容
や
表
現
方
法
を
選
び

効
果
的
に
説
明
し
た
り
，
そ
れ
ら
を
基
に
議
論
し
た
り
す
る
力

・
地
球
規
模
の
自
然
シ
ス
テ
ム
や
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
分

か
ろ
う
と
し
て
課
題
を
意
欲
的
に
追
究
す
る
態
度

・
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
を
視
野
に
地
球
的
，
地
域
的
課
題
を
意
欲
的
に
追
究
し
よ
う
と

す
る
態
度

・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
日
本
国
民
と
し
て
の
自

覚
，
我
が
国
の
国
土
に
対
す
る
愛
情
，
他
国
や
他
国
の
文
化
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切

さ
に
つ
い
て
の
自
覚
等

地 理 探 究

・
世
界
の
空
間
的
な
諸
事
象
の
規
則
性
，
傾
向
性
や
，
世
界
の
諸
地

域
の
構
造
や
変
容
に
関
す
る
理
解

・
調
査
や
地
図
や
統
計
な
ど
の
諸
資
料
か
ら
，
地
理
に
関
す
る
情
報

を
，
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
用
い
て
効
果
的
に
収
集
す
る
・
読

み
取
る
・
ま
と
め
る
技
能

・
地
理
に
関
わ
る
諸
事
象
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連

に
つ
い
て
，
系
統
地
理
的
あ
る
い
は
地
誌
的
に
概
念
等
を
活
用

し
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
た
り
，
地
域
に
見
ら
れ
る
課
題
を

把
握
し
，
そ
の
解
決
に
向
け
て
構
想
し
た
り
す
る
力

・
考
察
・
構
想
し
た
こ
と
を
適
切
な
資
料
・
内
容
や
表
現
方
法
を
選
び

効
果
的
に
説
明
し
た
り
，
そ
れ
ら
を
基
に
議
論
し
た
り
す
る
力

・
世
界
の
空
間
的
な
諸
事
象
の
規
則
性
，
傾
向
性
や
，
世
界
の
諸
地
域
の
構
造
や
変
容

に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
分
か
ろ
う
と
し
て
課
題
を
意
欲
的
に
追
究
す
る
態
度

・
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
を
視
野
に
世
界
や
国
土
の
在
り
方
を
意
欲
的
に
探
究
し
よ
う
と

す
る
態
度

・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
日
本
国
民
と
し
て
の
自

覚
，
我
が
国
の
国
土
に
対
す
る
愛
情
，
他
国
や
他
国
の
文
化
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大

切
さ
に
つ
い
て
の
自
覚
等

歴 史 総 合

・
世
界
と
そ
の
中
に
お
け
る
日
本
を
広
く
相
互
的
な
視
野
か
ら
捉
え
，

現
代
的
な
諸
課
題
の
形
成
に
関
わ
る
近
現
代
の
歴
史
に
つ
い
て

の
理
解

・
諸
資
料
か
ら
歴
史
に
関
す
る
情
報
を
効
果
的
に
収
集
す
る
・
読
み

取
る
・
ま
と
め
る
技
能

・
現
代
的
な
諸
課
題
の
形
成
に
関
わ
る
近
現
代
の
歴
史
に
つ
い
て

の
諸
事
象
等
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連
に
つ
い
て
，

概
念
等
を
活
用
し
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
た
り
，
歴
史
に
関

わ
る
諸
課
題
を
把
握
し
，
そ
の
解
決
に
向
け
て
構
想
し
た
り
す
る
力

・
考
察
・
構
想
し
た
こ
と
を
適
切
な
資
料
・
内
容
や
表
現
方
法
を
選
び

効
果
的
に
説
明
し
た
り
，
そ
れ
ら
を
基
に
議
論
し
た
り
す
る
力

・
現
代
的
な
諸
課
題
の
形
成
に
関
わ
る
近
現
代
の
歴
史
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
分

か
ろ
う
と
し
て
課
題
を
意
欲
的
に
追
究
す
る
態
度

・
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
を
視
野
に
世
界
と
そ
の
中
に
お
け
る
日
本
の
在
り
方
に
つ
い
て

歴
史
的
な
観
点
か
ら
意
欲
的
に
追
究
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
日
本
国
民
と
し
て
の
自

覚
，
我
が
国
の
歴
史
に
対
す
る
愛
情
，
他
国
や
他
国
の
文
化
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大

切
さ
に
つ
い
て
の
自
覚
等

日 本 史 探 究

・
我
が
国
の
歴
史
の
展
開
に
つ
い
て
，
地
理
的
条
件
や
世
界
の
歴

史
，
歴
史
を
構
成
す
る
諸
要
素
・
諸
領
域
に
着
目
し
た
総
合
的
な

理
解

・
多
様
な
資
料
か
ら
我
が
国
の
歴
史
に
関
す
る
情
報
を
効
果
的
に
収

集
す
る
・
読
み
取
る
・
ま
と
め
る
技
能

・
我
が
国
の
歴
史
に
関
わ
る
諸
事
象
等
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や

相
互
の
関
連
に
つ
い
て
，
各
時
代
の
展
開
に
関
わ
る
概
念
等
を
活

用
し
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
た
り
，
歴
史
に
見
ら
れ
る
課
題

を
把
握
し
，
そ
の
解
決
に
向
け
て
構
想
し
た
り
す
る
力

・
考
察
・
構
想
し
た
こ
と
を
適
切
な
資
料
・
内
容
や
表
現
方
法
を
選
び

効
果
的
に
説
明
し
た
り
，
そ
れ
ら
を
基
に
議
論
し
た
り
す
る
力

・
我
が
国
の
歴
史
の
展
開
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
分
か
ろ
う
と
し
て
課
題
を
意
欲
的

に
追
究
す
る
態
度

・
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
を
視
野
に
，
歴
史
の
展
開
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
理
解
を
踏
ま

え
，
地
域
や
日
本
，
世
界
の
在
り
方
を
意
欲
的
に
探
究
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
日
本
国
民
と
し
て
の
自

覚
，
我
が
国
の
歴
史
に
対
す
る
愛
情
，
他
国
や
他
国
の
文
化
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大

切
さ
に
つ
い
て
の
自
覚
等

世 界 史 探 究

・
世
界
の
歴
史
の
大
き
な
枠
組
み
と
展
開
に
つ
い
て
，
地
理
的
条
件

や
日
本
の
歴
史
と
関
連
付
け
た
理
解

・
諸
資
料
か
ら
世
界
の
歴
史
に
関
す
る
情
報
を
効
果
的
に
収
集
す

る
・
読
み
取
る
・
ま
と
め
る
技
能

・
世
界
の
歴
史
に
関
わ
る
諸
事
象
等
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相

互
の
関
連
に
つ
い
て
，
世
界
の
歴
史
の
大
き
な
枠
組
み
に
関
す
る

概
念
等
を
活
用
し
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
た
り
，
歴
史
に
見

ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
，
そ
の
解
決
に
向
け
て
構
想
し
た
り
す
る
力

・
考
察
・
構
想
し
た
こ
と
を
適
切
な
資
料
・
内
容
や
表
現
方
法
を
選
び

効
果
的
に
説
明
し
た
り
，
そ
れ
ら
を
基
に
議
論
し
た
り
す
る
力

・
世
界
の
歴
史
の
大
き
な
枠
組
み
と
展
開
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
分
か
ろ
う
と
し
て

課
題
を
意
欲
的
に
追
究
す
る
態
度

・
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
を
視
野
に
入
れ
て
，
歴
史
の
大
き
な
枠
組
み
と
展
開
に
つ
い
て

の
理
解
を
踏
ま
え
，
世
界
や
日
本
の
在
り
方
を
意
欲
的
に
探
究
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
日
本
国
民
と
し
て
の
自

覚
，
我
が
国
の
歴
史
に
対
す
る
愛
情
，
他
国
や
他
国
の
文
化
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大

切
さ
に
つ
い
て
の
自
覚
等
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知
識
・
技
能

思
考
力
・
判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等

高 等 学 校

公 民 科

・
諸
課
題
を
捉
え
考
察
し
，
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
と
し
て
必
要

な
選
択
・
判
断
の
手
掛
か
り
と
な
る
概
念
や
理
論
の
理
解

・
倫
理
的
主
体
，
政
治
的
主
体
，
経
済
的
主
体
，
法
的
主
体
，
様
々

な
情
報
の
発
信
・
受
信
主
体
，
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
主
体

に
関
す
る
理
解

・
社
会
的
事
象
等
に
つ
い
て
効
果
的
に
調
べ
ま
と
め
る
技
能

・
諸
課
題
に
つ
い
て
，
事
実
を
基
に
概
念
等
を
活
用
し
て
多
面

的
・
多
角
的
に
考
察
し
た
り
，
公
正
に
判
断
し
た
り
す
る
力

・
合
意
形
成
や
社
会
参
画
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
，
社
会
的
事

象
や
課
題
に
つ
い
て
構
想
し
た
こ
と
を
，
妥
当
性
や
効
果
，
実

現
可
能
性
な
ど
を
指
標
に
し
て
論
拠
を
基
に
議
論
す
る
力

・
人
間
と
社
会
の
在
り
方
に
関
わ
る
事
象
や
課
題
に
つ
い
て
主
体
的
に
調

べ
分
か
ろ
う
と
し
て
課
題
を
意
欲
的
に
追
究
す
る
態
度

・
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
の
た
め
に
現
実
社
会
の
諸
課
題
を
見
出
し
，
そ
の

解
決
に
向
け
て
他
者
と
協
働
し
て
意
欲
的
に
考
察
・
構
想
し
，
論
拠
を
基

に
説
明
・
議
論
す
る
こ
と
を
通
し
て
，
社
会
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
，
人
間
と
し

て
の
在
り
方
生
き
方
に
つ
い
て
の
自
覚
，
自
国
を
愛
し
そ
の
平
和
と
繁
栄

を
図
る
こ
と
や
，
各
国
が
相
互
に
主
権
を
尊
重
し
各
国
民
が
協
力
し
合
う
こ

と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
自
覚
等

科 目 名 は 全 て 仮 称

公 共

・
現
代
社
会
の
諸
課
題
を
捉
え
考
察
し
，
国
家
及
び
社
会
の
形
成

者
と
し
て
必
要
な
選
択
・
判
断
の
手
掛
か
り
と
な
る
概
念
的
な
枠

組
み
の
理
解

・
倫
理
的
，
法
的
，
政
治
的
，
経
済
的
主
体
等
に
関
す
る
理
解

・
諸
資
料
か
ら
，
倫
理
的
，
法
的
，
政
治
的
，
経
済
的
主
体
等
と
な
る

た
め
に
必
要
な
情
報
を
効
果
的
に
収
集
す
る
・
読
み
取
る
・
ま
と
め

る
技
能

・
選
択
・
判
断
の
手
掛
か
り
と
な
る
考
え
方
や
公
共
的
な
空
間
に

お
け
る
基
本
的
原
理
を
活
用
し
て
，
現
代
の
社
会
的
事
象
や

現
実
社
会
の
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
事
実
を
基
に
多
面

的
・
多
角
的
に
考
察
し
た
り
，
構
想
し
た
り
す
る
力

・
合
意
形
成
や
社
会
参
画
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
，
社
会
的
事

象
や
課
題
に
つ
い
て
構
想
し
た
こ
と
を
，
妥
当
性
や
効
果
，
実

現
可
能
性
な
ど
を
指
標
に
し
て
論
拠
を
基
に
議
論
す
る
力

・
社
会
の
在
り
方
や
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
関
わ
る
事
象
や
課
題

に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
分
か
ろ
う
と
し
て
課
題
を
意
欲
的
に
追
究
す
る

態
度

・
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
の
た
め
に
現
実
社
会
の
諸
課
題
を
見
出
し
，
そ
の

解
決
に
向
け
て
他
者
と
協
働
し
て
意
欲
的
に
考
察
・
構
想
し
，
論
拠
を
基

に
説
明
・
議
論
す
る
こ
と
を
通
し
て
，
社
会
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
，
現
代
社

会
に
生
き
る
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
つ
い
て
の
自
覚
，
自
国
を

愛
し
そ
の
平
和
と
繁
栄
を
図
る
こ
と
や
，
各
国
が
相
互
に
主
権
を
尊
重
し

各
国
民
が
協
力
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
自
覚
等

倫 理

・
古
今
東
西
の
幅
広
い
知
的
蓄
積
を
通
し
て
，
現
代
の
諸
課
題
を
捉

え
，
よ
り
深
く
思
索
す
る
た
め
に
必
要
な
概
念
や
理
論
の
理
解

・
諸
資
料
か
ら
，
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
関
わ
る
情
報
を

効
果
的
に
収
集
す
る
・
読
み
取
る
・
ま
と
め
る
技
能

・
他
者
と
共
に
よ
り
よ
く
生
き
る
自
己
の
生
き
方
に
つ
い
て
よ
り
深

く
思
索
す
る
力

・
現
代
の
倫
理
的
諸
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
概
念
や
理
論
を

活
用
し
，
論
理
的
に
思
考
し
，
思
索
を
深
め
，
説
明
し
た
り
対

話
し
た
り
す
る
力

・
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
関
わ
る
事
象
や
課
題
に
つ
い
て
主
体
的

に
調
べ
分
か
ろ
う
と
し
て
課
題
を
意
欲
的
に
追
究
す
る
態
度

・
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
を
視
野
に
現
代
の
倫
理
的
諸
課
題
を
見
出
し
，
そ

の
解
決
に
向
け
て
他
者
と
協
働
し
て
意
欲
的
に
考
察
・
構
想
し
，
説
明
・
対

話
す
る
こ
と
を
通
し
て
，
他
者
や
社
会
と
積
極
的
に
関
わ
り
な
が
ら
よ
り
よ
く

生
き
る
自
己
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
，
現
代
社

会
に
生
き
る
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
つ
い
て
の
よ
り
深
い
自
覚

等

政 治 ・ 経 済

・
正
解
が
一
つ
に
定
ま
ら
な
い
，
現
実
社
会
の
複
雑
な
諸
課
題
の
解

決
に
向
け
て
探
究
す
る
た
め
に
必
要
な
概
念
や
理
論
の
理
解

・
政
治
や
経
済
な
ど
に
関
わ
る
諸
資
料
か
ら
，
現
実
社
会
の
諸
課

題
の
解
決
に
必
要
な
情
報
を
効
果
的
に
収
集
す
る
・
読
み
取
る
・

ま
と
め
る
技
能

・
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
と
し
て
必
要
な
選
択
・
判
断
の
基

準
と
な
る
概
念
等
を
活
用
し
て
，
社
会
に
見
ら
れ
る
複
雑
な
課

題
を
把
握
し
，
説
明
す
る
と
と
も
に
，
身
に
付
け
た
判
断
基
準

を
根
拠
に
解
決
の
在
り
方
を
構
想
す
る
力

・
構
想
し
た
こ
と
の
妥
当
性
や
効
果
，
実
現
可
能
性
な
ど
を
踏
ま

え
て
議
論
し
，
合
意
形
成
や
社
会
形
成
に
向
か
う
力

・
社
会
の
在
り
方
に
関
わ
る
事
象
や
課
題
に
つ
い
て
主
体
的
に
調
べ
分
か

ろ
う
と
し
て
課
題
を
意
欲
的
に
追
究
す
る
態
度

・
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
の
た
め
に
現
実
社
会
の
諸
課
題
を
見
出
し
，
そ
の

解
決
に
向
け
て
他
者
と
協
働
し
て
意
欲
的
に
考
察
・
構
想
し
，
論
拠
を
基

に
説
明
・
議
論
す
る
こ
と
を
通
し
て
，
社
会
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
深
い
理
解
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
，
自
国
を

愛
し
そ
の
平
和
と
繁
栄
を
図
る
こ
と
や
，
各
国
が
相
互
に
主
権
を
尊
重
し

各
国
民
が
協
力
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
よ
り
深
い
自
覚
等
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① 社会的な見方・考え方を用いて，社会的事象等の意味や意義，特色や相互の関連を考察する力 

・社会的事象等の意味や意義，特色や相互の関連について，概念等を活用し
て多面的・多角的に考察できる 

   

・社会的事象の意味や意義，特色や相互の関連を多面的・多角的に考察でき
る 

・社会的事象の意味，特色や相互の関連を多角的に考察できる 

 

② 社会的な見方・考え方を用いて，社会に見られる課題を把握し，その解決に向けて構想する力 

 

③ 考察したこと，構想したことを説明する力 

・適切な資料・内容や表現方法を選び，社会的事象等についての自分の考え
を効果的に説明したり論述したりできる 

   

・主旨が明確になるように内容構成を考え，社会的事象についての自分の考
えを論理的に説明できる 

・根拠や理由を明確にして，社会的事象についての自分の考えを論理的に説
明できる 

 

④ 考察したこと，構想したことを基に議論する力 

                                                                                                                             

 

 

＊参考 学習の見通しを持ち追究の結果を評価する力 

                                    

・社会に見られる複雑な課題を把握して，身に付けた判断基準を根拠に解決
に向けて構想できる 

   

・社会に見られる課題を把握して，解決に向けて学習したことを基に複数の
立場や意見を踏まえて選択・判断できる 

・社会に見られる課題を把握して，解決に向けて学習したことを基にして社
会への関わり方を選択・判断できる 

・合意形成や社会参画を視野に入れながら，社会的事象等について構想した
ことを，妥当性や効果，実現可能性などを指標にして議論できる 

   

・他者の主張を踏まえたり取り入れたりして，社会的事象についての自分の
考えを再構成しながら議論できる 

・他者の主張につなげたり，立場や根拠を明確にしたりして，社会的事象に
ついての自分の考えを主張できる 

・追究の過程や結果を評価し，不十分な点を修正・改善することができ
る 

   

・追究の結果を振り返り，学んだことの成果等を自覚できる 

・学習問題（課題）を把握し，追究の見通しを持つことができる 

社会科，地理歴史科，公民科における思考力，判断力，表現力等の育成のイメージ （案） 

中 

小 

高 

小 

中 

小 

中 

高 

高 

中 

高 

中 

小 

小 

高 

別添３－３ 
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社
会
科
,地

理
歴
史
科
,公

民
科
に
お
け
る
「
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
」
の
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

【 小 学 校 】

（ 第 ３ ～ ６ 学 年 ）

【 中 学 校 】【 高 等 学 校 】

社
会
的
事
象
の
地
理
的
な
見
方
・
考
え
方

位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
て

社
会
的
事
象
を
見
出
し

環
境
条
件
や
他
地
域
と
の
結
び
付
き
な
ど
を
地
域
等

の
枠
組
み
の
中
で
人
間
の
営
み
と
関
連
付
け
て

社
会
的
事
象
の
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方

時
期
，
推
移
や
変
化
な
ど
に
着
目
し
て

社
会
的
事
象
を
見
出
し

共
通
性
や
相
違
点
な
ど
を
明
確
に
し
た
り

因
果
関
係
な
ど
事
象
同
士
を
関
連
付
け
て

現
代
社
会
の
見
方
・
考
え
方

現
代
社
会
を
捉
え
る
概
念
的
枠
組
み
に
着
目
し
て

課
題
を
見
出
し

そ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て

多
様
な
概
念
を
関
連
付
け
て

公
民
的
分
野

地
理
的
分
野

歴
史
的
分
野

社
会
的
事
象
の
見
方
・
考
え
方

・
位
置
や
空
間
的
な
広
が
り

・
時
期
や
時
間
の
経
過

・
事
象
や
人
々
の
相
互
関
係
に
着
目
し
て

社
会
的
事
象
を
見
出
し

・
事
象
を
比
較
・
分
類
，
総
合
し
た
り
し
て

・
地
域
の
人
々
や
国
民
の
生
活
と
関
連
付
け
た
り
し
て

社
会
科

人
間
と
社
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
見
方
・
考
え
方

人
間
と
社
会
の
在
り
方
を
捉
え
る
概
念
的
枠
組
み
に

着
目
し
て
課
題
を
見
出
し

そ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て

選
択
・
判
断
の
基
準
と
な
る
考
え
方
な
ど
を

関
連
付
け
て

（
追
究
の
視
点
や
方
法
）

公
民
科

小
学
校

社
会
的
事
象
の
地
理
的
な
見
方
・
考
え
方

位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
と
の
関
わ
り
に

着
目
し
て
社
会
的
事
象
を
見
出
し

環
境
条
件
や
他
地
域
と
の
結
び
付
き
な
ど
を

地
域
等
の
枠
組
み
の
中
で

人
間
の
営
み
と
関
連
付
け
て

社
会
的
事
象
の
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方

時
期
，
推
移
や
変
化
な
ど
に

着
目
し
て
社
会
的
事
象
を
見
出
し

共
通
性
や
相
違
点
な
ど
を
明
確
に
し
た
り

因
果
関
係
な
ど
事
象
同
士
を
関
連
付
け
て

社
会
的
な
見
方
・
考
え
方

※
「
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
」
は
，
小
・
中
・
高
等
学
校
の
各
「
見
方
・
考
え
方
」を
総
称
す
る
呼
称
で
あ
る
。

・
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
は
，
深
い
学
び
を
実
現
す
る
た
め
の
思
考
力
や
判
断
力
の
育
成
や
獲
得
す
る
知
識
の
構
造
化
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
，
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度
や
学
習
を
通
し
て
涵
養
さ
れ
る
自
覚
や
愛
情
な
ど
に
も
作
用
す
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
，
資
質
・
能
力
全
体
の
中
核
で
あ
る
。

・
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
は
，
課
題
解
決
的
な
学
習
に
お
い
て
，
社
会
的
事
象
等
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連
を
考
察
し
た
り
，
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
て

解
決
に
向
け
て
構
想
し
た
り
す
る
際
の
「
視
点
や
方
法
」
で
あ
り
，
小
，
中
，
高
等
学
校
と
校
種
が
上
が
る
に
つ
れ
て
視
点
の
質
や
そ
れ
を
生
か
し
た
問
い
の
質
が
高
ま
る
も
の
で

あ
る
。

地
理
歴
史
科

地
理
歴
史
科

別
添
３
－
４
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・
歴
史
上
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
課
題
解
決
の
経
緯
と
同
様
に
，
現
代
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
も
，

課
題
を
見
出
し
，
解
決
に
向
き
合
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る

（
具
体
例
：
公
害
問
題
へ
の
対
策
は
，
関
心
の
広
ま
り
と
意
識
の
変
化
の
積
み
重
ね
が
政
治
や
経
済
の
仕
組
み
に

影
響
を
与
え
た
た
め
進
展
し
た
。
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
も
そ
れ
ら
を
引
き
継
ぎ
，
環
境
問
題
に
つ
い
て
，
よ
り
よ
い

未
来
の
た
め
に
課
題
を
見
出
し
て
，
解
決
に
向
け
て
考
え
る
事
が
求
め
ら
れ
て
い
る
）

社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
（
追
究
の
視
点
や
方
法
）
の
例
（
案
）

小 学 校 社 会

歴 史 的 分 野 公 民 的 分 野地 理 的 分 野

中 学 校 社 会

考
え
ら
れ
る
視
点
例

考
察
，
構
想
し
た
結
果
，
獲
得
す
る
知
識
の
例

○
年
代
の
基
本
に
関
わ
る
視
点

時
期
，
年
代
，
時
代
区
分
な
ど

○
諸
事
象
の
推
移
や
変
化
に
関
わ
る
視
点

変
化
，
発
展
，
時
代
の
転
換
な
ど

○
諸
事
象
の
特
色
に
関
わ
る
視
点

相
違
，
共
通
性
，
時
代
の
特
色
な
ど

○
事
象
相
互
の
関
連
に
関
わ
る
視
点

背
景
，
原
因
，
結
果
，
影
響
な
ど

・
地
球
上
の
地
点
は
，
絶
対
的
，
相
対
的
に
表
現
で
き
る
こ
と

（
具
体
例
；
明
石
市
は
大
阪
市
の
西
に
あ
り
，
そ
こ
の
市
立
天
文
科
学
館
は
日
本
標
準
時
子
午
線
上
の
北
緯
3
4
度

3
8
分
，
東
経
1
3
5
度
0
分
に
あ
る
）

・
特
定
の
事
象
は
，
地
球
の
表
面
に
お
い
て
特
定
の
範
囲
に
広
が
る
こ
と

（
具
体
例
；
ア
マ
ゾ
ン
川
流
域
の
一
年
中
雨
が
多
く
降
る
地
域
に
は
，
常
緑
の
密
林
地
帯
が
広
が
っ
て
い
る
）

・
地
球
上
の
各
地
は
，
固
有
の
性
格
が
あ
る
こ
と

（
具
体
例
；
広
島
市
の
沿
岸
部
は
，
低
平
な
三
角
州
と
な
っ
て
い
る
）

・
人
々
の
生
活
は
自
然
の
影
響
を
受
け
る
と
と
も
に
，
そ
れ
を
変
化
さ
せ
る
こ
と

（
具
体
例
；
平
野
の
乏
し
い
日
本
で
は
，
そ
の
傾
斜
地
を
段
々
畑
や
棚
田
に
す
る
な
ど
し
て
利
用
し
て
き
た
）

・
場
所
は
相
互
に
関
係
を
持
ち
，
影
響
を
及
ぼ
し
合
う
こ
と

（
具
体
例
；
多
く
の
人
口
を
抱
え
た
大
消
費
地
東
京
の
周
辺
で
は
，
新
鮮
な
農
産
物
を
生
産
し
，
都
市
の
住
民
に
届

け
る
近
郊
農
業
が
さ
か
ん
で
あ
る
）

・
空
間
的
な
広
が
り
は
，
ま
と
ま
り
の
あ
る
固
有
の
特
徴
を
持
つ
こ
と

（
具
体
例
；
中
国
地
方
の
山
間
部
で
は
，
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
む
過
疎
化
に
悩
む
地
域
が
広
が
っ
て
い
る
）

・
9
世
紀
の
初
め
，
唐
に
渡
っ
た
最
澄
と
空
海
は
，
帰
国
後
に
仏
教
の
新
し
い
宗
派
を
伝
え
た

・
1
5
世
紀
後
期
の
動
乱
を
経
て
室
町
幕
府
の
統
一
的
支
配
は
弱
ま
り
，
各
地
の
大
名
に
よ
る
領

国
の
支
配
や
，
民
衆
に
よ
る
自
治
的
な
結
合
が
進
ん
で
い
っ
た

・
近
世
は
，
江
戸
幕
府
の
安
定
し
た
全
国
支
配
体
制
が
形
成
さ
れ
，
産
業
・
通
商
や
町
人
文
化

が
隆
盛
を
み
た
時
代
で
あ
っ
た

・
自
由
民
権
運
動
は
，
士
族
や
商
工
業
者
，
有
力
農
民
な
ど
幅
広
い
人
々
が
参
加
し
，
一
部
の

勢
力
が
多
数
を
占
め
た
政
府
に
対
し
，
国
民
の
参
政
権
確
立
を
求
め
た
運
動
で
あ
っ
た

・
ア
ジ
ア
の
富
へ
の
関
心
や
イ
ス
ラ
ム
諸
国
と
の
接
触
（
対
立
と
文
化
交
流
）
を
背
景
と
し
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
の
海
外
進
出
は
，
勢
力
拡
大
を
図
る
戦
国
大
名
と
の
関
係
の
も
と
，
戦
国
時
代
の
推

移
に
影
響
を
与
え
た

・
地
域
に
は
，
地
域
的
特
色
を
踏
ま
え
た
，
よ
り
よ
い
姿
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

（
具
体
例
；
地
震
や
豪
雨
，
台
風
な
ど
自
然
災
害
を
受
け
る
こ
と
の
多
い
日
本
で
は
，
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
た
め
，
各
地
の
自
然
環
境
に
応
じ
た
，
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
）

・
市
場
経
済
に
お
い
て
個
々
人
や
人
々
は
価
格
を
考
慮
し
つ
つ
，
何
を
ど
れ
だ
け
生
産
・
消
費
す

る
か
選
択
す
る
こ
と
，
ま
た
，
価
格
に
は
，
何
を
ど
れ
だ
け
生
産
・
消
費
す
る
か
に
関
わ
っ
て
，
人

的
・
物
的
資
源
を
効
率
よ
く
配
分
す
る
働
き
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
，
市
場
経
済
の
基
本
的
な
考
え

方
で
あ
る

・
民
主
的
な
社
会
に
お
け
る
法
は
，
国
民
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
，
国
民
の
意
思

の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
国
民
の
代
表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
議
会
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
，
国
や
地
方
公
共
団
体
は
，
国
民
の
自
由
と
権
利
を
侵
さ
な
い
よ
う
に
そ
う
し
た
法
の
拘
束
を

受
け
な
が
ら
政
治
を
行
っ
て
い
る

・
合
意
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
際
に
，
無
駄
を
省
く
「
効
率
」
と
決
定
の
手
続
き
や
内
容
に
つ
い
て

の
「
公
正
」
が
必
要
で
あ
る

・
財
政
に
関
し
て
，
少
子
高
齢
社
会
な
ど
現
代
社
会
の
特
色
を
踏
ま
え
，
財
源
の
確
保
と
望
ま
し

い
配
分
に
つ
い
て
対
立
と
合
意
，
効
率
と
公
正
な
ど
の
視
点
か
ら
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
・

判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

・
地
球
環
境
，
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
，
貧
困
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
は
，
経
済
的
，
技
術
的
な
協
力

な
ど
が
大
切
で
あ
る

※
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
は
，
小
・
中
・
高
等
学
校
の
各
「
見
方
・
考
え
方
」
を
総
称
す
る
呼
称
で
あ
り
，
社
会
的
事
象
等
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連
等
を
考
察
し
た
り

,社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
て
そ
の
解
決
に
向
け
て
構
想
し
た
り
す
る
際
の
「
視
点
や
方
法
」
で
あ
る

○
現
代
社
会
を
捉
え
る
視
点

対
立
と
合
意
，
効
率
と
公
正
，

個
人
の
尊
重
，
自
由
，
平
等
，
選
択
，
配
分
，

法
的
安
定
性
，
多
様
性
な
ど

○
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
の
解
決
を
構
想
す
る
視
点

対
立
と
合
意
，
効
率
と
公
正
，

民
主
主
義
，
自
由
・
権
利
と
責
任
・
義
務
，

財
源
の
確
保
と
配
分
，
利
便
性
と
安
全
性
，

国
際
協
調
，
持
続
可
能
性
な
ど

○
位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
の
視
点

地
理
的
位
置
，
分
布
，
地
形
，
環
境
，
気
候
，
範
囲
，

地
域
，
構
成
，
自
然
条
件
，
社
会
的
条
件
，
土
地
利
用

な
ど

○
時
期
や
時
間
の
経
過
の
視
点

時
代
，
起
源
，
由
来
，
背
景
，
変
化
，
発
展
，
継
承
，

維
持
，
向
上
，
計
画
，
持
続
可
能
性
な
ど

○
事
象
や
人
々
の
相
互
関
係
の
視
点

工
夫
，
努
力
，
願
い
，
業
績
，
働
き
，
つ
な
が
り
，

関
わ
り
，
仕
組
み
，
協
力
，
連
携
，
対
策
・
事
業
，
役
割
，

影
響
，
多
様
性
と
共
生
（
共
に
生
き
る
）
な
ど

社
会
，
地
理
歴
史
，
公
民
に
お
け
る
思
考
力
，
判
断
力

考 察 構 想

◎
社
会
的
事
象
の
歴
史
的
な
見
方
・考
え
方

・時
期
，
推
移
や
変
化
な
ど
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
を
見
出
し

・共
通
性
や
相
違
点
な
ど
を
明
確
に
し
た
り
，
因
果
関
係
な
ど
事
象
同
士
を

関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想

◎
現
代
社
会
の
見
方
・
考
え
方

・現
代
社
会
を
捉
え
る
概
念
的
枠
組
み
に
着
目
し
て
課
題
を
見
出
し

・そ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
多
様
な
概
念
を
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想

社
会
的
事
象
の
特
色
や
相
互
の
関
連
，
意
味
を
多
角
的
に

考
察
す
る
力

社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
，
社
会
へ
の
関
わ
り
方
を

選
択
・
判
断
す
る
力

◎
社
会
的
事
象
の
地
理
的
な
見
方
・考
え
方

・位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象

を
見
出
し

・環
境
条
件
や
他
地
域
と
の
結
び
付
き
な
ど
を
地
域
等
の
枠
組
み

の
中
で
人
間
の
営
み
と
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想
地
域
に
見
ら
れ
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
，
複
数
の
立
場

や
意
見
を
踏
ま
え
て
選
択
・
判
断
す
る
力

社
会
的
事
象
の
特
色
や
相
互
の
関
連
，
意
味
を
多
面
的
・

多
角
的
に
考
察
す
る
力

歴
史
に
見
ら
れ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
，
複
数
の
立
場
や
意

見
を
踏
ま
え
て
選
択
・
判
断
す
る
力

時
代
の
転
換
の
様
子
や
各
時
代
の
特
色
を
多
面
的
・
多
角

的
に
考
察
す
る
力

複
数
の
立
場
や
意
見
を
踏
ま
え
て
構
想
す
る
力

社
会
的
事
象
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連
を
多

面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
力

◎
社
会
的
事
象
の
見
方
・
考
え
方

・位
置
や
空
間
的
な
広
が
り

・時
期
や
時
間
の
経
過

に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
を
見
出
し

・事
象
や
人
々
の
相
互
関
係

・比
較
・分
類
し
た
り
総
合
し
た
り
し
て

・国
民
（人
々
の
）
生
活
と
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

・
い
く
つ
か
の
組
立
工
場
を
中
心
に
部
品
工
場
が
集
ま
り
，
工
業
が
盛
ん
な
地
域
を
形
成
し
て
い
る

・
駅
の
周
囲
は
交
通
の
結
節
点
な
の
で
人
が
多
い
た
め
商
業
施
設
が
集
ま
っ
て
い
る

・
国
土
の
地
理
的
位
置
や
地
形
，
台
風
な
ど
の
自
然
条
件
に
よ
っ
て
気
候
は
異
な
る

・
祭
り
は
地
域
の
豊
作
や
人
々
の
ま
と
ま
り
へ
の
願
い
か
ら
始
ま
っ
た

・
農
作
業
は
機
械
化
に
よ
り
生
産
効
率
を
向
上
さ
せ
て
き
た

・
伝
統
芸
能
は
技
や
道
具
が
継
承
さ
れ
る
と
と
も
に
，
多
く
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
今
に
至
っ

て
い
る

・
地
域
の
安
全
は
，
関
係
機
関
の
未
然
防
止
と
緊
急
対
処
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る

・
食
料
生
産
は
私
た
ち
の
食
生
活
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る

・
政
治
に
は
国
民
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
る
働
き
が
あ
る

・
伝
統
と
文
化
は
受
け
継
ぐ
だ
け
で
な
く
時
代
に
合
わ
せ
発
展
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る

・
世
界
の
人
々
と
共
に
生
き
る
に
は
，
文
化
や
考
え
方
の
違
い
を
認
め
合
い
，
課
題
を
解
決
し
な

が
ら
理
解
し
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

○
位
置
や
分
布
に
関
わ
る
視
点

絶
対
的
，
相
対
的

規
則
性
・
傾
向
性
，
地
域
差
な
ど

○
場
所
に
関
わ
る
視
点

自
然
的
，
社
会
的
な
ど

○
人
間
と
自
然
の
相
互
依
存
関
係
に
関
わ
る
視
点

環
境
依
存
性
，
伝
統
的
，
改
変
，
保
全
な
ど

○
空
間
的
相
互
依
存
作
用
に
関
わ
る
視
点

関
係
性
，
相
互
性
な
ど

○
地
域
に
関
わ
る
視
点

一
般
的
共
通
性
，
地
方
的
特
殊
性
な
ど

視
点
を
生
か
し
た
，
考
察
や
構
想
に
向
か
う
「
問
い
」
の
例

・
い
つ
（
ど
こ
で
，
誰
に
よ
っ
て
）
お
こ
っ
た
か

・
前
の
時
代
と
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か

・
ど
の
よ
う
な
時
代
だ
っ
た
か

・
な
ぜ
お
こ
っ
た
（
何
の
た
め
に
行
わ
れ
た
）
か

・
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か

・
な
ぜ
市
場
経
済
と
い
う
仕
組
み
が
あ
る
の
か
，
ど
の
よ
う
な
機
能
が
あ
る
の

か ・
民
主
的
な
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
，
な
ぜ
法
に
基
づ
く
政
治
が
大
切
な

の
か

・
よ
り
よ
い
決
定
の
仕
方
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

・
社
会
保
障
と
そ
の
財
源
の
確
保
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
っ
た
ら

よ
い
か

・
世
界
平
和
と
人
類
の
福
祉
の
増
大
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
か

・
ど
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

・
な
ぜ
こ
の
場
所
に
集
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

・
地
域
ご
と
の
気
候
は
ど
の
よ
う
な
自
然
条
件
に
よ
っ
て
異
な
る
の
だ
ろ
う

・
い
つ
ど
ん
な
理
由
で
始
ま
っ
た
の
だ
ろ
う

・
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う

・
な
ぜ
変
わ
ら
ず
に
続
い
て
い
る
の
だ
ろ
う

・
ど
の
よ
う
な
工
夫
や
努
力
が
あ
る
の
だ
ろ
う

・
ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
が
あ
る
の
だ
ろ
う

・
な
ぜ
○
○
と
○
○
の
協
力
が
必
要
な
の
だ
ろ
う

・
ど
の
よ
う
に
続
け
て
い
く
こ
と
が
よ
い
の
だ
ろ
う

・
共
に
生
き
て
い
く
上
で
何
が
大
切
な
の
だ
ろ
う

・
そ
れ
は
，
ど
こ
に
位
置
す
る
だ
ろ
う

・
そ
れ
は
，
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
だ
ろ
う

・
そ
こ
は
，
ど
の
よ
う
な
場
所
だ
ろ
う

・
そ
こ
で
の
生
活
は
，
ま
わ
り
の
自
然
環
境
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て

い
る
だ
ろ
う

・
そ
こ
で
の
生
活
は
，
ま
わ
り
の
自
然
環
境
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い

る
だ
ろ
う

・
そ
こ
は
，
そ
れ
以
外
の
場
所
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う

・
そ
の
地
域
は
，
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
だ
ろ
う

・
そ
れ
は
，
（
ど
こ
に
あ
る
，
ど
の
よ
う
に
広
げ
る
，
ど
の
よ
う
な
場
所
と
す
る
，

ど
の
よ
う
な
自
然
の
恩
恵
を
求
め
る
，
ど
の
よ
う
に
自
然
に
働
き
掛
け
る
，
他

の
場
所
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
つ
，
ど
の
よ
う
な
地
域
と
な
る
）
べ
き
な
の

だ
ろ
う

・
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
判
断
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か

・
歴
史
を
振
り
返
り
，
よ
り
よ
い
未
来
の
創
造
の
た
め
に
，
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
る
の
か

別
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・
歴
史
上
の
選
択
・
判
断
の
積
み
重
ね
が
時
代
を
築
き
，
今
後
の
社
会
を
創
造
す
る
（
具
体
例
：

近
代
化
を
め
ぐ
る
日
本
・
ア
ジ
ア
諸
国
の
対
応
は
異
な
り
，
そ
の
後
の
歴
史
の
展
開
に
大
き
な

違
い
を
も
た
ら
し
た
）

社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
（
追
究
の
視
点
や
方
法
）
の
例
（
案
）

○
位
置
や
分
布
に
関
わ
る
視
点

時
間
距
離
，
時
差

等
質
（
均
質
，
同
質
）
性
，
類
似

な
ど

○
場
所
に
関
わ
る
視
点

共
通
性
，
多
様
性

な
ど

○
人
間
と
自
然
の
相
互
依
存
関
係
に
関
わ
る
視
点

限
界
性
，
防
災
・
減
災

な
ど

○
空
間
的
相
互
依
存
作
用
に
関
わ
る
視
点

移
動
性
，
圏
構
造
（
都
市
圏
…
）
，
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど

○
地
域
に
関
わ
る
視
点

規
模
，
格
差
，
変
容
，
持
続
可
能
性

な
ど

考
え
ら
れ
る
視
点
例

考
察
，
構
想
し
た
結
果
，
獲
得
す
る
知
識
の
例

○
位
置
や
分
布
に
関
わ
る
視
点

経
済
距
離
，
中
心
性

単
一
指
標
，
複
数
指
標
，
総
合
（
指
標
）
な
ど

○
場
所
に
関
わ
る
視
点

立
地
，
景
観
，
民
族
性

な
ど

○
人
間
と
自
然
の
相
互
依
存
関
係
に
関
わ
る
視
点

環
境
可
能
論
，
環
境
決
定
論

な
ど

○
空
間
的
相
互
依
存
作
用
に
関
わ
る
視
点

中
枢
管
理
機
能
，
階
層
性

な
ど

○
地
域
に
関
わ
る
視
点

構
造
，
分
化

な
ど

○
年
代
の
基
本
に
関
わ
る
視
点

時
期
，
年
代
，
時
代
な
ど

○
諸
事
象
の
推
移
や
変
化
に
関
わ
る
視
点

変
化
，
継
続
，
転
換
な
ど

○
諸
事
象
の
特
色
に
関
わ
る
視
点

相
違
，
共
通
性
な
ど

○
事
象
相
互
の
関
連
に
関
わ
る
視
点

背
景
，
原
因
，
結
果
，
影
響
，
関
係
性
，
相
互
作
用

な
ど

・
地
球
上
の
地
点
は
，
理
由
が
あ
り
，
そ
こ
に
所
在
し
て
い
る
こ
と

（
具
体
例
；
択
捉
島
が
日
本
の
国
土
の
最
北
端
で
あ
る
の
は
，
そ
れ
が
他
の
北
方
領
土
の
島
々
と
と
も
に
，
日
本
の

固
有
の
領
土
だ
か
ら
で
あ
る
）

・
地
球
上
の
各
地
は
，
理
由
が
あ
り
，
多
様
な
特
徴
を
持
つ
こ
と

（
具
体
例
；
東
南
ア
ジ
ア
の
高
温
多
湿
な
地
域
で
は
通
気
性
を
高
め
る
た
め
，
シ
ベ
リ
ア
の
凍
土
地
帯
で
は
住
宅
内

の
熱
を
逃
が
す
た
め
，
い
ず
れ
も
高
床
式
住
居
が
建
設
さ
れ
て
い
る
）

・
人
々
の
生
活
は
，
理
由
が
あ
り
，
自
然
の
影
響
を
受
け
る
と
と
も
に
，
そ
れ
を
変
化
さ
せ
る
こ
と

（
具
体
例
；
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
南
に
広
が
る
サ
ヘ
ル
地
域
で
は
，
過
度
な
放
牧
や
農
耕
，
薪
の
採
取
な
ど
に
よ
り
砂
漠

化
が
進
ん
だ
）

・
場
所
は
，
理
由
が
あ
り
，
相
互
に
関
係
を
持
ち
，
影
響
を
及
ぼ
し
合
う
こ
と

（
具
体
例
；
飢
餓
に
苦
し
む
発
展
途
上
国
へ
の
食
料
援
助
に
は
，
人
道
的
な
側
面
と
と
も
に
政
治
的
混
乱
や
周
辺

諸
国
へ
の
難
民
発
生
を
防
ぐ
と
い
っ
た
効
果
も
考
え
ら
れ
る
）

・
空
間
的
な
広
が
り
は
，
理
由
が
あ
り
，
固
有
の
性
格
を
持
ち
，
変
容
す
る
こ
と

（
具
体
例
；
発
展
途
上
国
に
は
，
政
治
や
経
済
，
文
化
，
情
報
な
ど
の
機
能
が
首
都
に
一
極
集
中
し
，
地
域
格
差
が

拡
大
し
て
い
る
国
が
あ
る
）

・地
域
に
は
，
そ
れ
が
持
つ
地
理
的
な
理
由
に
基
づ
い
た
，
よ
り
よ
い
姿
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

（
具
体
例
；
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
，
地
理
的
に
交
通
の
要
衝
に
あ
る
こ
と
や
そ
の
多
民
族
性
を
生
か
し
て
，
国
際
的
な
物

流
の
拠
点
や
金
融
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
国
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
）

・
地
球
上
の
地
点
が
，
そ
こ
に
所
在
す
る
の
は
意
味
が
あ
る
こ
と

（
具
体
例
；
沖
ノ
鳥
島
や
南
鳥
島
等
の
離
島
は
，
領
土
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
，
豊
か
な
海
洋
資
源
を
抱
え
る
排
他
的
経

済
水
域
の
起
点
と
し
て
も
重
要
で
あ
り
，
そ
の
存
在
意
義
が
注
目
さ
れ
て
い
る
）

・
地
球
上
の
各
地
が
多
様
な
特
徴
を
持
つ
の
は
意
味
が
あ
る
こ
と

（
具
体
例
；
大
都
市
の
都
心
に
は
，
行
政
機
関
や
大
企
業
の
本
社
等
が
集
ま
る
こ
と
で
，
政
治
や
経
済
の
中
枢
管
理

機
能
を
担
っ
て
い
る
）

・
人
々
の
生
活
が
自
然
の
影
響
を
受
け
る
と
と
も
に
，
そ
れ
を
変
化
さ
せ
る
の
は
意
味
が
あ
る
こ
と

（
具
体
例
；
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
過
酷
な
自
然
環
境
下
で
生
ま
れ
た
休
閑
地
や
放
牧
地
を
要
す
る
農
業
形
態
は
，
広
い
用
地

を
必
要
と
し
た
こ
と
か
ら
，
農
地
転
用
の
た
め
の
森
林
伐
採
を
促
し
，
平
地
林
の
減
少
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
）

・
場
所
が
相
互
に
関
係
を
持
ち
，
影
響
を
及
ぼ
し
合
う
の
は
意
味
が
あ
る
こ
と

（
具
体
例
；
都
市
周
辺
部
の
無
秩
序
な
開
発
は
，
そ
こ
で
の
生
活
環
境
の
悪
化
を
引
き
起
こ
す
と
と
も
に
，
都
市
中
心

部
と
他
地
域
を
結
び
付
け
る
交
通
ア
ク
セ
ス
等
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
，
都
市
全
体
と
し
て
の
機
能
を
低
下
さ
せ
る
）

・
空
間
的
な
広
が
り
が
，
固
有
の
性
格
を
持
ち
，
変
容
す
る
の
は
意
味
が
あ
る
こ
と

（
具
体
例
；
ス
イ
ス
で
複
数
の
言
語
が
公
用
語
と
な
っ
て
い
る
の
は
，
複
雑
な
民
族
間
の
軋
轢
を
軽
減
し
，
多
文
化
主

義
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
ね
ら
い
が
あ
る
）

・
第
一
次
世
界
大
戦
を
契
機
に
，
国
際
機
構
の
成
立
や
軍
縮
条
約
の
締
結
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
国
際
協
調
の
機
運
が

高
ま
り
，
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
国
際
秩
序
作
り
が
目
指
さ
れ
た
。
こ
の
頃
日
本
も
協
調
外
交
の
方
針
の
も
と
，
国
際

秩
序
の
安
定
化
の
た
め
に
欧
米
諸
国
と
の
合
意
形
成
に
参
画
し
た
。

・
2
0
世
紀
前
半
に
は
，
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
な
ど
を
背
景
と
し
て
，
人
々
の
政
治
や
経
済
・
文
化
活
動
は
拡
大
し
た
。

2
0
世
紀
後
期
に
な
る
と
，
新
た
な
技
術
革
新
な
ど
を
背
景
と
し
て
，
情
報
技
術
が
個
人
に
も
普
及
し
始
め
，
今
で
は
，

そ
れ
ら
を
活
用
し
て
人
々
の
社
会
活
動
は
地
球
規
模
に
拡
大
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

・
1
8
～
1
9
世
紀
に
か
け
て
工
業
化
や
政
治
変
動
が
起
こ
り
，
国
民
国
家
の
し
く
み
が
生
ま
れ
，
そ
の
過
程
で
人
権
思
想

が
広
が
り
始
め
た
。
現
代
社
会
に
お
い
て
は
，
人
権
思
想
の
深
ま
り
が
み
ら
れ
，
新
た
な
人
権
問
題
が
提
起
さ
れ
て

い
る
。

・
1
8
世
紀
前
後
を
通
じ
て
国
際
的
な
商
業
活
動
が
活
性
化
す
る
中
で
，
ア
ジ
ア
の
諸
帝
国
が
繁
栄
し
，
富
を
求
め
て
進

出
し
た
西
欧
諸
国
と
の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
頃
日
本
も
幕
府
に
よ
る
統
制
の
も
と
，
オ
ラ
ン
ダ
,中
国
,琉

球
な
ど
と
の
貿
易
や
，
朝
鮮
と
の
交
流
を
通
じ
情
報
や
文
化
を
吸
収
し
た
。

・
2
0
世
紀
後
半
の
二
度
の
石
油
危
機
以
降

,市
場
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
一
層
進
ん
だ
。
経
済
活
動
を
中
心
と
す
る

世
界
の
一
体
化
の
進
行
は

,経
済
成
長
が
も
た
ら
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
問
題
や
様
々
な
格
差
の
問
題
な
ど
を
人

類
共
通
の
課
題
と
し
て
提
起
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

・地
域
に
は
，
そ
れ
が
も
た
ら
す
意
味
（影
響
，
役
割
，
意
義
）を
踏
ま
え
た
，
よ
り
よ
い
姿
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

（
具
体
例
；
戦
争
に
よ
り
荒
廃
し
た
国
土
を
復
興
し
，
世
界
最
先
端
の
工
業
化
社
会
，
情
報
化
社
会
を
作
り
上
げ
て
き
た

私
た
ち
は
，
そ
の
経
験
を
多
く
の
国
々
人
々
に
伝
え
，
世
界
の
繁
栄
に
貢
献
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）

歴 史 総 合 （ 仮 称 ）

高 等 学 校 地 理 歴 史

世 界 史 探 究 （ 仮 称 ）地 理 探 究 （ 仮 称 ）地 理 総 合 （ 仮 称 ）

○
年
代
の
基
本
に
関
わ
る
視
点

時
期
，
年
代
，
時
代
な
ど

○
諸
事
象
の
推
移
や
変
化
に
関
わ
る
視
点

変
化
，
継
続
，
転
換
な
ど

○
諸
事
象
の
特
色
に
関
わ
る
視
点

相
違
，
共
通
性
，
多
様
性
，
複
合
性
，

一
体
化
・
多
元
性

な
ど

○
事
象
相
互
の
関
連
に
関
わ
る
視
点

背
景
，
原
因
，
結
果
，
影
響
，
関
係
性
，
相
互
依
存
性

な
ど

・
ウ
イ
グ
ル
・
吐
蕃
・
唐
が
滅
び
る
と
，
そ
の
権
威
に
従
っ
て
い
た
諸
地
域
に
も
変
動
の
波
が
広
が
っ
た
。
律
令
体
制

を
導
入
し
て
い
た
東
ア
ジ
ア
の
諸
国
は
あ
い
つ
い
で
滅
び
た
り
変
質
し
た
り
し
，
ウ
イ
グ
ル
と
唐
の
影
響
下
に
あ
っ

た
内
陸
ア
ジ
ア
の
諸
勢
力
は
，
仏
教
文
化
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
，
独
自
の
民
族
文
字
を
用
い
る
新
国
家
を
建
設
し
た
。

・
ボ
リ
シ
ェ
ビ
キ
政
権
は
民
族
自
決
を
唱
え
た
が
，
や
が
て
，
独
裁
を
強
め
る
ス
タ
ー
リ
ン
は
非
ロ
シ
ア
地
域
で
の
ロ

シ
ア
化
を
進
め
た
。
ソ
連
で
は
，
少
数
派
民
族
の
抑
圧
の
問
題
は
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
。

・
1
5
世
紀
末
か
ら
1
7
世
紀
前
半
，
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
国
は
独
立
し
た
主
権
国
家
が
互
い
に
対
立
と
妥
協
を
繰
り
返
し

な
が
ら
，
一
つ
の
国
際
秩
序
を
形
成
し
て
い
っ
た
が
，
主
権
国
家
体
制
の
態
様
と
内
実
は
国
に
よ
り
異
な
っ
て
い
た
。

・
日
本
で
最
初
の
国
際
定
期
遠
洋
航
路
が
神
戸
と
ボ
ン
ベ
イ
に
結
ば
れ
た
の
は
，
1
9
世
紀
末
の
国
際
的
な
経
済
，

金
融
，
政
治
の
動
向
が
深
く
関
係
し
て
い
る
。

・
か
つ
て
，
平
和
な
世
の
中
は
，
国
家
間
の
利
害
対
立
が
軍
事
衝
突
に
至
ら
な
い
よ
う
に
す
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
で

実
現
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
，
冷
戦
緩
和
の
頃
か
ら
，
差
別
，
貧
困
，
飢
餓
な
ど
の
構
造
的
な
問
題
に
も
着

目
し
な
い
限
り
，
実
現
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
宗
教
改
革
は
，
ロ
ー
マ
教
皇
や
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
の
権
威
を
大
き
く
揺
る
が
し
，
国
家
が
宗
教
を
管
理
し
て
権
力
を

強
化
し
よ
う
と
す
る
動
き
を
も
た
ら
し
た
と
評
価
で
き
る
。

社
会
，
地
理
歴
史
，
公
民
に
お
け
る
思
考
力
，
判
断
力

◎
社
会
的
事
象
の
歴
史
的
な
見
方
・考
え
方

・時
期
，
推
移
や
変
化
な
ど
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
を
見
出
し

・共
通
性
や
相
違
点
な
ど
を
明
確
に
し
た
り
，
因
果
関
係
な
ど
事
象
同
士
を

関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想
歴
史
に
見
ら
れ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
，
複
数
の
立
場
や
意

見
を
踏
ま
え
て
選
択
・
判
断
す
る
力

現
代
的
な
諸
課
題
の
形
成
に
関
わ
る
近
現
代
の
歴
史
を

多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
力

◎
社
会
的
事
象
の
地
理
的
な
見
方
・考
え
方

・位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象

を
見
出
し

・環
境
条
件
や
他
地
域
と
の
結
び
付
き
な
ど
を
地
域
等
の
枠
組
み

の
中
で
人
間
の
営
み
と
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想

持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
の
た
め
に
そ
こ
で
生
起
す
る
課

題
の
解
決
に
向
け
て
，
複
数
の
立
場
や
意
見
を
踏
ま
え
て

構
想
す
る
力

地
理
に
関
わ
る
諸
事
象
を
地
域
等
の
枠
組
み
の
中
で
多

面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
力

◎
社
会
的
事
象
の
地
理
的
な
見
方
・考
え
方

・
位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象

を
見
出
し

・
環
境
条
件
や
他
地
域
と
の
結
び
付
き
な
ど
を
地
域
等
の
枠
組
み

の
中
で
人
間
の
営
み
と
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想

持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
の
た
め
に
そ
こ
で
生
起
す
る
課

題
の
解
決
に
向
け
て
，
複
数
の
立
場
や
意
見
を
踏
ま
え
て

構
想
す
る
力

地
理
に
関
わ
る
諸
事
象
を
系
統
地
理
的
あ
る
い
は
地
誌
的

な
方
法
に
よ
り
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
力

◎
社
会
的
事
象
の
歴
史
的
な
見
方
・考
え
方

・時
期
，
推
移
や
変
化
な
ど
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
を
見
出
し

・共
通
性
や
相
違
点
な
ど
を
明
確
に
し
た
り
，
因
果
関
係
な
ど
事
象
同
士
を

関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想
歴
史
に
見
ら
れ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
，
複
数
の
立
場
や
意

見
を
踏
ま
え
て
選
択
・
判
断
す
る
力

世
界
の
歴
史
の
大
き
な
枠
組
み
と
展
開
を

,多
面
的
・
多
角

的
に
考
察
す
る
力

視
点
を
生
か
し
た
，
考
察
や
構
想
に
向
か
う
「
問
い
」
の
例

・
そ
れ
は
，
な
ぜ
そ
こ
に
位
置
す
る
だ
ろ
う

・
そ
れ
は
，
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
だ
ろ
う

・
そ
こ
は
，
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
場
所
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う

・
そ
こ
で
の
生
活
は
，
ま
わ
り
の
自
然
環
境
か
ら
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
影
響
を
受

け
て
い
る
の
だ
ろ
う

・
そ
こ
で
の
生
活
は
，
ま
わ
り
の
自
然
環
境
に
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

て
い
る
の
だ
ろ
う

・
そ
こ
は
，
そ
れ
以
外
の
場
所
と
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う

・
そ
の
地
域
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
だ
ろ
う

・
な
ぜ
，
そ
れ
は
（そ
こ
に
あ
る
，
そ
の
よ
う
に
広
が
る
，
そ
の
よ
う
な
場
所
と
な
る
，

そ
の
よ
う
な
自
然
の
恩
恵
を
受
け
る
，
そ
の
よ
う
に
自
然
に
働
き
掛
け
る
，

他
の
場
所
と
そ
の
よ
う
な
関
係
を
持
つ
，
そ
の
よ
う
な
地
域
と
な
る
）

べ
き
な
の
だ
ろ
う

・
何
を
契
機
に
，
（
地
域
や
国
家
，
日
本
・
世
界
な
ど
の
）
相
互
の
関
係
は
ど

の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か

・
ど
の
よ
う
に
転
換
し
，
後
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
か

・
ど
の
よ
う
な
（
地
域
や
国
家
，
日
本
・
世
界
な
ど
の
）
共
通
点
も
し
く
は
相
違

点
が
み
ら
れ
，
そ
れ
は
後
の
時
代
に
何
を
も
た
ら
し
た
の
か

・
ど
の
よ
う
な
（
地
域
や
国
家
，
日
本
・
世
界
な
ど
の
）
相
互
関
係
が
あ
り
，
そ

れ
は
後
に
何
を
も
た
ら
し
た
の
か

・
歴
史
に
見
ら
れ
る
諸
課
題
は
，
現
代
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
課
題
と
関

連
し
て
現
れ
て
い
る
の
か

・
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
判
断
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
か

・
ど
の
よ
う
な
選
択
が
可
能
だ
っ
た
の
か

・
歴
史
を
振
り
返
り
，
よ
り
よ
い
未
来
の
創
造
の
た
め
に
何
を
展
望
す
る
の
か

・
何
が
，
ど
の
よ
う
な
背
景
で
，
ど
の
よ
う
に
転
換
し
た
の
か

・
ど
の
よ
う
な
変
化
の
中
で
，
な
ぜ
そ
れ
は
生
じ
た
の
か

・
ど
の
よ
う
な
共
通
点
も
し
く
は
相
違
点
が
み
ら
れ
，
そ
れ
は
社
会
の
構
築
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か

・
日
本
や
諸
地
域
の
動
き
は
，
世
界
の
ど
の
よ
う
な
変
化
と
関
係
し
て
い
る
か

・
歴
史
に
見
ら
れ
る
諸
課
題
は
，
現
代
を
見
る
視
点
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る

の
か

・
ど
の
よ
う
な
意
味
や
意
義
が
あ
り
，
後
に
ど
の
よ
う
な
動
き
を
も
た
ら
し
た
の

か

・
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
判
断
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か

・
ど
の
よ
う
な
選
択
が
可
能
だ
っ
た
か

・
歴
史
を
振
り
返
り
，
よ
り
よ
い
未
来
の
創
造
の
た
め
に
何
を
展
望
す
る
か

・
そ
れ
が
，
そ
こ
に
位
置
す
る
意
味
（
意
義
，
役
割
，
影
響
）
は
何
だ
ろ
う

・
そ
れ
が
，
そ
の
よ
う
に
分
布
す
る
意
味
は
何
だ
ろ
う

・
そ
こ
が
，
そ
の
よ
う
な
場
所
で
あ
る
意
味
は
何
だ
ろ
う

・
そ
こ
で
の
生
活
が
，
ま
わ
り
の
自
然
環
境
か
ら
そ
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て
い

る
の
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う

・
そ
こ
で
の
生
活
が
，
ま
わ
り
の
自
然
環
境
に
そ
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る

の
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う

・
そ
こ
が
，
そ
れ
以
外
の
場
所
と
そ
の
よ
う
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
意
味
は
何
だ

ろ
う

・
そ
の
地
域
が
そ
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う

・
そ
れ
が
，
（
そ
こ
に
あ
る
，
そ
の
よ
う
に
広
が
る
，
そ
の
よ
う
な
場
所
と
な
る
，

そ
の
よ
う
な
自
然
の
恩
恵
を
受
け
る
，
そ
の
よ
う
に
自
然
に
働
き
掛
け
る
，

他
の
場
所
と
そ
の
よ
う
な
関
係
を
持
つ
，
そ
の
よ
う
な
地
域
と
な
る
）
こ
と
に

ど
う
い
う
意
味
（
影
響
，
役
割
，
意
義
）
を
持
た
せ
る
べ
き
だ
ろ
う

・
歴
史
上
の
課
題
に
つ
い
て
，
時
代
背
景
を
踏
ま
え
て
多
様
な
選
択
や
判
断
を
構
想
す
る
こ
と
は
，

現
代
を
理
解
し
今
後
の
社
会
を
展
望
す
る
力
と
な
る

(具
体
例
：
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
会
談
や
ヴ
ェ
ト
ナ

ム
戦
争
の
経
験
は
，
そ
の
後
の
外
交
の
在
り
方
に
影
響
を
与
え
た
）
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・
倫
理
で
考
え
る
の
は
主
に
「
べ
き
」で
あ
る
た
め
，
自
然
科
学
で
考
え
る
「
あ
る
」
と
は
異
な
る
が
，

観
察
し
た
事
実
を
根
拠
と
し
て
練
り
上
げ
ら
れ
た
理
論
を
現
実
の
出
来
事
を
さ
ら
に
観
察
し
修

正
し
な
が
ら
，
判
断
と
理
論
を
調
整
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

・
自
民
族
中
心
主
義
や
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
な
ど
の
思
考
に
よ
る
偏
見
を
自
覚
し
，
異
文
化
を
尊

重
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
（
追
究
の
視
点
や
方
法
）
の
例
（
案
）

○
人
間
と
社
会
の
在
り
方
を
捉
え
る
視
点

幸
福
，
正
義
，
公
正
，
個
人
の
尊
厳
，
自
由
，
平
等
，

寛
容
，
委
任
，
希
少
性
，
機
会
費
用
，

利
便
性
と
安
全
性
，
多
様
性
と
共
通
性
な
ど

○
公
共
的
な
空
間
に
見
ら
れ
る
課
題
の
解
決
を
構
想

す
る
視
点

幸
福
，
正
義
，
公
正
，
協
働
関
係
の
共
時
性
と
通
時
性
，

比
較
衡
量
，
相
互
承
認
，
適
正
な
手
続
き
，

民
主
主
義
，
自
由
・
権
利
と
責
任
・
義
務
，
平
等
，

財
源
の
確
保
と
配
分
，
平
和
，
持
続
可
能
性
な
ど

○
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
を
捉
え
る
視
点

善
悪
，
生
死
，
徳
，
愛
，
共
感
，
幸
福
，
義
務
，
正
義
，

個
人
の
尊
厳
，
公
正
，
寛
容
，
存
在
，
真
理
，
聖
，
美

な
ど

○
現
代
の
倫
理
的
諸
課
題
の
解
決
を
構
想
す
る
視
点

尊
重
，
畏
敬
，
創
造
，
保
全
，
自
由
，
権
利
，
責
任
，

自
立
，
協
働
，
勤
労
，
多
様
性
，
相
互
承
認
，
平
和
，

国
際
協
調
，
持
続
可
能
性
な
ど

○
社
会
の
在
り
方
を
捉
え
る
視
点

個
人
の
尊
厳
，
効
率
，
公
正
，
自
由
，
平
等
，

委
任
，
希
少
性
，
機
会
費
用
，
選
択
，
配
分
，
分
業
，

交
換
，
利
便
性
と
安
全
性
，
多
様
性
と
共
通
性
な
ど

○
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
の
解
決
を
構
想
す
る
視
点

対
立
，
協
調
，
効
率
，
公
正
，

比
較
衡
量
，
具
体
的
な
妥
当
性
と
法
的
安
定
性
，

相
互
承
認
，
適
正
な
手
続
き
，
民
主
主
義
，

自
由
・
権
利
と
責
任
・
義
務
，
財
源
の
確
保
と
配
分
，

平
和
，
持
続
可
能
性
な
ど

・
今
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
蓄
積
や
先
人
の
取
組
，
知
恵
な
ど
を
踏
ま
え
，
様
々
な
立
場
や
文

化
等
を
背
景
に
し
て
社
会
が
成
立
し
て
い
る

・
「
そ
の
行
為
の
結
果
で
あ
る
，
個
人
や
社
会
全
体
の
幸
福
を
重
視
す
る
考
え
方
」
と
「
そ
の
行
為

の
動
機
と
な
る
人
間
的
責
務
と
し
て
の
公
正
な
ど
を
重
視
す
る
考
え
方
」
が
あ
り
，
両
者
と
も
に

活
用
し
，
自
分
も
他
者
も
と
も
に
納
得
で
き
る
解
を
見
出
そ
う
と
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

・
価
値
あ
る
よ
い
も
の
を
求
め
，
正
し
い
行
い
を
選
ぶ
賢
さ
と
そ
れ
を
実
行
す
る
意
志
の
強
さ
を
身

に
付
け
た
徳
の
高
い
人
間
を
目
指
し
生
き
る

・
自
由
権
の
保
障
と
と
も
に
不
利
な
立
場
に
あ
る
人
々
へ
の
配
慮
も
必
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
方

を
手
が
か
り
と
し
て
公
正
・
公
平
な
社
会
に
つ
い
て
考
え
続
け
る

・
存
在
の
不
思
議
へ
の
驚
き
か
ら
知
識
へ
の
深
い
懐
疑
が
生
じ
る
こ
と
，
正
解
が
定
め
が
た
く
問

う
こ
と
自
体
に
意
味
が
あ
る
問
い
が
あ
り
，
こ
れ
を
問
い
考
え
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と

に
気
付
く

・
「
自
立
し
た
主
体
と
は
何
か
」
を
問
い
，
自
ら
を
成
長
さ
せ
る
と
と
も
に
，
人
間
は
社
会
的
な
存
在

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
，
対
話
を
通
じ
て
お
互
い
を
高
め
合
う
こ
と
の
両
者
に
よ
っ
て
よ
り
よ
い
公

共
的
な
空
間
を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

・
選
択
・
判
断
の
手
掛
か
り
と
な
る
考
え
方
や
公
共
的
な
空
間
に
お
け
る
基
本
的
原
理
を
活
用
す

る
と
と
も
に
，
個
人
を
起
点
と
し
て
，
自
立
，
協
働
の
観
点
か
ら
多
様
性
を
尊
重
し
て
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
役
割
を
担
う
主
体
と
な
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

・
政
治
と
は
広
義
に
は
，
個
人
あ
る
い
は
集
団
の
考
え
方
や
意
見
，
利
害
の
対
立
や
衝
突
を
調

整
し
た
り
解
決
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
，
社
会
の
秩
序
を
維
持
し
統
合
を
図
る
機
能
を
意
味
し
て

い
る

・
経
済
活
動
は
分
業
と
交
換
に
基
づ
き
人
間
生
活
の
維
持
・
向
上
の
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で

あ
り
，
い
ず
れ
の
社
会
で
も
，
「
何
を
ど
れ
だ
け
」
，
「
ど
の
よ
う
な
方
法
で
」
，
「
誰
の
た
め
に
」
生

産
す
べ
き
か
，
生
産
さ
れ
た
財
や
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に
社
会
の
構
成
員
に
分
配
し
，
い
か

に
消
費
す
る
か
と
い
う
経
済
的
選
択
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る

・
望
ま
し
い
政
治
の
在
り
方
及
び
主
権
者
と
し
て
の
政
治
参
加
の
在
り
方
を
考
察
，
追
究
す
る
際

に
は
，
現
代
政
治
に
お
け
る
個
人
，
政
党
及
び
圧
力
団
体
の
行
動
，
住
民
運
動
な
ど
現
実
社

会
の
事
象
を
取
り
上
げ
，
客
観
的
な
資
料
を
基
に
様
々
な
角
度
か
ら
主
体
的
に
考
察
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る

・
個
人
の
尊
厳
，
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
基
盤
に
，
理
論
と
現
実
と
の
相
互
関
連
に
留
意
し
な

が
ら
持
続
可
能
な
地
域
社
会
と
な
る
在
り
方
を
考
察
，
追
究
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

倫 理 （ 仮 称 ）公 共 （ 仮 称 ）

高 等 学 校 公 民

政 治 ・ 経 済 （ 仮 称 ）

考
え
ら
れ
る
視
点
例

考
察
，
構
想
し
た
結
果
，
獲
得
す
る
知
識
の
例

日 本 史 探 究 （ 仮 称 ）

◎
人
間
と
社
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
見
方
・考
え
方

・人
間
と
社
会
の
在
り
方
を
捉
え
る
概
念
的
枠
組
み
に
着
目
し
て
課
題
を

見
出
し

・そ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
選
択
・判
断
の
基
準
と
な
る
考
え
方

な
ど
を
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想
複
数
の
立
場
や
意
見
を
踏
ま
え
て
，
社
会
を
形
成
す
る
主

体
と
し
て
構
想
す
る
力

人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
，
社
会
的
事
象
の
意
味
や

意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察

す
る
力

◎
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
つ
い
て
の
見
方
・考
え
方

・人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
を
捉
え
る
諸
概
念
に
着
目
し
て
現
代
の
倫

理
的
課
題
を
見
出
し

・そ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
選
択
・判
断
の
基
準
と
な
る
考
え
方
や

哲
学
，
宗
教
，
芸
術
な
ど
に
関
わ
る
理
論
を
有
機
的
に
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想
複
数
の
立
場
や
意
見
を
踏
ま
え
て
構
想
（
選
択
・
判
断
）
す

る
力

人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
関
わ
る
事
象
の
意
味
や

意
義
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
力

◎
社
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
見
方
・考
え
方

・社
会
の
在
り
方
を
捉
え
る
概
念
的
枠
組
み
に
着
目
し
て
社
会
の
課
題
を

見
出
し

・そ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
選
択
・判
断
の
基
準
と
な
る
考
え
方
や

政
治
，
法
，
経
済
な
ど
に
関
わ
る
理
論
を
有
機
的
に
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想
複
数
の
立
場
や
意
見
を
踏
ま
え
て
社
会
を
形
成
す
る
主
体

と
し
て
構
想
し
，
合
意
形
成
す
る
力

社
会
的
事
象
の
意
味
や
意
義
，
相
互
の
特
色
や
関
連
を
多

面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
力

社
会
，
地
理
歴
史
，
公
民
に
お
け
る
思
考
力
，
判
断
力

◎
社
会
的
事
象
の
歴
史
的
な
見
方
・考
え
方

・時
期
，
推
移
や
変
化
な
ど
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
を
見
出
し

・共
通
性
や
相
違
点
な
ど
を
明
確
に
し
た
り
，
因
果
関
係
な
ど
事
象
同
士
を

関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

考 察 構 想
歴
史
に
見
ら
れ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
，
複
数
の
立
場
や
意

見
を
踏
ま
え
て
選
択
・
判
断
す
る
力

日
本
の
歴
史
の
展
開
，
伝
統
と
文
化
の
特
色
を
多
面
的
・

多
角
的
に
考
察
す
る
力

高 等 学 校 地 理 歴 史

○
年
代
の
基
本
に
関
わ
る
視
点

時
期
，
年
代
，
時
代
な
ど

○
諸
事
象
の
推
移
や
変
化
に
関
わ
る
視
点

変
化
，
継
続
，
転
換
な
ど

○
諸
事
象
の
特
色
に
関
わ
る
視
点

相
違
，
共
通
性
，
時
代
性
，
多
様
性

地
域
性
，
な
ど

○
事
象
相
互
の
関
連
に
関
わ
る
視
点

背
景
，
原
因
，
結
果
，
影
響
，
関
係
性
，
相
互
依
存
性

な
ど

・
よ
り
よ
い
集
団
，
社
会
の
在
り
方
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

・
公
共
的
な
場
づ
く
り
や
安
全
を
目
指
し
た
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
，
私
た

ち
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
，
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
主
体
と
な
れ
ば
よ
い

か・
社
会
を
成
立
さ
せ
る
背
景
に
あ
る
も
の
は
何
か

・
社
会
に
参
画
し
，
他
者
と
協
働
す
る
倫
理
的
主
体
と
し
て
個
人
が
判
断
す
る

た
め
の
手
掛
か
り
と
な
る
考
え
方
は
何
か

・
自
ら
の
人
生
を
ど
う
生
き
れ
ば
よ
い
か
，
生
き
る
こ
と
の
意
味
は
何
か
，
人

間
と
は
何
か

・
他
者
と
ど
う
生
き
，
社
会
で
ど
う
生
き
て
い
け
ば
よ
い
か
，
良
識
あ
る
公
民

と
し
て
い
か
に
在
る
べ
き
か
，
い
か
に
生
き
る
べ
き
か

・
人
間
は
何
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
，
な
ぜ
世
界
が
存
在
す
る
の
か
，
人

間
は
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
で
存
在
す
る
の
か

・
哲
学
や
宗
教
や
芸
術
が
何
を
問
い
，
ど
の
よ
う
な
答
え
を
見
出
し
て
き
た

か ・
自
然
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
合
っ
て
生
き
れ
ば
よ
い
か
。
自
然
科
学
で
知
り
う

る
こ
と
と
倫
理
学
で
求
め
る
こ
と
と
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
か

・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
，
異
文
化
と
共
生
し
多
様
な
文
化
が
共
存
す

る
国
際
社
会
を
築
く
た
め
に
考
え
る
べ
き
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か

・
政
治
の
意
義
と
機
能
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か

・
経
済
活
動
の
意
義
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か

・
望
ま
し
い
政
治
の
在
り
方
及
び
主
権
者
と
し
て
の
政
治
参
加
の
在
り
方
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か

・
地
域
社
会
の
発
展
と
住
民
生
活
の
向
上
の
た
め
に
，
国
と
地
方
公
共
団
体

の
関
係
の
在
り
方
や
私
た
ち
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
，
ど
の
よ
う
な
選
択
・

判
断
，
合
意
形
成
を
行
う
か

・
何
が
，
ど
の
よ
う
な
背
景
で
，
ど
の
よ
う
に
転
換
し
た
の
か

・
ど
の
よ
う
な
変
化
の
中
で
，
な
ぜ
そ
れ
は
生
じ
た
の
か

・
ど
の
よ
う
な
共
通
点
も
し
く
は
相
違
点
が
み
ら
れ
，
そ
れ
は
社
会
の
構
築
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か

・
日
本
や
世
界
の
動
き
は
，
地
域
の
変
化
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の
か

・
歴
史
に
見
ら
れ
る
変
化
や
推
移
は
，
現
代
を
見
る
視
点
に
ど
の
よ
う
に
つ
な

が
る
の
か

・
ど
の
よ
う
な
意
味
や
意
義
が
あ
り
，
後
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の

か
（
ど
の
よ
う
な
解
釈
や
説
明
が
で
き
る
か
）

・
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
判
断
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か

・
ど
ん
な
選
択
が
可
能
だ
っ
た
か

・
歴
史
を
振
り
返
り
，
よ
り
よ
い
未
来
の
創
造
の
た
め
に
何
を
展
望
す
る
か

・
歴
史
上
の
課
題
に
つ
い
て
，
時
代
背
景
を
踏
ま
え
て
多
様
な
選
択
や
判
断
を
構
想
す
る
こ
と
は
，

現
代
を
理
解
し
今
後
の
社
会
を
展
望
す
る
力
と
な
る
（
具
体
例

:社
会
の
変
化
を
背
景
に
拡
大
し
た
米

騒
動
に
は
，
国
民
意
識
の
変
化
や
情
報
化
の
進
展
な
ど
を
踏
ま
え
た
多
様
な
対
応
の
可
能
性
が
存
在
し
た
が
，

当
時
の
政
権
の
選
択
に
よ
る
対
処
と
結
果
は
，
後
の
政
府
の
在
り
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
）

・
中
世
の
社
会
で
は
，
武
士
勢
力
や
宗
教
勢
力
の
拡
大
や
庶
民
の
台
頭
な
ど
が
起
こ
り
，
権
力

の
多
様
化
が
新
し
い
文
化
や
地
域
的
な
差
異
を
生
み
だ
す
な
ど
の
変
化
を
も
た
ら
し
た

・
1
8
～
1
9
世
紀
前
半
の
社
会
構
造
は
，
幕
府
に
よ
る
政
策
的
な
対
応
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
経
済
・

産
業
の
成
長
の
中
で
生
じ
た
矛
盾
に
よ
っ
て
次
第
に
変
化
を
生
じ
て
い
っ
た

・
日
本
の
古
代
国
家
の
形
成
過
程
に
お
け
る
背
景
は
，
仏
教
文
化
の
影
響
や
国
際
関
係
の
緊

張
へ
の
対
処
な
ど
，
東
ア
ジ
ア
共
通
の
要
素
が
見
受
け
ら
れ
る

・
1
9
世
紀
，
身
近
な
地
域
の
養
蚕
業
の
盛
衰
の
背
景
に
は
，
近
代
化
の
過
程
の
日
本
の
貿
易

や
国
内
の
産
業
構
造
の
変
化
が
関
係
し
て
い
た

・
戦
後
の
日
本
経
済
の
推
移
は
，
冷
戦
の
国
際
状
況
と
密
接
に
関
係
し
て
展
開
し
て
お
り
，
現
代

も
世
界
情
勢
と
の
関
わ
り
を
踏
ま
え
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

・
生
類
憐
み
の
令
は
人
命
に
関
わ
る
も
の
な
ど
一
部
が
後
世
に
引
き
継
が
れ
た
こ
と
か
ら
，
戦
国

か
ら
平
和
な
時
代
へ
の
価
値
観
の
変
化
を
促
し
た
と
も
評
価
で
き
る

視
点
を
生
か
し
た
，
考
察
や
構
想
に
向
か
う
「
問
い
」
の
例
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社
会
科
，
地
理
歴
史
科
，
公
民
科
に
お
け
る
学
習
過
程
の
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

課
題
把
握

課
題
解
決

課
題
追
究

新
た
な
課
題

動
機
付
け

方
向
付
け

情
報
収
集

考
察
・
構
想

ま
と
め

振
り
返
り

●
予
想
や
仮
説
の
検
証
に
向

け
て
調
べ
る

･学
校
外
で
の
観
察
や
調
査
な

ど
を
通
し
て
調
べ
る

・
様
々
な
種
類
の
資
料
を
活
用

し
て
調
べ
る

・
他
の
児
童
生
徒
と
情
報
を
交

換
す
る

●
学
習
課
題
を
設
定
す

る
・
社
会
的
事
象
等
を
知

る
・
気
付
き
や
疑
問
を
出
し

合
う

・
課
題
意
識
を
醸
成
す
る

・
学
習
課
題
を
設
定
す
る

●
課
題
解
決
の
見
通
し
を

持
つ

・
予
想
や
仮
説
を
立
て
る

・
調
査
方
法
，
追
究
方
法
を

吟
味
す
る

・
学
習
計
画
を
立
て
る

●
社
会
的
事
象
等
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互

の
関
連
を
考
察
す
る

・
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る

・
話
し
合
う
（
討
論
等
）

●
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
て
解
決
に
向

け
て
構
想
す
る

・
複
数
の
立
場
や
意
見
を
踏
ま
え
て
解
決
に
向
け

て
選
択
・
判
断
す
る

●
考
察
し
た
こ
と
や
構
想
し

た
こ
と
を
ま
と
め
る

・
学
習
課
題
を
振
り
返
っ
て

結
論
を
ま
と
め
る

・
結
論
に
つ
い
て
他
の
児
童

生
徒
と
話
し
合
う

・
学
習
課
題
に
つ
い
て
レ

ポ
ー
ト
な
ど
に
ま
と
め
る

主 な 学 習 過 程 の 例

●
学
習
を
振
り
返
っ
て
考
察
す
る

・
自
分
の
調
べ
方
や
学
び
方
，
結

果
を
振
り
返
る

・
学
習
成
果
を
学
校
外
の
他
者

に
伝
え
る

・
新
た
な
問
い
（
課
題
）
を
見
出
し

た
り
追
究
し
た
り
す
る

■
学
習
過
程
全
体
に
つ
い
て
留
意
す
べ
き
点
■

・
上
記
の
学
習
過
程
及
び
評
価
の
場
面
は
例
示
で
あ
り
，
上
例
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

・
学
習
活
動
の
つ
な
が
り
と
学
び
の
広
が
り
（
深
い
学
び
，
対
話
的
な
学
び
，
主
体
的
な
学
び
）
を
意
図
し
た
，
単
元
の
構
成
の
工
夫
等
が
望
ま
れ
る
こ
と

・
社
会
的
事
象
等
に
つ
い
て
は
，
児
童
生
徒
の
考
え
が
深
ま
る
よ
う
様
々
な
見
解
を
提
示
す
る
こ
と
な
ど
が
重
要
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
際
，
特
定
の
事
柄
を
強
調
し
す
ぎ
た
り
，
一
面
的
な
見
解
を
十
分
な
配

慮
な
く
取
り
上
げ
た
り
す
る
な
ど
偏
っ
た
取
扱
い
に
よ
り
，
児
童
生
徒
が
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
，
事
実
を
客
観
的
に
捉
え
，
公
正
に
判
断
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。
ま
た
，

客
観
的
か
つ
公
正
な
資
料
に
基
づ
い
て
指
導
す
る
よ
う
留
意
す
る
こ
と

主 な 評 価 と そ の 場 面 の 例

社 会 的 事 象 等

に つ い て 調 べ ま

と め る 技 能

社 会 的 事 象 等

に つ い て の 思 考 ・

判 断 ・ ・ 表 現

社 会 的 事 象 等

に 主 体 的 に 関

わ ろ う と す る

態 度

③
考
察
し
た
こ
と
や
構
想
し
た
こ
と
を
説
明
す
る

④
考
察
し
た
こ
と
や
構
想
し
た
こ
と
を
基
に
議
論
す
る

①
社
会
的
事
象
等
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連
を
考
察
す
る

②
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
て
解
決
に
向
け
て
構
想
す
る

社 会 的 事 象

等 に つ い て

の 知 識

主
と
し
て
事
実
等
に
関
わ
る
知
識
の
習
得

主
と
し
て
概
念
等
に
関
わ
る
知
識
の
習
得

事
実
や
概
念
等

に
関
わ
る
知
識

の
再
認
識

○
情
報
を
集
め
る

・
調
査
活
動
を
通
し
て

・
諸
資
料
を
通
し
て

・
情
報
手
段
の
特
性
や
情
報

の
正
し
さ
に
留
意
し
て
等

○
情
報
を
読
み
取
る

・
情
報
全
体
の
傾
向
性
を
踏
ま
え
て

・
必
要
な
情
報
を
選
ん
で

・
複
数
の
情
報
を
見
比
べ
た
り
結
び
付
け
た
り
し
て

・
資
料
の
特
性
に
留
意
し
て
等

○
情
報
を
ま
と
め
る

・
基
礎
資
料
と
し
て

・
分
類
・
整
理
し
て

・
相
手
意
識
を
持
っ
て
分
か
り

や
す
さ
に
留
意
し
て
等

社
会
的
な
見
方
・
考
え
方

を
用
い
て

・
他
者
と
協
働
し
て

・
よ
り
よ
い
社
会
を
目
指
し
て

・
学
ん
だ
こ
と
の
意
味
に
気
付
い
て

・
学
ん
だ
こ
と
を
社
会
生
活
に
生
か
そ

う
と
し
て

・
主
体
的
に
調
べ
分
か
ろ
う
と
し
て

・
問
い
や
追
究
の
見
通
し
を
持
っ
て

別
添
３
－
６
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高
等
学
校
地
理
歴
史
科
，
公
民
科
に
置
か
れ
る
各
科
目
の
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

※
地
理
歴
史
科
に
つ
い
て
は
，
新
必
履
修
科
目
の
名
称
と
し
て
は
，
両
者
を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
教
科
の
高
等
学
校
に
お
け
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
資
質
・
能
力
を
育
む
科
目

と
し
て
両
科
目
に
「
総
合
」
を
付
す
と
と
も
に
，
生
徒
の
興
味
・
関
心
や
進
路
等
に
応
じ
て
「
総
合
科
目
」
を
基
盤
に
，
よ
り
専
門
的
な
視
野
か
ら
考
察
を
深
め
，
探
究
を
行
う
科
目
に
つ
い
て
「
探
究
」
を
付
す
こ
と

と
し
て
は
ど
う
か
。

※
公
民
科
に
つ
い
て
は
，
自
立
し
た
主
体
と
し
て
他
者
と
協
働
し
て
社
会
に
参
画
し
，
公
共
的
な
空
間
を
作
る
主
体
を
育
む
こ
と
を
目
指
す
科
目
の
内
容
を
端
的
か
つ
適
切
に
示
す
こ
と
が
可
能
な
も
の
と
し
て

「
公
共
（
仮
称
）
」
と
す
る
と
と
も
に
，
選
択
科
目
に
つ
い
て
は
地
理
歴
史
科
と
同
様
に
探
究
を
行
う
科
目
で
あ
る
が
，
学
習
対
象
で
あ
る
「
倫
理
」
に
つ
い
て
は
「
探
究
」
が
そ
の
本
質
的
な
内
容
の
一
部
で
あ
る

こ
と
か
ら
，
「
倫
理
探
究
」
と
い
っ
た
科
目
名
は
な
じ
ま
ず
，
ま
た
，
「
政
治
・
経
済
」
の
み
に
「
探
究
」
を
付
す
こ
と
は
，
同
一
教
科
に
置
か
れ
る
同
一
の
性
格
を
持
つ
科
目
の
名
称
に
つ
い
て
混
乱
さ
せ
る
お
そ
れ

も
あ
る
こ
と
か
ら
，
「
倫
理
（
仮
称
）
」
，
「
政
治
・
経
済
（
仮
称
）
」
と
す
る
こ
と
と
し
て
は
ど
う
か
。

新 選 択 科 目

「
公
共

(仮
称

)」

現
代
社
会
の
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
，
自
立

す
る
と
と
も
に
他
者
と
協
働
し
て
，
公
共
的
な
空

間
を
作
る
主
体
と
し
て
選
択
・
判
断
の
基
準
を
身

に
付
け
，
考
察
す
る

歴
史
の
推
移
や
変
化
を
踏
ま
え
課
題
の
解

決
を
視
野
に
入
れ
て
，
世
界
と
そ
の
中
に
お

け
る
日
本
に
つ
い
て
，
現
代
的
な
諸
課
題
の

形
成
に
関
わ
る
近
現
代
の
歴
史
を
考
察
す
る

「
歴
史
総
合

(仮
称

)」
「
地
理
総
合

(仮
称

)」

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を
目

指
し
，
環
境
条
件
と
人
間
の
営

み
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
て
現

代
の
地
理
的
な
諸
課
題
を
考

察
す
る 「
地
理
探
究

(仮
称

)」
「
日
本
史
探
究

(仮
称

)」
「
倫
理

(仮
称

)」

世
界
の
諸
事
象
を
系
統
的
に
，
諸
地
域

を
地
誌
的
に
考
察
し
，
現
代
日
本
に
求

め
ら
れ
る
国
土
像
の
在
り
方
に
つ
い
て

探
究
す
る

「
政
治
・
経
済

(仮
称

)」

国
家
及
び
社
会
の
形
成
に
，
よ

り
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
主

体
を
育
む
た
め
に
，
現
実
社
会

の
諸
課
題
を
広
く
深
く
探
究
す
る

他
者
と
共
に
生
き
る
主
体
を
育

む
た
め
に
，
現
代
に
生
き
る
人

間
の
倫
理
的
課
題
に
つ
い
て

探
究
し
，
自
立
し
て
思
索
す
る

世
界
の
歴
史
の
大
き
な
枠
組

み
と
展
開
に
つ
い
て
，
地
理

的
条
件
や
日
本
の
歴
史
と
関

連
付
け
て
，
広
く
深
く
探
究
す

る

我
が
国
の
歴
史
の
展
開
に
つ

い
て
，
世
界
の
歴
史
や
歴
史

を
構
成
す
る
様
々
な
要
素
に

着
目
し
て
，
総
合
的
に
広
く
深

く
探
究
す
る

新 必 履 修 科 目

地
理
歴
史
科

公
民
科

必
履
修
科
目
で
育
ん
だ
理
解
や
技
能
を
用
い
て
，
よ
り
専
門
的
な
視
野
か
ら
広
く
深
く
探
究

現
代
社
会
の
諸
課
題
の
解
決
を
視
野
に
入
れ
て
考
察
（
各
科
目
に
つ
い
て
主
と
し
て
「
空
間
」
・
「
時
間
」
及
び
「
現
代
社
会
の
構
造
等
」
に
着
目
）

「
世
界
史
探
究

(仮
称

)」
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現
代
的
な
諸
課
題
に
つ
な
が
る
歴
史
的
な
状
況
（
例
）

＜
a 
自
由
と
制
限
＞
＜

b 
富
裕
と
貧
困
＞
＜

c 
対
立
と
協
調
＞

＜
d 
統
合
と
分
化
＞
＜

e 
開
発
と
保
全
＞
な
ど

●
近
代
化
と
私
た
ち
～
社
会
構
造
の
変
化
を
考
察
す
る
た
め
に

●
大
衆
化
と
私
た
ち
～
個
人
・
集
団
と
社
会
と
の
関
わ
り
を
考
察
す
る
た
め
に

●
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
私
た
ち
～
持
続
可
能
な
社
会
を
展
望
す
る
た
め
に

〔
単
元
例
〕

＊
結
び
付
く
日
本
と
世
界

○
産
業
社
会
の
到
来
，
政
治
の
変
革

○
日
本
の
改
革
，
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
変
容

な
ど

（
ま
と
め
）
歴
史
と
現
在
①
～
近
代
社
会

〔
単
元
例
〕

○
多
極
化
と
地
域
統
合

○
地
域
紛
争
と
国
際
秩
序

○
世
界
と
そ
の
中
の
日
本

な
ど

（
ま
と
め
）
歴
史
と
現
在
③
～
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

＊
考
察
を
深
め
る
問
い
に
つ
い
て
は
，
取
り
上
げ
る
時
期
を
広
げ
て
設
定
し
た
り
，
多
様
な
地
域
を
視
野
に
入
れ
て
設
定
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

＊
各
単
元
の
導
入
に
お
い
て
，
「
現
代
的
な
諸
課
題
に
つ
な
が
る
歴
史
的
な
状
況
」
を
踏
ま
え
た
単
元
の
全
体
構
想
を
示
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

＊
「
近
代
化
と
私
た
ち
」
に
例
示
し
た
「
結
び
付
く
日
本
と
世
界
」
で
は
，
近
代
化
の
前
の
各
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
，
例
え
ば
ア
ジ
ア
を
舞
台
と
す
る
日
本
と
世
界
の
商
業
や
交
易
に
触
れ
導
入
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

＊
上
記
（
ま
と
め
）
は
，
中
学
校
ま
で
の
既
習
事
項
を
主
に
活
用
し
な
が
ら
，
歴
史
の
大
き
な
転
換
が
現
在
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
考
察
す
る
単
元
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

〔
考
察
を
深
め
る
問
い
の
事
例
〕
（
例
）
a～
ｂ
な
ど
を
中
心
と
し
て

・
日
本
・
世
界
は
ど
の
よ
う
に
結
び
付
い
た
か

・
工
業
化
と
政
治
変
革
は
何
を
も
た
ら
し
た
か

・
日
本
，
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か

（
ま
と
め
/
基
軸
と
な
る
問
い
）
社
会
の
近
代
化
は
何
を
も
た
ら
し
た

か
な
ど

〔
考
察
を
深
め
る
問
い
の
事
例
〕
（
例
）
a～
ｃ
な
ど
を
中
心
と
し
て

・
な
ぜ
政
治
参
加
と
文
化
活
動
が
拡
大
し
た
か

・
な
ぜ
戦
争
が
す
べ
て
の
人
々
を
巻
き
込
む
も
の
に
な
っ
た
か

・
大
戦
を
経
て
，
ど
の
よ
う
に
社
会
は
変
わ
っ
た
か

（
ま
と
め
/
基
軸
と
な
る
問
い
）
）
社
会
の
大
衆
化
は
何
を
も
た
ら

し
た
か
な
ど

〔
考
察
を
深
め
る
問
い
の
事
例
〕
（
例
）
a～
e
の
い
く
つ
か
か
ら

・
冷
戦
構
造
の
変
化
は
何
を
も
た
ら
し
た
か

・
冷
戦
終
結
後
も
，
な
ぜ
地
域
紛
争
は
続
く
の
か

・
日
本
は
国
際
社
会
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
か

（
ま
と
め
/
基
軸
と
な
る
問
い
）
）
国
際
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
新

た
に
何
を
も
た
ら
し
た
か
，
あ
な
た
は
ど
ん
な
日
本
/
世
界
を
求
め

る
か
な
ど

・
・

18
世
紀
後

半
～
現
在

・
・

19
世
紀
後

半
～
現
在

・
・

20
世
紀
後

半
～
現
在
・
・

・
産
業
社
会
と
国
民
国

家
を
形
成
す
る
動
き
が

み
ら
れ
、
社
会
が
大
き

く
変
化
し
は
じ
め
た
。

・
大
衆
の
参
加
の
拡

大
が
社
会
全
体
の

在
り
方
を
規
定
す
る

よ
う
に
な
り
は
じ
め

た
。

・
人
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情

報
等
が
国
境
を
越

え
て
一
層
流
動
す
る

よ
う
に
な
り
は
じ
め

た
。

〔
単
元
例
〕

○
大
衆
社
会
の
形
成
，
社
会
運
動
の
高
ま
り

○
国
際
紛
争
と
国
際
協
調

○
大
戦
後
の
世
界
・
日
本

な
ど

（
ま
と
め
）
歴
史
と
現
在
②
～
大
衆
社
会

●
歴
史
の
扉
～
歴
史
を
な
ぜ
学
ぶ
か
，
ど
う
学
ぶ
か
～
（
例
：
歴
史
と
現
在
～
現
代
的
な
諸
課
題
）

取
り
上
げ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
題
材

…
ア
ジ
ア
域
内
貿
易
，
産
業
/
市
民
革
命
，
近
代

科
学
，
立
憲
政
治
，
議
会
制
民
主
主
義
（
代
議
制

民
主
主
義
）
，
資
本
/
社
会
主
義
，
明
治
維
新
，
国

民
国
家
，
国
民
文
化
，
政
党
政
治
，
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ

ム
，
消
費
社
会
，
マ
ス
コ
ミ
，
教
育
，
移
民
，
帝
国

主
義
，
総
力
戦
，
植
民
地
，
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
，

国
際
協
調
，
世
界
/
昭
和
恐
慌
，
全
体
主
義
，
冷

戦
，
地
域
紛
争
，
地
域
統
合
，
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
，

難
民
，
高
度
経
済
成
長
，
多
国
籍
企
業
，
市
場
経

済
，
情
報
通
信
技
術
（
IC
T
）
…
な
ど

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
の
改
訂
の
方
向
性
①
（
案
）

○
社
会
的
事
象
の
歴
史
的
な
見
方
・
考
え
方
を
用

い
て
学
ぶ
方
法
（
例
）

・
時
期
，
推
移
や
変
化
に
着
目
し
て
，

⇒
事
象
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連

を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
な
ど

歴
史
の
学
び
方
（
例
）

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
社
会
に
主
体
的
に
生
き
る
平
和
で
民
主
的
な
国
家
及
び
社
会
の
有
為
な
形
成
者
」
を
育
成
す
る
た
め
に

○
世
界
と
そ
の
中
に
お
け
る
日
本
を
広
く

相
互
的
な
視
野
か
ら
捉
え
て
，
近
現
代
の

歴
史
を
理
解
す
る
科
目

○
歴
史
の
大
き
な
転
換
に
着
目
し
、
単
元
の
基
軸

と
な
る
問
い
を
設
け
，
資
料
を
活
用
し
な
が
ら
，
歴

史
の
学
び
方
（
「
類
似
・
差
異
」
「
因
果
関
係
」
に
着

目
す
る
等
）
を
習
得
す
る
科
目

○
歴
史
の
推
移
や
変
化
を
踏
ま
え
，
課
題
の

解
決
を
視
野
に
入
れ
て
，
現
代
的
な
諸
課
題

の
形
成
に
関
わ
る
近
現
代
の
歴
史
を
考
察
す

る
科
目

学
習
内
容

の
焦
点
化

・
比
較
し
て
相
違
や
共
通
性
な
ど
を
明
確
に
し
，

・
因
果
関
係
な
ど
事
象
相
互
の
関
連
性
に
留

意
し
て
，

科 目 の

特 徴

*
「
近
代
化
」
「
大
衆
化
」
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
と
い
っ
た
近
現
代

の
歴
史
の
大
き
な
転
換
に
着
目
す
る
際
に
は
、
欧
米
等
特
定
の
地

域
の
動
き
や
そ
れ
ら
の
動
き
が
歴
史
に
与
え
る
影
響
の
み
に
着
目

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
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○
世
界
と
そ
の
中
に
お
け
る
日
本
を

広
く
相
互
的
な
視
野
か
ら
捉
え
，
現

代
的
な
諸
課
題
の
形
成
に
関
わ
る

近
現
代
の
歴
史
の
理
解
，
諸
資
料

か
ら
情
報
を
効
果
的
に
収
集
す
る
・

読
み
取
る
・
ま
と
め
る
技
能

○
主
体
的
に
調
べ
分
か
ろ
う
と
し
て

課
題
を
意
欲
的
に
追
究
し
よ
う
と
し

た
り
，
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
を
視

野
に
世
界
と
そ
の
中
に
お
け
る
日
本

の
在
り
方
に
つ
い
て
歴
史
的
な
観
点

か
ら
意
欲
的
に
追
究
し
よ
う
し
た
り

す
る
態
度
な
ど

や
相
互
の
関
連
に
つ
い
て
，
概
念

等
を
活
用
し
て
多
面
的
・
多
角
的
に

考
察
し
た
り
，
歴
史
に
関
わ
る
諸
課

題
を
把
握
し
，
そ
の
解
決
に
向
け

て
構
想
し
た
り
す
る
力

・
現
行
中
学
校
社
会
科
の
歴
史
的
分
野
の
学
習
で
は
，
我
が
国
の
歴
史
の
大
き
な
流
れ
の
理
解
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
(各
時
代
の
特
色
を
捉
え
る
学
習
他
)

・
歴
史
の
大
き
な
転
換
に
着
目
し
，
単
元
の
基
軸
と
な
る
問
い
を
設
け
，
資
料
を
活
用
し
な
が
ら
，
歴
史
の
学
び
方
を
習
得
す
る
。

・
考
察
を
深
め
る
問
い
に
つ
い
て
は
，
取
り
上
げ
る
時
期
を
広
げ
て
設
定
し
た
り
，
多
様
な
地
域
を
視
野
に
入
れ
て
設
定
し
た
り
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

資
質
・
能
力

新
必
履
修
科
目
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）」

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
の
改
訂
の
方
向
性
②
（
案
）

現
行
歴
史
系

A
科
目

関
連
付
け

世
界
史
Ａ

1
世
界
史
へ
の

い
ざ
な
い

2
世
界
の
一
体
化
と

日
本

3
地
球
社
会
と
日
本

日
本
史
Ａ

1
私
た
ち
の
時
代
と

歴
史

2
近
代
の
日
本
と 世
界

3
現
代
の
日
本
と 世
界

中
学
校
社
会
科
の
学
習
を
振
り
返
り
，
現
代
的
な
諸
課
題

の
形
成
に
関
わ
る
近
現
代
の
歴
史
を
題
材
に
，
歴
史
を
学

ぶ
意
義
や
歴
史
の
学
び
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
な
ど

○
歴
史
の
扉

○
大
衆
化
と
私
た
ち

大
衆
の
社
会
参
加
の
拡
大
を
背
景
と
し
て
人
々
の
生
活

や
社
会
，
国
際
関
係
の
在
り
方
が
変
化
し
た
こ
と
を
扱

い
，
現
代
的
な
諸
課
題
の
形
成
に
関
わ
る
近
現
代
の
歴

史
の
諸
事
象
に
つ
い
て
考
察
す
る
な
ど

○
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
私
た
ち

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
社
会
を
背
景
と
し
て
人
々
の

生
活
や
社
会
，
国
際
関
係
の
在
り
方
が
変
化
し
た
こ
と

を
扱
い
，
現
代
社
会
を
理
解
し
，
持
続
可
能
な
社
会
の

在
り
方
を
展
望
す
る
な
ど

〔
参
考
〕

取
り
上
げ
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る

題
材

…
ア
ジ
ア
域
内

貿
易
，
産
業
/
市

民
革
命
，
近
代
科

学
，
立
憲
政
治
，

議
会
制
民
主
主

義
（
代
議
制
民
主

主
義
）
，
資
本
/
社

会
主
義
，
明
治
維

新
，
政
党
政
治
，

国
民
国
家
，
国
民

文
化
，
ジ
ャ
ポ
ニ

ズ
ム
，
消
費
社
会

，
マ
ス
コ
ミ
，
教
育

，
移
民
，
帝
国
主

義
，
総
力
戦
，
植

民
地
，
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
，
国
際

協
調
，
世
界
/
昭

和
恐
慌
，
全
体
主

義
，
冷
戦
，
地
域

紛
争
，
地
域
統
合

，
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
，
難
民
，
高
度

経
済
成
長
，
多
国

籍
企
業
，
市
場
経

済
，
情
報
通
信
技

術
（
IC
T
）
…
な
ど

「
自
由
と

制
限
」

「
富
裕
と

貧
困
」

「
統
合
と

分
化
」

「
開
発
と

保
全
」

な
ど

現
代
的
な
諸
課
題

に
つ
な
が
る
歴
史

的
な
状
況
（
例
）

「
対
立
と

協
調
」

世
界
と
そ
の
中
に
お
け

る
日
本
を
広
く
相
互
的
な

視
野
か
ら
捉
え
て
，
現
代

的
な
諸
課
題
の
形
成
に

関
わ
る
近
現
代
の
歴
史

を
考
察
す
る
科
目

○
諸
事
象
等
の
意
味
や
意
義
，
特
色

○
近
代
化
と
私
た
ち

近
代
化
の
前
の
各
地
域
の
状
況
（
例
え
ば
ア
ジ
ア
を
舞

台
と
す
る
日
本
と
世
界
の
商
業
や
交
易
な
ど
）
に
つ
い

て
触
れ
導
入
と
し
，
産
業
社
会
と
国
民
国
家
の
形
成
を

背
景
と
し
て
人
々
の
生
活
や
社
会
の
在
り
方
が
変
化
し

た
こ
と
を
扱
い
，
現
代
的
な
諸
課
題
の
形
成
に
関
わ
る

近
現
代
の
歴
史
の
諸
事
象
に
つ
い
て
考
察
す
る
な
ど

社 会 的 事 象 の 歴 史 的 な 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ て 右 の 資 質 ・ 能 力 を 育 む
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○
歴

史
の

展
開

と
資

料
-
原

始
・
古

代
の

日
本

と
東

ア
ジ

ア
-

考
古
資
料
や
文
献
資
料
を
踏
ま
え
て
歴
史
が
叙
述
さ
れ
る
こ
と
等
の
理
解
を
も
と
に
，
原
始
・
古
代
の
社
会
や
文
化

の
特
色
を
国
際
環
境
と
関
連
付
け
て
考
察

し
課

題
を

追
究
す
る
。

<探
究

例
>纏

向
（
ま

き
む

く
）
遺

跡
の

多
様

な
地

域
的

特
色

を
持

つ
遺

物
の

資
料

か
ら

王
権

の
特

徴
を

考
察

し
た

り
，

東
大

寺
盧

舎
那

仏
の

建
造

技
術

，
国

際
的

な
仏

教
文

化
，

国
家

関
係

等
か

ら
律

令
国

家
の

特
徴

を
考

察
し

た
り

す
る

活
動

な
ど

○
歴

史
の

展
開

と
説

明
-
近

世
の

日
本

と
世

界
-

○
歴

史
の

展
開

と
説

明
-
近

世
の

日
本

と
世

界
-

え
，

政
策

や
法

令

歴
史
事
象
の
多
様
な
解
釈
を
根
拠
や
論
理
を
踏
ま
え
て
説
明
す
る
活
動
等
を
通
し
て
，
近
現
代
の
直
接
の
前
史
と

し
て
の
近
世
社
会
に
つ
い
て
，
そ
の
安
定
と
動
揺
，
変
化
へ
の
胎
動
な
ど
に
つ
い
て
考
察

し
課

題
を

追
究
す
る
。

<探
究

例
>綱

吉
政

権
や

田
沼

政
治

な
ど

に
つ

い
て

，
グ

ル
ー

プ
で

当
時

の
幕

府
の

法
令

な
ど

を
読

み
解

き
，

特
徴

を
捉

え
，

政
策

や
法

令
の

歴
史

的
な

評
価

を
考

察
し

，
資

料
に

基
づ

い
て

根
拠

を
説

明
し

た
り

す
る

活
動

な
ど

○
歴

史
の

展
開

と
解

釈
-
中

世
の

日
本

と
東

ア
ジ

ア
-

諸
資
料
を
活
用
し
て
諸
事
象
の
意
味
や
意
義
を
解
釈
す
る
活
動
等
を

や
，

絵
画

資
料

等
を

利
用

し
て

寺
社

と
産

業
，

都
市

の
発

達
と

の
関

係
や

現
代

へ
の

影
響

を
考

察
し

た
り

す
る

活
動

諸
資
料
を
活
用
し
て
諸
事
象
の
意
味
や
意
義
を
解
釈
す
る
活
動
等
を
通
し
て
，
中
世
の
分
立
す
る
権
力
の
在
り
方
や
，

社
会
変
動
や
文
化
の
主
体
の
多
様
化
な
ど
に
つ
い
て
，
国
際
環
境
と
関
連
付
け
て
考
察

し
課

題
を

追
究
す
る
。

<探
究

例
>倭

寇
の

絵
画

資
料

か
ら

活
動

を
読

み
取

り
外

交
や

政
権

に
与

え
た

影
響

を
考

察
し

た
り

，
現

代
と

過
去

の
地

図
，

絵
画

資
料

等
を

利
用

し
て

寺
社

と
産

業
，

都
市

の
発

達
と

の
関

係
や

現
代

へ
の

影
響

を
考

察
し

た
り

す
る

活
動

な
ど

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
日
本
史
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
（
案
）

現
行

日
本

史
B

科
目

＜
参
考
＞

○
前

近
代

で
は

，
「
歴

史
総

合
（
仮

称
）
」
で

育
ん

だ
歴

史
の

学
び

方
を

一
層

高
め

る
た

め
，

多
様

な
資

料
を

効
果

的
に

活
用

し
て

歴
史

を
解

釈
，

説
明

す
る

力
を

段
階

的
に

成
長

さ
せ

て
歴

史
を

考
察

し
表

現
す

る
。

継
承

や
変

化
に

着
目

し
て

，
近

現
代

に
つ

な
が

る
各

時
代

の
展

開
や

，
我

が
国

の
伝

統
や

文
化

へ
の

理
解

を
深

め
る

。
○

近
現

代
で

は
，

「
歴

史
総

合
（
仮

称
）
」
で

獲
得

し
た

知
識

や
概

念
，

前
近

代
の

学
習

で
成

長
さ

せ
た

歴
史

を
解

釈
，

説
明

す
る

力
を

活
用

し
，

地
域

と
日

本
，

世
界

の
相

互
の

関
係

を
捉

え
，

現
代

に
つ

な
が

る
諸

課
題

を
多

面
的

・
多

角
的

に
考

察
す

る
。

「
歴

史
総

合
（
仮

称
）
」
で

獲
得

し
た

概
念

等
に

加
え

，
さ

ら
に

考
察

を
深

め
る

た
め

に
必

要
な

歴
史

的
な

概
念

等
を

習
得

す
る

。

新
必
履
修
科
目

「
歴
史
総
合
(仮
称
)」

(3
) 
近

世
の

日
本

と
世

界
ア

歴
史

の
説

明

イ
近

世
国

家
の

形
成

ウ
産

業
経

済
の

発
展

と
幕

藩
体

制
の

変
容

(1
) 
原

始
・
古

代
の

日
本

と
東

ア
ジ

ア
ア

歴
史

と
資

料

イ
日

本
文

化
の

黎
明

と
古

代
国

家
の

形
成

ウ
古

代
国

家
の

推
移

と
社

会
の

変
化

(2
) 
中

世
の

日
本

と
東

ア
ジ

ア
ア

歴
史

の
解

釈

イ
中

世
国

家
の

形
成

ウ
中

世
社

会
の

展
開

(4
) 
近

代
日

本
の

形
成

と
世

界
ア

明
治

維
新

と
立

憲
体

制
の

成
立

イ
国

際
関

係
の

推
移

と
立

憲
国

家
の

展
開

ウ
近

代
産

業
の

発
展

と
近

代
文

化

(5
) 
両

世
界

大
戦

期
の

日
本

と
世

界
ア

政
党

政
治

の
発

展
と

大
衆

社
会

の
形

成

イ
第

一
次

世
界

大
戦

と
日

本
の

経
済

・
社

会

ウ
第

二
次

世
界

大
戦

と
日

本

(6
) 
現

代
の

日
本

と
世

界
ア

現
代

日
本

の
政

治
と

国
際

社
会

イ
経

済
の

発
展

と
国

民
生

活
の

変
化

ウ
歴

史
の

論
述

「歴
史

総
合

（仮
称

）」
で

習
得

し
た

歴
史

の
学

び
方

を
活

用
し

て
，
歴

史
に

関
わ

る
諸

事
象

の
意

味
や

意
義

等
を

広
く
深

く
考

察
し

探
究

す
る

科
目

資
質

・
能

力

○
よ

り
よ

い
社

会
の

実
現

を
視

野
に

，
歴

史
の

展
開

に
つ

い
て

の
総

合
的

な
理

解
を

踏
ま

え
，

地
域

や
日

本
，

世
界

の
在

り
方

を
意

欲
的

に
探

究
し

よ
う

と
す

る
態

度
な

ど

○
我

が
国

の
歴

史
の

展
開

に
つ

い
て

，
地

理
的

条
件

や
世

界
の

歴
史

，
歴

史
を

構
成

す
る

諸
要

素
・
諸

領
域

に
着

目
し

た
総

合
的

な
理

解
，

多
様

な
資

料
を

効
果

的
に

収
集

す
る

，
読

み
取

る
，

ま
と

め
る

技
能 ○

諸
事

象
の

意
味

や
意

義
，

特
色

や
相

互
の

関
連

に
つ

い
て

，
各

時
代

の
展

開
に

関
わ

る
概

念
等

を
活

用
し

て
多

面
的

・
多

角
的

に
考

察
し

た
り

，
歴

史
に

見
ら

れ
る

課
題

を
把

握
し

，
そ

の
解

決
に

向
け

て
構

想
し

た
り

す
る

力
必
履
修
科
目
で
学
ん
だ
概
念
な
ど
を
用
い
，
地
域
と
日
本
，
世
界
の
歴
史
の
相
互
の
関
係
を
地
域
の
資
料
等
を
活

用
し
て
捉
え
，
日
本
の
近
代
社
会
の
変
化
と
多
様
な
展
開
に
つ
い
て
考
察

し
課

題
を

追
究
す
る
。

<探
究

例
>地

域
の

養
蚕

業
の

盛
衰

の
背

景
を

調
べ

，
近

代
化

の
過

程
に

お
け

る
日

本
の

貿
易

や
世

界
の

需
要

，
国

内
の

産
業

構
造

の
変

化
な

ど
の

関
係

を
資

料
に

基
づ

い
て

考
察

し
説

明
す

る
活

動
な

ど

○
歴

史
の

展
開

と
構

造
-
近

代
の

地
域

・日
本

と
世

界
-

○
世

界
と

そ
の

中
に

お
け

る
日

本
を

広
く
相

互
的

な
視

野
か

ら
捉

え
て

，
近

現
代

の
歴

史
を

理
解

す
る

科
目

○
歴

史
の

推
移

や
変

化
を

踏
ま

え
，

課
題

の
解

決
を

視
野

に
入

れ
て

，
現

代
的

な
諸

課
題

の
形

成
に

関
わ

る
近

現
代

の
歴

史
を

考
察

す
る

科
目

○
歴

史
の

大
き

な
（
「
類

似
・
差

異
」

「
因

果
関

係
」
に

着
目

す
る

等
）
転

換
に

着
目

し
，

単
元

の
基

軸
と

な
る

問
い

を
設

け
，

資
料

を
活

用
し

な
が

ら
，

歴
史

の
学

び
方

を
習

得
す

る
科

目

「
歴

史
総

合
（仮

称
）
」で

獲
得

し
た

世
界

と
日

本
の

相
互

的
な

視
野

，
前

近
代

の
学

習
で

成
長

さ
せ

た
歴

史
を

解
釈

し
説

明
す

る
力

を
活

用

現
代
の
社
会
や
国
民
生
活
の
特
色
に
つ
い
て
国
際
環
境
と
関
連
付
け
て
考
察
し
，
適
切
な
主
題
を
設
け
，
根
拠
と

な
る
資
料
や
事
象
な
ど
歴
史
的
な
背
景
を
踏
ま
え
，
現
代
に
つ
な
が
る
諸
課
題
に
つ
い
て
論
述
す
る
。

<探
究

例
>高

度
成

長
期

の
公

害
，

近
代

の
鉱

毒
事

件
な

ど
の

状
況

や
対

策
を

資
料

か
ら

捉
え

，
地

球
環

境
へ

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
，

そ
れ

ら
の

歴
史

を
踏

ま
え

た
現

在
の

日
本

に
期

待
さ

れ
る

役
割

な
ど

に
つ

い
て

論
述

す
る

な
ど

○
歴

史
の

展
開

と
論

述
-
現

代
の

日
本

と
世

界
-

諸 資 料 に 基 づ き 、 地 理 的 条 件 や 世 界 の 歴 史 と 関 連 付 け て 展 開

「
日

本
史

探
究

(仮
称

)」

社 会 的 事 象 の 歴 史 的 な 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ て 右 の 資 質 ・ 能 力 を 育 む

「
歴

史
総

合
（
仮

称
）
」
を

踏
ま

え
た

前
近

代
を

学
ぶ

視
座

○
近

代
以

前
の

多
様

で
複

合
的

な
社

会
○

近
代

以
前

の
東

ア
ジ

ア
等

と
の

交
流

○
大

衆
化

以
前

の
身

分
や

階
層

社
会

な
ど
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「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
を
踏
ま
え
た
前
近
代
を
学
ぶ
視
座
：
○
近
代
化
以
前

の
多
様
で
複
合
的
な
社
会
，
○
大
衆
化
以
前
の
身
分
や
階
層
社
会
な
ど

(2
)諸
地
域
世
界
の
形
成

ア
西
ア
ジ
ア
世
界
・
地
中
海
世
界

イ
南
ア
ジ
ア
世
界
・
東
南
ア
ジ
ア
世
界

ウ
東
ア
ジ
ア
世
界
・
内
陸
ア
ジ
ア
世
界

エ
時
間
軸
か
ら
み
る
諸
地
世
界

現
行
世
界
史
B
科
目

(3
)諸
地
域
世
界
の
交
流
と
再
編

ア
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
形
成
と
拡
大

イ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
形
成
と
展
開

ウ
内
陸
ア
ジ
ア
の
動
向
と
諸
地
域
世
界

エ
空
間
軸
か
ら
み
る
諸
地
域
世
界

(1
)世
界
史
へ
の
扉

資
質
・
能
力

(4
)諸
地
域
世
界
の
結
合
と
変
容

ア
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
繁
栄
と
日
本

イ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
拡
大
と
大
西
洋
世
界

ウ
産
業
社
会
と
国
民
国
家
の
形
成

エ
世
界
市
場
の
形
成
と
日
本

オ
資
料
か
ら
よ
み
と
く
歴
史
の
世
界

○
近
現
代
で
は
，
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
獲
得
し
た
概
念
等
，
前
近
代
の
学
習
で
成
長
さ
せ
た
歴
史
を
考
察
し
表

現
す
る
力
を
活
用
し
，
近
現
代
の
諸
地
域
世
界
の
関
係
性
や
多
元
的
な
相
互
依
存
関
係
を
捉
え
，
主
に
空
間
軸

（
ヨ
コ
）
の
変
化
に
着
目
し
て
，
現
代
に
つ
な
が
る
諸
課
題
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
。

(5
)地
球
世
界
の
到
来

ア
帝
国
主
義
と
社
会
の
変
容

イ
二
つ
の
世
界
大
戦
と
大
衆
社
会
の
出
現

ウ
米
ソ
冷
戦
と
第
三
世
界

エ
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
と
日
本

オ
資
料
活
用
し
て
探
究
す
る
地
球
世
界
の

課
題

○
諸
地
域
世
界
の
歴
史
的
特
質

諸
地
域
世
界
の
社
会
や
生
活
，
文
化
な
ど
の
多
様
性
を
扱
い
，
主
に
時
間
的
な
つ
な
が
り
に
着
目

し
て
，
歴
史
に
関
わ
る
諸
事
象
を
考
察
し
課
題
を
追
究
す
る

<
探
究
例
>
◇
仏
像
が
誕
生
し
日
本
に
伝
来
し
た
歴
史
を
整
理
し
地
図
上
で
わ
か
り
や
す
く
表
現
し

た
り
，
農
民
反
乱
や
人
の
移
動
と
，
気
候
の
変
化
を
関
連
付
け
て
説
明
し
た
り
す
る
活
動
な
ど

に
つ
い
て
，
世
界
の
歴
史

の
大
き
な
枠
組
み
に
関
す

る
概
念
等
を
活
用
し
て
多

面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
た

り
，
歴
史
に
見
ら
れ
る
課
題

を
把
握
し
，
そ
の
解
決
に
向

け
て
構
想
し
た
り
す
る
力

○
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
を

視
野
に
入
れ
て
，
世
界
や

日
本
の
在
り
方
を
意
欲
的

に
探
究
し
よ
う
と
す
る
態
度

な
ど

合新
必
履
修
科

目
「
歴
史
総

合
(仮
称
)」

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
世
界
史
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
（
案
）

＜
参
考
＞

○
世
界
の
歴
史
の
大
き
な

枠
組
み
と
展
開
に
つ
い
て
，

地
理
的
条
件
や
日
本
の
歴

史
と
関
連
付
け
た
理
解
，

諸
資
料
か
ら
世
界
の
歴
史

に
関
す
る
情
報
を
効
果
的

に
収
集
す
る
，
読
み
取
る
，

ま
と
め
る
技
能

○
諸
地
域
世
界
の
接
触
と
交
流

接
触
と
交
流
に
よ
り
複
合
性
を
強
め
る
諸
地
域
世
界
の
特
質
を
扱
い
，
主
に
空
間
的
な
つ
な
が
り

に
着
目
し
て
，
歴
史
に
関
わ
る
諸
事
象
を
考
察
し
課
題
を
追
究
す
る

<
探
究
例
>
◇
旅
行
家
の
記
録
を
読
み
諸
地
域
の
様
子
を
整
理
し
交
易
活
動
な
ど
を
地
図
を
用
い

て
ま
と
め
た
り
，
各
世
紀
の
地
図
を
作
成
し
時
代
像
を
発
表
し
た
り
す
る
活
動
な
ど

○
諸
地
域
世
界
の
結
合
と
再
編

結
合
と
再
編
に
よ
り
関
係
性
を
深
め
る
諸
地
域
世
界
の
特
質
を
扱
い
，
主
に
空
間
的
な
つ
な
が
り

の
拡
大
に
着
目
し
て
，
歴
史
に
関
わ
る
諸
事
象
を
考
察
し
課
題
を
追
究
す
る

<
探
究
例
>
◇
越
境
す
る
人
々
を
取
り
上
げ
そ
の
推
移
や
動
向
を
調
べ
時
代
の
変
化
を
ま
と
め
た
り

，
こ
の
時
代
の
ポ
ス
タ
ー
や
風
刺
画
，
映
像
の
内
容
を
よ
み
と
り
そ
れ
ら
を
批
判
的
に
吟
味
し
意
見

交
換
し
た
り
す
る
活
動
な
ど

○
地
球
世
界
の
到
来

多
元
的
な
相
互
依
存
関
係
を
深
め
つ
つ
地
球
規
模
で
一
体
化
が
進
む
現
代
世
界
の
構
造
的
特

質
を
扱
い
，
歴
史
的
経
緯
を
踏
ま
え
て
，
人
々
が
協
調
し
共
存
で
き
る
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

に
つ
い
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
課
題
を
展
望
す
る

<
探
究
例
>
◇
現
代
的
な
諸
課
題
を
歴
史
的
に
探
究
す
る
主
題
を
生
徒
が
設
定
し
て
，
考
察
し
た

内
容
や
結
果
を
報
告
し
，
現
在
の
日
本
に
期
待
さ
れ
る
役
割
な
ど
に
つ
い
て
論
述
す
る
な
ど

諸 資 料 に 基 づ き 、 地 理 的 条 件 や 日 本 の 歴 史 と 関 連 付 け て 展 開

○
世
界
と
そ
の
中
に
お
け
る
日
本
を
広
く
相
互
的
な
視
野
か
ら
捉
え
て
，
近
現
代
の

歴
史
を
理
解
す
る
科
目
○
歴
史
の
推
移
や
変
化
を
踏
ま
え
，
課
題
の
解
決
を
視
野

に
入
れ
て
，
現
代
的
な
諸
課
題
の
形
成
に
関
わ
る
近
現
代
の
歴
史
を
考
察
す
る
科

目
○
歴
史
の
大
き
な
転
換
に
着
目
し
，
単
元
の
基
軸
と
な
る
問
い
を
設
け
，
資
料

を
活
用
し
な
が
ら
，
歴
史
の
学
び
方
（
「
類
似
・
差
異
」
「
因
果
関
係
」
に
着
目
す
る
等
）

を
習
得
す
る
科
目

○
世
界
の
歴
史
に
関
わ

る
諸
事
象
等
の
意
味
や
意

義
，
特
色
や
相
互
の
関
連

「歴
史
総
合
（仮
称
）」
で
習

得
し
た
歴
史
の
学
び
方
を

活
用
し
て
，
歴
史
に
関
わ

る
諸
事
象
の
意
味
や

意
義
等
を
広
く
深
く
考

察
し
探
究
す
る
科
目

社 会 的 事 象 の 歴 史 的 な 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ て 右 の 資 質 ・ 能 力 を 育 む

「
世
界
史
探
究
(仮
称
)」

○
前
近
代
で
は
，
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
育
ん
だ
歴
史
の
学

び
方
を
生
か
し
て
，
諸
資
料
を
効
果
的
に
活
用
し
て
歴
史
を

考
察
し
表
現
す
る
。
近
現
代
に
つ
な
が
る
諸
地
域
世
界
の
文

化
の
多
様
性
や
複
合
性
を
扱
い
，
時
間
軸
（
タ
テ
）
と
空
間
軸

（
ヨ
コ
）
の
変
化
に
着
目
し
て
理
解
す
る
。

「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
獲
得
し
た
世
界
と
日
本
に
関
わ
る
相
互
的
な
視
野
，

前
近
代
の
学
習
で
成
長
さ
せ
た
歴
史
を
考
察
し
表
現
す
る
力
を
活
用
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(1
)現
代
世
界
の
特
色
と

諸
課
題
の
地
理
的
考
察

(2
)生
活
圏
の
諸
課
題

の
地
理
的
考
察

(1
)現
代
世
界
の
特
色
と

諸
課
題
の
地
理
的
考
察

(2
)生
活
圏
の
諸
課
題

の
地
理
的
考
察

ア
地
球
儀
や
地
図
か
ら
と
ら
え
る

現
代
世
界

イ
世
界
の
生
活
・
文
化
の
多
様
性

ウ
地
球
的
課
題
の
地
理
的
考
察

ア
日
常
生
活
と
結
び
付
い
た
地
図

イ
自
然
環
境
と
防
災

ウ
生
活
圏
の
地
理
的
な
諸
課
題
と

地
域
調
査

地
理
A

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
地
理
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
（
案
）

資
質
・
能
力

現
行
地
理
A
科
目

新
必
履
修
科
目

⇒
以
降
の
地
理
学
習
等
の
基
盤
と
な
る
よ
う
，
地
理
を
学
ぶ
意
義
等

を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
地
図
や
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
ＩＳ
）
な

ど
に
関
わ
る
汎
用
的
な
地
理
的
技
能
を
身
に
付
け
る
。

⇒
自
然
と
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
の
調
和
を
図
っ
た
，
世
界
の
多
様

性
の
あ
る
生
活
・
文
化
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

⇒
地
球
規
模
の
諸
課
題
と
そ
の
解
決
に
向
け
た
国
際
協
力
の
在
り

方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

⇒
日
本
国
内
や
地
域
の
自
然
環
境
と
自
然
災
害
と
の
関
わ
り
や
，

そ
こ
で
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

⇒
生
活
圏
の
課
題
を
，
観
察
や
調
査
・
見
学
等
を
取
り
入
れ
た
授

業
を
通
じ
て
捉
え
，
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
改
善
，

解
決
策
を
探
究
す
る
。

ア
生
活
・
文
化
の
多
様
性
と
国
際
理
解

イ
地
球
的
な
諸
課
題
と
国
際
協
力

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

に
求
め
ら
れ
る
地
理
科
目

⑶
防
災
と
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

ア
自
然
環
境
と
災
害
対
応

イ
生
活
圏
の
調
査
と
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

Ｇ
Ｉ
Ｓ

グ
ロ
ー
バ
ル

防
災

Ｅ
Ｓ
Ｄ

「
地
理
総
合
」
(仮
称
)

○
地
球
規
模
の
自
然
シ
ス
テ
ム

や
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
に

関
す
る
理
解
，
地
理
に
関
す

る
情
報
を
効
果
的
に
調
べ
ま
と

め
る
技
能

な
ど

○
地
理
に
関
わ
る
諸
事
象
等
の

意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互

の
関
連
に
つ
い
て
，
地
域
等

の
枠
組
み
の
中
で
概
念
等
を

活
用
し
て
多
面
的
・
多
角
的

に
考
察
し
た
り
，
地
域
に
み
ら

れ
る
課
題
を
把
握
し
，
そ
の
解

決
に
向
け
て
構
想
し
た
り
す
る

力
な
ど

○
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
向

け
て
，
地
球
的
，
地
域
的
課
題

を
意
欲
的
に
追
究
し
よ
う
と
す

る
態
度

な
ど

⑵
国
際
理
解
と
国
際
協
力

⑴
地
図
と
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
社
会
に
主
体
的
に
生
き
る
平
和
で
民
主
的
な
国
家
及
び
社
会
の
有
為
な
形
成
者
」
を
育
成
す
る
た
め
に

○
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
，
環
境
条

件
と
人
間
の
営
み
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
て
現

代
の
地
理
的
な
諸
課
題
を
考
察
す
る
科
目

○
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
座
か
ら
国
際
理
解
や
国
際

協
力
の
在
り
方
を
，
地
域
的
な
視
座
か
ら
防
災

な
ど
の
諸
課
題
へ
の
対
応
を
考
察
す
る
科
目

○
地
図
や
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
ＩＳ
）
な
ど
を

用
い
る
こ
と
で
，
汎
用
的
で
実
践
的
な
地
理
的

技
能
を
習
得
す
る
科
目

科 目 の 特 徴

社 会 的 事 象 の 地 理 的 な 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ て 右 の 資 質 ・ 能 力 を 育 む
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高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
地
理
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
（
案
）

「
地
理
総
合
（
仮
称
）
」
は
，
主
題
を
基
に
課
題
解
決
的
な
学
習
に
よ
り
，
社
会
で
生
き
て
働
く
地
理
的
実
践
力
の
育
成
の
場
と
し
て
，

「
地
理
探
究
（
仮
称
）
」
は
，
地
理
総
合
で
習
得
し
た
地
理
的
な
技
能
，
見
方
・
考
え
方
を
基
に
，
世
界
の
諸
事
象
の
規
則
性
や
傾
向
性

な
ど
を
系
統
的
に
，
世
界
の
諸
地
域
の
構
造
や
変
容
な
ど
を
地
誌
的
に
考
察
し
た
上
で
，
現
代
日
本
に
求
め
ら
れ
る
国
土
像
の
在
り
方

に
つ
い
て
構
想
す
る
こ
と
に
よ
り
，
高
等
教
育
で
の
学
び
に
も
繋
が
る
本
格
的
な
地
理
的
探
究
の
場
と
し
て
構
成
す
る
。

(1
)様
々
な
地
図
と

地
理
的
技
能

(2
)現
代
世
界
の

系
統
地
理
的
考
察

(3
)現
代
世
界
の

地
誌
的
考
察

ア
地
理
情
報
と
地
図

イ
地
図
の
活
用
と
地
域
調
査

ア
自
然
環
境

イ
資
源
，
産
業

ウ
人
口
，
都
市
・
村
落

エ
生
活
文
化
，
民
族
・
宗
教

ア
現
代
世
界
の
地
域
区
分

イ
現
代
世
界
の
諸
地
域

ウ
現
代
世
界
と
日
本

移
行

拡
充

地
理
B

現
行
地
理
B
科
目

新
必
履
修
科
目

「
地
理
総
合
(仮
称
)」

⑴
地
図
と
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用

⑵
国
際
理
解
と
国
際
協
力

⑶
防
災
と
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

⇒
(1
)(
2
)で
学
ん
だ
世
界
の
諸
課
題
に
対
す
る
系
統
地
理
的
・
地
誌
的
な
考
察
を
踏
ま

え
，
我
が
国
が
抱
え
る
地
理
的
な
諸
課
題
を
探
究
す
る
活
動
を
通
し
て
，
そ
の
解
決

の
方
向
性
や
将
来
の
在
る
べ
き
国
土
像
や
地
域
像
に
つ
い
て
展
望
す
る
。

地
理
探
究
（
仮
称
）

⑶
現
代
日
本
に
求
め
ら
れ
る
国
土
像

⇒
地
域
の
概
念
，
地
域
区
分
の
意
義
を
考
察
し
，
実
際
に
地
域
を
区
分
す
る
。

⇒
地
誌
的
に
地
域
の
構
造
や
変
容
な
ど
を
考
察
す
る
。

⇒
地
域
な
ら
で
は
の
諸
課
題
と
地
球
的
課
題
の
関
連
性
を
追
究
す
る
。

⑵
現
代
世
界
の
地
誌
的
考
察

⇒
系
統
地
理
的
に
事
象
の
規
則
性
や
傾
向
性
な
ど
を
考
察
す
る
。

⇒
そ
れ
ぞ
れ
に
環
境
問
題
，
食
料
問
題
な
ど
の
関
連
諸
課
題
を
追
究
す
る
。

⑴
現
代
世
界
の
系
統
地
理
的
考
察

事
象
か
ら
の
ｱ
ﾌ
ﾟﾛ
ｰ
ﾁ

地
域
か
ら
の
ｱ
ﾌ
ﾟﾛ
ｰ
ﾁ

ア
自
然
環
境
イ
資
源
，
産
業
ウ
人
口
，
都
市
・
村
落

エ
生
活
文
化
，
民
族
・
宗
教
オ
観
光
，
交
通
・
通
信
等

ア
現
代
世
界
の
地
域
区
分

イ
現
代
世
界
の
諸
地
域

総
合
的
な
ｱ
ﾌ
ﾟﾛ
ｰ
ﾁ

「地
理
総
合
（仮
称
）」
で
身
に
付

け
た
学
習
の
成
果
を
活
用
し
探

究
を
深
め
る
科
目

資
質
・
能
力

○
世
界
の
空
間
的
な
諸
事

象
の
規
則
性
，
傾
向
性

や
，
世
界
の
諸
地
域
の

構
造
や
変
容
に
つ
い
て

の
理
解
，
地
理
に
関
す

る
情
報
を
効
果
的
に
調

べ
ま
と
め
る
技
能

な
ど

○
世
界
や
日
本
の
望
ま
れ

る
国
土
像
や
地
域
像
の

構
築
の
た
め
，
進
ん
で

参
加
し
貢
献
し
よ
う
と
す

る
態
度

な
ど

○
世
界
の
諸
事
象
を
系
統

地
理
的
に
考
察
す
る
力

や
，
世
界
の
諸
地
域
を

地
誌
的
に
考
察
す
る
力 な
ど

構 成 原 理

社 会 的 事 象 の 地 理 的 な 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ て 右 の 資 質 ・ 能 力 を 育 む

諸 資 料 に 基 づ き ， 歴 史 的 背 景 を 踏 ま え て 展 開
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高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
公
共
（
仮
称
）
」
の
改
訂
の
方
向
性
（
案
）

新
必
履
修
科
目
「
公
共
(仮
称
)」

(2
)自

立
し

た
主

体
と

し
て

国
家

・
社

会
の

形
成

に
参

画
し

、
他

者
と

協
働

す
る

た
め

に
⇒

小
・
中

学
校

社
会

科
で

習
得

し
た

知
識

等
を

基
盤

に
、

(1
)で

身
に

付
け

た
選

択
・
判

断
の

手
掛

か
り

と
な

る
考

え
方

や
公

共
的

な
空

間
に

お
け

る
基

本
的

原
理

等
を

活
用

し
て

現
実

社
会

の
諸

課
題

を
自

ら
見

出
し

、
考

察
、

構
想

す
る

と
と

も
に

、
協

働
の

必
要

な
理

由
、

協
働

を
可

能
と

す
る

条
件

、
協

働
を

阻
害

す
る

要
因

な
ど

に
つ

い
て

考
察

を
深

め
る

。
そ

の
際

、
公

共
的

な
空

間
を

支
え

る
様

々
な

制
度

の
改

善
を

通
じ

て
よ

り
よ

い
社

会
を

築
く
自

立
し

た
主

体
と

し
て

生
き

る
た

め
に

必
要

な
知

識
・
技

能
、

思
考

力
・
判

断
力

・
表

現
力

及
び

態
度

を
養

い
、

(3
)の

学
習

が
効

果

的
に

行
わ

れ
る

よ
う

課
題

意
識

の
醸

成
に

努
め

る
よ

う
に

す
る

。

多
様

な
契

約
、

メ
デ

ィ
ア

、
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

、
男

女
共

同
参

画
・
・
・

（
ア

～
エ

の
う

ち
二

つ
、

あ
る

い
は

三
つ

が
複

合
的

に
関

連
し

合
う

題
材

を
取

り
扱

う
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
）

※
様

々
な

主
体

と
な

る
個

人
を

支
え

る
家

族
・
家

庭
や

地
域

等
に

あ
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

⇒
世

代
間

協
力

・
交

流
、

自
助

・
共

助
・
公

助
等

に
よ

る
社

会
的

基
盤

の
強

化

家
族

・
家

庭
、

生
涯

の
生

活
の

設
計

や
消

費
生

活
等

に
関

す
る

個
人

を
起

点
と

し
た

自
立

し
た

主
体

と
な

る
力

を
育

む
家

庭
科

、
横

断
的

・
総

合
的

な
学

習
や

探
究

的
な

学
習

を
行

う
総

合
的

な
探

究
の

時
間

(仮
称

)な
ど

と
連

携

＜
題

材
の

例
＞

イ
経

済
的

主
体

と
な

る
私

た
ち

ア
政

治
的

主
体

と
な

る
私

た
ち

エ
様

々
な

情
報

の
発

信
・
受

信
主

体
と

な
る

私
た

ち
ウ

法
的

主
体

と
な

る
私

た
ち

財
政

と
税

、
社

会
保

障
、

市
場

経
済

の
機

能
と

限
界

、
雇

用
、

労
働

問
題

（
労

働
関

係
法

制
を

含
む

）
・
・
・

裁
判

制
度

と
司

法
参

加
・
・
・

消
費

者
の

権
利

や
責

任
、

契
約

・
・
・

情
報

モ
ラ

ル
・
・
・

政
治

参
加

、
世

論
の

形
成

、
地

方
自

治
、

国
家

主
権

（
領

土
を

含
む

）
、

国
際

貢
献

・
・
・

職
業

選
択

、
金

融
の

働
き

、
経

済
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

と
相

互
依

存
関

係
の

深
ま

り
・
・
・

ア
公

共
的

な
空

間
を

作
る

私
た

ち

イ
公

共
的

な
空

間
に

お
け

る
人

間
と

し
て

の
在

り
方

生
き

方

ウ
公

共
的

な
空

間
に

お
け

る
基

本
的

原
理

⇒
今

ま
で

受
け

継
が

れ
て

き
た

蓄
積

や
先

人
の

取
組

、
知

恵
な

ど
を

踏
ま

え
、

①
「
様

々
な

立
場

や
文

化
等

を
背

景
に

し
て

社
会

が
成

立
し

て
い

る
こ

と
」
、

②
「
「
自

立
し

た
主

体
と

は
何

か
」
を

問
い

、
自

ら
を

成
長

さ
せ

る
こ

と
や

、
対

話
を

通
じ

て
お

互
い

を
理

解
し

高
め

合
う

こ
と

」
の

両
者

に
よ

っ
て

公
共

的
な

空
間

を
作

り
出

し
て

い
く
こ

と
に

つ
い

て
学

ぶ
。

⇒
社

会
に

参
画

し
、

他
者

と
協

働
す

る
倫

理
的

主
体

と
し

て
、

行
為

の
善

さ
を

個
人

が
判

断
す

る
た

め
の

手
掛

か
り

と
な

る
、

①
「
そ

の
行

為
の

結
果

で
あ

る
、

個
人

や
社

会
全

体
の

幸
福

を
重

視
す

る
考

え
方

」
と

②
「
そ

の
行

為
の

動
機

と
な

る
人

間
的

責
務

と
し

て
の

公
正

な
ど

を
重

視
す

る
考

え
方

」
に

つ
い

て
理

解
さ

せ
る

。
そ

の
際

、
行

為
の

結
果

に
つ

い
て

、
多

面
的

・
多

角
的

に
考

え
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
こ

と
な

ど
の

留
意

点
に

つ
い

て
も

指
導

す
る

。

⇒
個

人
と

社
会

と
の

関
わ

り
に

お
い

て
、

個
人

の
尊

重
を

前
提

に
、

人
間

の
尊

厳
と

平
等

、
協

働
の

利
益

と
社

会
の

安
定

性
の

確
保

を
と

も
に

図
る

こ
と

な
ど

の
公

共
的

な
空

間
に

お
け

る
基

本
的

原
理

に
つ

い
て

理
解

さ
せ

る
。

そ
の

際
、

民
主

主
義

、
法

の
支

配
、

自
由

・
権

利
と

責
任

・
義

務
、

相
互

承
認

な
ど

を
取

り
上

げ
る

。

(1
) 

「
公

共
」
の

扉

選
挙

管
理

委
員

会
、

消
費

者
セ

ン
タ

ー
、

弁
護

士
、

N
P

O
な

ど

(3
)持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に
⇒

(1
)で

身
に

付
け

た
選

択
・
判

断
の

手
掛

か
り

と
な

る
考

え
方

や
公

共
的

な
空

間
に

お
け

る
基

本
的

原
理

等
を

活
用

す
る

と
と

も
に

、
(2

)で
行

っ
た

課
題

追
究

的
な

学
習

で
扱

っ
た

現
実

社
会

の
諸

課
題

へ
の

関
心

を
一

層
高

め
、

個
人

を
起

点
と

し
て

、
自

立
、

協
働

の
観

点
か

ら
、

今
ま

で
受

け
継

が
れ

て
き

た
蓄

積
や

先
人

の
取

組
、

知
恵

な
ど

を
踏

ま
え

つ
つ

多
様

性
を

尊
重

し
、

合
意

形
成

や
社

会
参

画
を

視
野

に
入

れ
な

が
ら

持
続

可
能

な
地

域
、

国
家

・
社

会
、

国
際

社
会

づ
く
り

に
向

け
た

役
割

を
担

う
主

体
と

な
る

こ
と

に
つ

い
て

探
究

を
行

う
。

ア
地

域
の

創
造

へ
の

主
体

的
参

画
イ

よ
り

よ
い

国
家

・
社

会
の

構
築

へ
の

主
体

的
参

画
ウ

国
際

社
会

へ
の

主
体

的
参

画

<題
材

の
例

>
公

共
的

な
場

づ
く
り

や
安

全
を

目
指

し
た

地
域

の
活

性
化

、
受

益
と

負
担

の
均

衡
や

世
代

間
の

調
和

が
と

れ
た

社
会

保
障

、
文

化
と

宗
教

の
多

様
性

、
国

際
平

和
、

国
際

経
済

格
差

の
是

正
と

国
際

協
力

・
・
・

な
ど

に
つ

い
て

探
究

資
質

・
能

力

○
現

代
社

会
の

諸
課

題
を

捉
え

考
察

し
、

選
択

・
判

断
す

る
た

め
の

手
掛

か
り

と
な

る
概

念
や

理
論

の
理

解
、

及
び

諸
資

料
か

ら
、

倫
理

的
、

政
治

的
、

経
済

的
、

法
的

、
様

々
な

情
報

の
発

信
・
受

信
主

体
等

と
な

る
た

め
に

必
要

な
情

報
を

効
果

的
に

収
集

す
る

・
読

み
取

る
・
ま

と
め

る
技

能

○
選

択
・
判

断
す

る
た

め
の

手
掛

か
り

と
な

る
考

え
方

や
公

共
的

な
空

間
に

お
け

る
基

本
的

原
理

を
活

用
し

て
、

現
代

の
社

会
的

事
象

や
現

実
社

会
の

諸
課

題
の

解
決

に
向

け
て

、
事

実
を

基
に

協
働

的
に

考
察

し
、

合
意

形
成

や
社

会
参

画
を

視
野

に
入

れ
な

が
ら

構
想

し
た

こ
と

を
、

妥
当

性
や

効
果

、
実

現
可

能
性

な
ど

を
指

標
に

し
て

論
拠

を
基

に
議

論
す

る
力

○
現

代
社

会
に

生
き

る
人

間
と

し
て

の
在

り
方

生
き

方
に

つ
い

て
の

自
覚

、
我

が
国

及
び

国
際

社
会

に
お

い
て

国
家

及
び

社
会

の
形

成
に

積
極

的
な

役
割

を
果

た
そ

う
と

す
る

自
覚

な
ど

※
「
公

共
（
仮

称
）
」
に

お
い

て
は

、
教

科
目

標
の

実
現

を
見

通
し

た
上

で
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
観

点
か

ら
、

特
別

活
動

な
ど

と
連

携
し

、
経

済
、

法
、

情
報

発
信

な
ど

の
主

体
と

し
て

社
会

に
参

画
す

る
力

を
育

む
中

核
的

機
能

を
担

う
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

※
取

り
上

げ
る

事
象

に
つ

い
て

は
、

生
徒

の
考

え
が

深
ま

る
よ

う
様

々
な

見
解

を
提

示
す

る
こ

と
な

ど
が

求
め

ら
れ

る
。

そ
の

際
、

特
定

の
事

柄
を

強
調

し
す

ぎ
た

り
、

一
面

的
な

見
解

を
十

分
な

配
慮

な
く
取

り
上

げ
た

り
す

る
な

ど
、

特
定

の
見

方
や

考
え

方
に

偏
っ

た
取

扱
い

に
よ

り
、

生
徒

が
多

面
的

・
多

角
的

に
考

察
し

、
事

実
を

客
観

的
に

捉
え

、
公

正
に

判
断

す
る

こ
と

を
妨

げ
る

こ
と

の
な

い
よ

う
留

意
す

る
こ

と
。

ま
た

、
客

観
的

か
つ

公
正

な
資

料
に

基
づ

い
て

指
導

す
る

よ
う

留
意

す
る

こ
と

。

考
え

ら
れ

る
学

習
活

動
の

例

関
係

す
る

専
門

家
・
機

関

「
グ

ロ
ー

バ
ル

化
す

る
国

際
社

会
に

主
体

的
に

生
き

る
平

和
で

民
主

的
な

国
家

及
び

社
会

の
有

為
な

形
成

者
」
を

育
成

倫
理

的
主

体
と

な
る

私
た

ち

討
論

、
デ

ィ
ベ

ー
ト

、
模

擬
選

挙
、

模
擬

投
票

、
模

擬
裁

判
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
事

前
・

事
後

の
学

習
な

ど

⇒
自

立
し

た
主

体
と

は
、

孤
立

し
て

生
き

る
の

で
は

な
く
、

他
者

と
の

協
働

に
よ

り
国

家
や

社
会

な
ど

公
共

的
な

空
間

を
作

る
主

体
で

あ
る

と
い

う
こ

と
を

学
ぶ

と
と

も
に

、
選

択
・
判

断
す

る
た

め
の

手
掛

か
り

と
な

る
概

念
や

理
論

、
公

共
的

な
空

間
に

お
け

る
基

本
的

原
理

を
理

解
し

、
(2

)、
(3

)の
学

習
の

基
盤

を
養

う
。

人 間 と 社 会 の 在 り 方 に つ い て の 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ て 、 右 の 資 質 ・ 能 力 を 育 む

別
添

３
－
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(1
)現
代
に
生
き
る

自
己
の
課
題

(2
)人
間
と
し
て
の

在
り
方
生
き
方

(3
)現
代
と
倫
理

ア
人
間
と
し
て
の
自
覚

イ
国
際
社
会
に
生
き
る

日
本
人
と
し
て
の
自
覚

倫
理

現
行
公
民
科
目

＜
科
目
構
成
の
考
え
方
＞

・
新
必
履
修
科
目
「
公
共
（
仮
称
）
」
で
習
得
し
た
個
人
が
判
断
す
る
た
め
の
手
掛
か
り
と
な
る
考
え
方
を
基
盤
と
し
、
古
今
東
西
の
幅
広
い
知
的
蓄
積
を
通
し
て
よ
り
深
く
思

索
す
る
た
め
の
概
念
や
理
論
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
現
代
の
倫
理
的
諸
課
題
を
探
究
す
る
と
と
も
に
、
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
つ
い
て
よ
り
深
く
自
覚
し
、

人
格
の
完
成
に
向
け
て
自
己
の
生
き
方
の
確
立
を
図
り
、
他
者
と
共
に
生
き
る
主
体
を
育
む
「
倫
理
」
に
発
展
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
に
、
先
哲
の
思
想
を
個
別
に
取
り
上
げ
学

ぶ
の
で
は
な
く
、
倫
理
的
諸
価
値
に
つ
い
て
時
代
を
超
え
た
様
々
な
先
哲
に
よ
る
考
え
方
を
手
掛
か
り
と
し
て
「
考
え
る
倫
理
」
を
推
進
す
る
。

ア
現
代
に
生
き
る

人
間
と
し
て
の
倫
理

イ
現
代
の
諸
課
題
と
倫
理

⇒
現
代
に
生
き
る
人
間
の
倫
理
的
課
題
に
つ
い
て
思
索
を
深
め
、
論

理
的
思
考
力
を
身
に
付
け
、
自
己
の
生
き
方
の
確
立
を
図
り
、
他
者

と
共
に
生
き
る
主
体
を
育
む
た
め
に
探
究
す
る
。

（
課
題
例
）
自
然
・
科
学
に
関
わ
る
諸
課
題
と
倫
理
（
技
術
の
倫
理
・
医

療
の
倫
理
・
動
物
の
倫
理
な
ど
）
、
社
会
・
文
化
に
関
わ
る
諸
課
題
と
倫

理
（
福
祉
の
倫
理
・
宗
教
の
倫
理
・
平
和
の
倫
理
な
ど
）

⇒
自
己
の
生
き
方
を
見
つ
め
直
し
、
自
ら
の
悩
み
や
体
験
を
振
り
返
り
、

「
公
共
（
仮
称
）
」
で
取
り
扱
っ
た
社
会
と
の
関
わ
り
に
加
え
て
、
自
己

の
課
題
を
他
者
、
集
団
、
生
命
や
自
然
な
ど
と
の
関
わ
り
も
視
点
と
し

て
捉
え
、
様
々
な
先
哲
の
考
え
方
を
手
掛
か
り
と
し
て
よ
り
広
い
視

野
か
ら
多
面
的
・
多
角
的
に
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
つ
い

て
思
索
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人
と
し
て
の

在
り
方
生
き
方
に
つ
い
て
も
思
索
を
深
め
る
。

（
課
題
例
）
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
の
自
覚
（
人
間
観
（
愛
・
徳
）
・

倫
理
観
（
善
・
共
感
・
義
務
・
幸
福
・
正
義
）
・
世
界
観
（
真
理
・
存
在
）
・
宗

教
観
（
聖
）
・
芸
術
観
（
美
）
）
、
国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人
と
し
て
の

自
覚
（
人
間
観
・
倫
理
観
・
自
然
観
・
宗
教
観
・
芸
術
観
）

(1
)
自
己
の
課
題
と
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方

新
必
履
修
科
目

「
公
共
(仮
称
)」

⑴
「
公
共
」の
扉

⑴
「
公
共
」の
扉

⑵
自
立
し
た
主
体
と
し
て
国
家
・
社
会
の
形
成
に
参
画
し
、
他
者
と
協
働
す
る
た
め
に

⑵
自
立
し
た
主
体
と
し
て
国
家
・
社
会
の
形
成
に
参
画
し
、
他
者
と
協
働
す
る
た
め
に

⑶
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
主
体
と
な
る
た
め
に

⑶
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
主
体
と
な
る
た
め
に

資
質
・
能
力

○
現
代
の
諸
課
題
を
捉
え
、

よ
り
深
く
思
索
す
る
た

め
に
必
要
な
概
念
や
理

論
の
理
解
、
及
び
諸
資

料
か
ら
、
人
間
と
し
て

の
在
り
方
生
き
方
に
関

わ
る
情
報
を
効
果
的
に

収
集
す
る
・
読
み
取
る
・

ま
と
め
る
技
能

○
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
概
念
や
理
論
を
活
用

し
、
論
理
的
に
思
考
し
、

思
索
を
深
め
、
説
明
し

た
り
対
話
し
た
り
す
る

力

○
現
代
社
会
に
生
き
る
人

間
と
し
て
の
在
り
方
生

き
方
に
つ
い
て
の
よ
り

深
い
自
覚
な
ど

一
部
移
行

拡
充

「
倫
理
（
仮
称
）
」
の
改
訂
の
方
向
性
（
案
）

(2
)
現
代
の
諸
課
題
と
倫
理

探
究

【
学
習
活
動

の
例
】

・
我
が
国
を

含
む
古
今

東
西
の
先

哲
た
ち
の

基
本
的
な

考
え
方
を

手
掛
か
り
と

す
る
た
め
、

先
哲
の
原

典
の
口
語

訳
を
読
む

・
哲
学
に
関

わ
る
対
話

的
手
法
等

も
活
用

新
選
択
科
目
「
倫
理
（
仮
称
）
」

新
必
履
修
科
目
で
育

ま
れ
た
資
質
・能
力
を

活
用
し
、
思
索
を
深
め

る
科
目

人 間 と し て の 在 り 方 生 き 方 に つ い て の 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ て 、 右 の 資 質 ・ 能 力 を 育 む
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(1
)現

代
の

政
治

(2
)現

代
の

経
済

(3
)現

代
社

会
の

諸
課

題

ア
現
代
経
済
の 仕
組
み
と
特
質

イ
国
民
経
済
と
国
際
経
済

政
治
・
経
済

現
行

公
民

科
目

＜
科
目
構
成
の
考
え
方
＞

・
小
・
中
学
校
社
会
科
及
び
新
必
履
修
科
目
で
身
に
付
け
た
現
代
社
会
の
見
方
・
考
え
方
や
人
間
と
社
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
見
方
・
考
え
方
を
基
盤
に
、
新
必
履
修
科
目
で

習
得
し
た
選
択
・
判
断
す
る
た
め
の
手
掛
か
り
と
な
る
概
念
等
を
活
用
し
、
政
治
と
経
済
の
特
質
を
総
合
的
・
一
体
的
に
捉
え
る
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
よ
り
重

視
し
て
、
現
代
日
本
の
政
治
や
経
済
の
諸
課
題
や
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
役
割
な
ど
、
正
解
が
一
つ
に
定
ま
ら
な
い
現
実
社
会
の
諸
課
題
を
協
働
し
て
探
究
し
、
国
家
及

び
社
会
の
形
成
に
、
よ
り
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
主
体
を
育
む
「
政
治
・
経
済
」
に
発
展
さ
せ
る
。

ア
現
代
日
本
の

政
治
や
経
済
の
諸
課
題

イ
国
際
社
会
の

政
治
や
経
済
の
諸
課
題

新
選

択
科

目
「
政

治
・
経

済
（
仮

称
）
」

⇒
複

雑
な

国
際

政
治

・
経

済
の

特
質

を
総

合
的

・
一

体
的

に
捉

え
説

明
す

る
と

と
も

に
、

「
公

共
（
仮

称
）
」
で

取
り

扱
っ

た
我

が
国

と
国

際
社

会
へ

の
主

体
的

参
画

の
在

り
方

を
踏

ま
え

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
す

る
国

際
社

会
の

諸
課

題
に

つ
い

て
、

そ
の

解
決

に
向

け
て

広
く
深

く
探

究
す

る
。

（
課

題
例

）
国

際
平

和
と

人
類

の
福

祉
に

寄
与

す
る

日
本

の
役

割
、

国
際

経
済

格
差

の
是

正
と

国
際

協
力

、
地

球
環

境
と

資
源

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

・
・
・

(2
) 
グ

ロ
ー

バ
ル

化
す

る
国

際
社

会
の

諸
課

題

⇒
「
公

共
（
仮

称
）
」
で

取
り

扱
っ

た
法

や
民

主
政

治
、

現
代

経
済

に
つ

い
て

、
そ

れ
ら

を
構

成
す

る
様

々
な

専
門

領
域

を
深

く
追

究
し

、
複

雑
な

現
代

政
治

・
経

済
の

特
質

を
総

合
的

・
一

体
的

に
捉

え
説

明
す

る
と

と
も

に
、

現
代

日
本

の
政

治
や

経
済

の
諸

課
題

に
つ

い
て

、
そ

の
解

決
に

向
け

て
広

く
深

く
探

究
す

る
。

（
課

題
例

）
望

ま
し

い
政

治
の

仕
組

み
及

び
主

権
者

と
し

て
の

政
治

参
加

の
在

り
方

、
経

済
活

動
の

在
り

方
と

福
祉

の
向

上
の

関
連

、
少

子
高

齢
社

会
と

社
会

保
障

制
度

・
・
・

(1
) 
現

代
の

政
治

と
経

済
の

諸
課

題

⑴
「
公

共
」
の

扉

新
必

履
修

科
目

で
育

ま
れ

た
資

質
・能

力
を

活
用

し
、

社
会

形
成

に
向

か
う

科
目

⑵
自

立
し

た
主

体
と

し
て

国
家

・
社

会
の

形
成

に
参

画
し

、
他

者
と

協
働

す
る

た
め

に

⑶
持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に
⑶

持
続

可
能

な
社

会
づ

く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に

資
質

・
能

力

「
政
治
・
経
済
（
仮
称
）
」
の
改
訂
の
方
向
性
（
案
）

ア
民
主
政
治
の
基
本
原
理
と

日
本
国
憲
法

イ
現
代
の
国
際
政
治

○
正

解
が

一
つ

に
定

ま
ら

な
い

、
現

実
社

会
の

複
雑

な
諸

課
題

の
解

決
に

向
け

て
探

究
す

る
た

め
に

必
要

な
概

念
や

理
論

の
理

解
、

及
び

諸
資

料
か

ら
、

現
実

社
会

の
諸

課
題

の
解

決
に

必
要

な
情

報
を

効
果

的
に

収
集

す
る

・
読

み
取

る
・
ま

と
め

る
技

能

○
社

会
に

見
ら

れ
る

複
雑

な
課

題
を

把
握

し
、

説
明

す
る

と
と

も
に

、
身

に
付

け
た

判
断

基
準

を
根

拠
に

解
決

の
在

り
方

を
構

想
し

、
構

想
し

た
こ

と
の

妥
当

性
や

効
果

、
実

現
可

能
性

な
ど

を
踏

ま
え

て
議

論
し

、
合

意
形

成
や

社
会

形
成

に
向

か
う

力

○
我

が
国

及
び

国
際

社
会

に
お

い
て

、
国

家
及

び
社

会
の

形
成

に
、

よ
り

積
極

的
な

役
割

を
果

た
そ

う
と

す
る

自
覚

な
ど

探
究

探
究

【
学
習
活
動

の
例
】

・
複

雑
な

現
実

社
会

の
諸

課
題

を
取

り
扱

い
、

合
意

形
成

や
社

会
形

成
を

視
野

に
入

れ
な

が
ら

協
働

し
て

課
題

の
解

決
に

向
け

て
探

究
す

る

・
討

論
、

デ
ィ

ベ
ー

ト
な

ど
の

手
法

等
も

活
用

新
必
履
修
科
目

「
公
共
(仮
称
)」

社 会 の 在 り 方 に つ い て の 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ て 、 右 の 資 質 ・ 能 力 を 育 む
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内
容
の
枠
組
み

地
理
的
環
境
と
人
々
の
生
活

現
代
社
会
の
仕
組
み
や
働
き
と
人
々
の
生
活

歴
史
と
人
々
の
生
活

地
域

日
本

世
界

経
済
・
産
業

政
治

国
際
関
係

地
域

日
本

世
界

小 ３ ・ ４ 小 ５ 小 ６ 地 理 的 分 野 歴 史 的 分 野 公 民 的 分 野

現 行 学 習 指 導 要 領 に お け る

知 識 ・ 理 解 に 関 す る 目 標

小
・
中
学
校
社
会
科
に
お
け
る
内
容
の
枠
組
み
と
対
象
（
案
）

対
象

身
近
な
地
域
や

市
の
様
子

県
の
様
子

飲
料
水
，
電
気
，
ガ
ス
の
確
保

廃
棄
物
の
処
理

地
域
の
生
産
・
販
売

地
域
の
災
害
及
び

事
故
の
防
止

地
域
の
発
展
に
尽
く
し
た

先
人
の
開
発
事
例

文
化
財
や
年
中
行
事

昔
の
道
具
と
暮
ら
し

市
役
所
の
働
き
を
充
実

外
国
と
の
関
わ
り
を
充
実

再
構
造
化

国
際
交
流
を
充
実

市
役
所
の
働
き
を
充
実

文
化
，
宗
教
の
伝
来
，
戦
争
な
ど

我
が
国
の
政
治
の
働
き
，

日
本
国
憲
法

世
界
の
人
々
の
生
活

国
際
交
流
・
国
際
協
力

再
構
造
化

選
挙
の
扱
い
を
充
実

世
界
の
歴
史
地
図
を
活
用

再
構
造
化

我
が
国
の
歴
史
上
の
主
な
事
象

自
然
災
害
の
防
止

国
土
や
防
災
に
関
す
る
内
容
を
充
実

国
土
の
自
然
な
ど
の
様
子

我
が
国
の
農
業
や
水
産
業

我
が
国
の
工
業
生
産

情
報
産
業
と
情
報
化
し
た
社
会

福
祉
，
防
災
，
医
療
，
教
育

輸
入

貿
易

盛
ん
な
地
域

盛
ん
な
地
域

主
な
食
糧
生
産
物
の
分
布

工
業
地
域
の
分
布

放
送
，
新
聞
な
ど

産
業
の
構
造
的
な
変
化
を

踏
ま
え
た
改
編
・
充
実

国
土
や
防
災
に
関
す
る
内
容
を
充
実

世
界
の
地
域
構
成

世
界
各
地
の
人
々
の
生
活
と
環
境

世
界
の
諸
地
域

日
本
の
地
域
構
成

世
界
と
比
べ
た
日
本
の
地
域
的
特
色

日
本
の
諸
地
域

身
近
な
地
域
の
調
査

世
界
の
様
々
な
地
域
の
調
査

ミ
ク
ロ
な
地
図
技
能

再
構
造
化

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
係
る
主
題

産
業
の
構
造
的
な
変
化

世
界
平
和
と
人
類
の
福
祉
の
増
大
，
よ
り
よ
い
社
会
を
目
指
し
て

私
た
ち
と
現
代
社
会

私
た
ち
と
経
済

私
た
ち
と
政
治

世
界
の
歴
史
を
充
実

古
代
ま
で
の
日
本
，
中
世
の
日
本
，

近
世
の
日
本
，
近
代
の
日
本
と
世
界
，

現
代
の
日
本
と
世
界

政
治
参
加
の
扱
い
を
充
実

参
政
権
の
扱
い
を
充
実

防
災
情
報
に
関
す
る
扱
い
を
充
実

歴
史
の
捉
え
方

・
身
近
な
地
域
や
市
（
区
，
町
，
村
）
の
地
理
的
環
境
，
県
（
都
，
道
，
府
）
の
様
子
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・
国
土
の
自
然
な
ど
の
様
子
，
国
土
の
環
境
と
国
民
生
活
の
関
連
，
我
が
国
と
関
係
の
深
い
国
の
生
活
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

・
地
域
の
産
業
や
消
費
生
活
の
様
子
，
人
々
の
健
康
な
生
活
や
良
好
な
生
活
環
境
及
び
安
全
を
守
る
た
め
の
諸
活
動
な
ど
，
地

域
社
会
を
支
え
る
仕
組
み
や
働
き
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・
我
が
国
の
産
業
の
様
子
，
産
業
と
国
民
生
活
の
関
連
，
日
常
生
活
に
お
け
る
政
治
の
働
き
と
我
が
国
の
政
治
の
考
え
方
，
国

際
社
会
に
お
け
る
我
が
国
の
役
割
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・
地
域
の
人
々
の
生
活
の
変
化
や
地
域
の
発
展
に
尽
く
し
た
先
人
の
働
き
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・
我
が
国
の
主
な
歴
史
事
象
，
自
分
た
ち
の
生
活
の
歴
史
的
背
景
，
我
が
国
の
歴
史
や
先
人
の
働
き
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

【
地
理
的
分
野
】

・
我
が
国
の
国
土
及
び
世
界
の
諸
地
域
の
地
域
的
特
色
を
理
解
さ
せ
る
。

・
日
本
や
世
界
の
諸
地
域
は
相
互
に
関
係
し
合
っ
て
い
る
こ
と
や
各
地
域
の
特
色
に
は
地
方
的
特
殊
性
と
一
般
的
共
通
性
が
あ

る
こ
と
，
ま
た
，
そ
れ
ら
は
諸
条
件
の
変
化
な
ど
に
伴
っ
て
変
容
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。

【
公
民
的
分
野
】

・
民
主
政
治
の
意
義
，
国
民
の
生
活
の
向
上
と
経
済
活
動
と
の
関
わ
り
及
び
現
代
の
社
会
生
活
な
ど
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る
。

・
国
際
的
な
相
互
依
存
関
係
の
深
ま
り
，
各
国
が
相
互
に
主
権
を
尊
重
し
，
各
国
民
が
協
力
し
合
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認

識
さ
せ
る
。

【
歴
史
的
分
野
】

・
我
が
国
の
歴
史
の
大
き
な
流
れ
を
，
世
界
の
歴
史
を
背
景
に
，
各
時
代
の
特
色
を
踏
ま
え
て
理
解
さ
せ
る
。

・
歴
史
上
の
人
物
と
現
在
に
伝
わ
る
文
化
遺
産
を
，
そ
の
時
代
や
地
域
と
の
関
連
に
お
い
て
理
解
さ
せ
る
。

・
歴
史
に
見
ら
れ
る
国
際
関
係
や
文
化
交
流
の
あ
ら
ま
し
を
理
解
さ
せ
る
。
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